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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「＊」が付されている箇所には注釈があります。その箇所を選択すると、該当する注釈が表示されます。
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プロローグ


１．エロリストを殲滅せよ！

２．南の国は多夫多妻

３．無人島でドキドキ！

４．新婚ゲーム

５．健太危うし！　のえるVSシャイニィ最終決戦!!

６．言葉・手紙・彼女の涙

７．星の海でささやいて
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「なにもかも、間ま違ちがってる……」

　じりじり、じりじりと。

　真夏の容よう赦しやない日差しが、アスファルトの路面に照りつけていた。

　タイヤの焼ける音すら聞こえてきそうなぐらいに、暑い。

　じりじり、じりじりと。

　歩道にまで枝を張り出した木々からは、やかましいほどに蟬せみの声。

　とろけそうな脳に響ひびく蟬時雨しぐれは、納のう涼りようよりも拷ごう問もんといったほうがいいかもしれない。

「官かん房ぼう長官、決めたわ」

　うんざりとした顔で、のえるは言った。

　国会議事堂から総理官かん邸ていへ向かう数百メートルほどの道すがらのことだ。

「35度を超こえた日は、自動的に国民の祝日よ！」

　へろへろな顔で言い、噴ふき出した汗あせをぬぐう。

　本当に暑い。

「私の立場としては、総理がお仕事さえしていただければ、国民が祝日でもかまいはしないのですが……」

　後ろについていた北ほう条じよう官房長官はきっぱりと答えた。

　60歳を超える老ろう紳しん士しは、こんな時でも常に長なが袖そで長ズボン、夏冬変わらない格好。

　涼すずしい顔をしてボタン１つも外さず、さわやかなものだ。

「なに言ってんのよ長官！　あたしが真っ先に休むのよ!!　夏なのよ！　夏休みなのよ！　もう８月よ！　ぼけっとしてたら夏は逃にげてくんだから！　追いかけなくちゃ！」

「夏休みですか？　それなら総理にも予定されていますが」

　官房長官はスケジュール帳を開いた。

「え!?　そうなの!?」

　のえるの目が輝かがやいた。

「ええ、たっぷりと１週間ほどございます」

「だーっ！　夏休みったら６週間でしょ！　なんで６分の１なのよっ!!」




　　　　♣




　総理官邸の執しつ務む室しつに入るなり、のえるは上着を脱ぬぎ捨てた。

　肩かたも露あらわなノースリーブで、クーラーのスイッチを入れると、キャビネットの脇わきに勝手に設置した小型冷蔵庫からアイスキャンディを取り出す。メロン味だ。

　50万円もするドイツ製の椅い子すのクッションを期待して背中から倒たおれ込むと、だらしのない座り方をして、キャンディをぺろぺろとなめ始めた。

「まったく、いま、世界中であたしほど真面目まじめな女の子っていないんじゃないかしら」

「……真面目、ですか」

　なにか言いたげな目つきの、官房長官。

　視線が冷たい。

　しかしのえるは、さらりと受け流し、

「東京なんて、ただでさえヒートアイランド（自然のない都会は緑のある周辺より気温が上じよう昇しようする現象）なんだから、地球温暖化に備えて、南国並みに昼間はダラダラデレデレするライフスタイルを覚えといた方がイイのよ」

「……阻そ止ししないんですか、温暖化」

「こんな暑い日まで、みんなしてエネルギー使って働く必要ないと思わない？　世の中ただでさえモノが余って、不景気してるんだしさ。暑い日はみんな休み！　家で涼すずみながら、ごろごろだらだらテレビでも見てればいーのよ♪」

「……どちらにしろ、東京の気温は上がって行きますな」

　クーラーを使えば、室外機の放出する熱量の総和でヒートアイランド現象はむしろ加速するのだった。

「いいのよ！　今ごろ健ちゃんたち、あたしを置いて南アルカの海ンタラで遊んでるんだから！　日本こつちでどんどん二酸化炭素を放出して、南極の氷溶とかして、海面を上昇させてやるのよ！　あっちのビーチ水みず浸びたし！　名付けて地球温暖化作戦ね!!」

「たった何人かに仕返しするために、地球中に迷めい惑わくかけてどうするんですか!!」

「あーん！　もう、健ちゃんも、ほのかも忍しのぶもさくら先生もみんなみーんな、あたしを置いて、シャイニィと一いつ緒しよに遊びに行ってるのよ！　ズルいったら、ズルい～！」

「私の話、聞いて下さいよ……」

「みんな、楽しく遊んでるんだろうなあ……、アルカンタラのビーチはキレイだっていうし……、あーん！　あたしも行きたかったぁ～っ！」

　まったく聞く耳もたず。

　すると官房長官、ぼそりと、

「シャイニィ殿でん下かと言えば、ビデオレターが届いてますが」

「見せて!!」

「……実に都合のいい耳ですな」

　官房長官がケースを持ってくると、のえるはひったくるように取り上げた。

　うきうきとした顔でビデオデッキに入れる。

「健ちゃん、映ってるかな～っ」




　最初に映ったのは、海だった。

　見み渡わたす限り一面の青だ。

　その青の輝きと言ったら！

　南国特有の透とう明めいに近い水色、太陽を浴びてキラキラと光る水面。

　海そのものが宝石のように輝いているのだ。

「おお～」

　のえるも息をのむほどだった。

「こんにちはノエル。日本の夏はどうですか？」

　カメラが移動して、シャイニィを映した。

　風にそよぐ椰や子しの木の下で、麦わら帽ぼう子しをかぶって立っている。

　砂すな浜はまの色は白。白いワンピース、そして白い肌はだのシャイニィ。

　はにかんだ顔に小さく笑えみが浮うかんだ。

　同じ女の子である、のえるの目から見ても見とれてしまうほどの可愛らしさだった。

「ここは私の母の生まれ、クワン家が治める島です」

　笑うのが苦手な彼女が、とても自然な笑顔を浮かべているのは、やっぱり故郷ふるさとだからだろうか。シャイニィのそんな表情を見て、のえるは先ほどまでの怒いかりなどケロリと忘れて嬉うれしい気持ちになった。

　画面の中のシャイニィは、前に重ねていた手をほどいて、隣となりにいる人物を紹しよう介かいした。

「今は私の異父兄おにいさまが当主の座についています」

「はじめまして、ノエル」

　きらーん、と異父兄おにいさまの歯が光った。

「どひゃ」

　のえるはのけぞった。

　ホントにそんな歯の持ち主がいるとは。

　本当に白い歯は──、純白の歯は光るのだ。

　レイは自分のしている事に何の照れもなく、右手を差し出した。

「とてもキュートな子だってね。異シヤ父妹イニイから聞いてるよ」

「レイ兄さま。ノエルはアルカンタラの人間ではないのですよ」

「いいじゃないか、女の子に国こく籍せきはないよ」

「レイ兄さまにはもう、サミットを開けるぐらいの奥おく方がたがいるではないですか」

「オリンピックを開くにはまだまださ」

　はっはっは。

　純白の歯をキラキラと光らせながら、実にあっけらかんとレイは笑った。

「……変なヤツ」

　リモコンを片手に、のえるは目を半眼にした。

　すると、画面がいきなり日にち没ぼつの時間に変わった。

「ここは代々、クワン家の者が祭さい祀しを催もよおすための、舞ぶ台たいです」

　シャイニィとレイが居るのは舞台だった。コンサートのステージぐらいはあるだろうか。板の色は白く、巨きよ大だいな円えん盤ばんのカタチをしていた。左右には何本もの細長い柱があって、白い帆ほが見える。

　優やさしい風をはらんだ帆布は楽がく譜ふに並んだ音おん符ぷのようにたなびき、踊おどっているかのようだ。

　静かな海、画面いっぱいに広がる水平線。赤々と消えゆく太陽。鮮あざやかなグラデーションを描えがく空の色。それらが１枚の絵のように溶とけあって、のえるはまるで現実ではない場所を見ているような、そんな幻げん想そう的な気持ちになった。

　美しく、どこか超ちよう然ぜんとしたシャイニィがいることもまた、神話か何かの１シーンを見ているような気にさせてくれるのだろう。

　そのシャイニィの、細くしなやかな指が空を指した。

「紫むらさき色いろの空に、１つ、また１つと星神が姿を現します」

　ぽつぽつと星々が見える。

「アルカンタラの民たみは古来より、太陽よりも星を、昼よりも夜をあがめてきました」

「ふむふむ」のえるは頷うなずいた。

「だからアルカンタラでは、天の神々が姿をお見せになる夜に聖なる祭祀を行うのです」

「ふむふむ」

「ねえ、ケンタ」

「なに？」

　健太が姿を現した。

　するとだ。

　シャイニィは健太の左ひだり腕うでに自分の右腕をからめると、その肩かたに寄りかかり、

「７日後に、ここで私とケンタは結けつ婚こん式しきを挙げます」

「ふむふむ、なるほどねえ……はぁ？

なんですってええええええええええ────っ!?」

　画面の中で、にっこりとシャイニィが微笑ほほえんだ。

「もうすぐノエルも夏休みだと聞いてます。是ぜ非ひ来てください」

　ぷつん。

　ざあああああああああああ。

　画面は砂すな嵐あらし。
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　のえるは手にしていたリモコンを投げつけた。

　命中。

　液えき晶しようテレビは見事にまっぷたつ。

「テレビも国民の血税なのですが……」つぶやく長官。

「長官！　今のどういうことよ！」のえるは聞いてない。

「秘書官＊１は、シャイニィ殿でん下かと結婚なされるようですな」

「なに平然と言ってるのよ！　健ちゃんまだ14歳よ！　シャイニィだって！」

　のえるは拳こぶしをグーにして力説した。

「アルカンタラの法律では、14歳の婚こん姻いんもアリなのではないですか？」

「えっ」

「それに総理も似たようなコトをしようとしたではありませんか……」

「そ、そんなコトもあったかしらねえ……？」

　目をそらし、口笛なども吹ふいてみたり。

「さっそくアルカンタラ王室に祝電を打ちましょう」

「なんでそうなるのよ！」

「アルカンタラは我が国にとって重要な国＊２。シャイニィ殿下は次の元首となられる方なのですから、お２人の幸せをお祝いするのは当然のことかと」

「誰だれが幸せなのよ!?　シャイニィ１人の思い込みに決まってるでしょ！」

「しかし、アルカンタラ政府の公式発表では、２人は恋れん愛あい結婚だと」

　官かん房ぼう長官は、２人の署名入りのＦＡＸ用紙を見せた。




　びり。




　のえるは見もせずに引き裂さいた。

「なんてことを……」

「健ちゃんの性格、長官だって知ってるでしょ？　シャイニィに適当なことを言われて書かされたに決まってるわ！」

「そこまで断言するのはどうかと。シャイニィ殿下とは浅からぬお付き合いですし」

「断言できるわよ！」

　バン、と机を叩たたいて、その手を胸に当てた。

「健ちゃんには、あたしがいるんだから！」

「……それこそ総理の勝手な思い込みでは？」

「違ちがうわよッ！」

　ぎくっ、となって、のえるはムキになった。

（心当たりがないではないようですな……）長官は思った。

「け……、健ちゃんがシャイニィに心奪うばわれる訳が、な、ないじゃない！」

　けっこう動どう揺ようしているみたいだった。

「そもそも夏休みだからとか、みんなと一いつ緒しよにとか、そういう言葉で健ちゃんを納なつ得とくさせた所からして罠わなだったのよ。そうよ、問題よ！　これは国際問題なのよ!!」

（また訳の分からないコトを……）

　長官は呆あきれた。

　するとのえるは何を思いついたのか、瞳ひとみをキラリと輝かがやかせた。

「長官」

「はい」

「これは拉ら致ちね!!」

「はあ？」

　さすがの長官も口をあんぐりとさせた。

「……な、何を言ってるのです？」

「本人の意思とは無関係に身み柄がらを他国に移送して、一方的に理り不ふ尽じんな人生を強制する事を拉致と言わなくて、なんて言うの？」

「まだ強制と決まったわけでは……」

「決・ま・っ・て・る・の・よ・！」

　のえるは身を乗り出して、長官をにらみつけた。

　怒いかりに血走らせた目が、ギラギラ。

「相手国の言い分も聞いてから……」

「もう自衛隊を出すしかないわね、こうなったら」

「あのー、私の話、聞いてます？」

「拉致被ひ害がい者しやを助けに行く！　今の日本でこれほどの正義がある～？」

「そもそもの動機が、総理の個人的な感情にあっては支持もへったくれも……」

「真の心と書いて真心。あたしは本音で政治をする総理なのよ」

「モノは言い様ですな」

「仮に支持率が０％になっても、あたしはやる！　やるったらやる！」

（分かっているのになぜするのですか……？）

　長官は頭が痛かった。

　のえるの官房長官おもりをけっこうな時間やってきたが、彼女の性格がいまだにつかめない。

「仮に拉致だとしても、国際問題の解決のために武力を行使してはいけないと、我が国の憲法には記されておりまして……」

「そんなコト書いてあったっけ？」

「総理なら憲法ぐらい憶おぼえて下さい！」

「じゃＰＫＯ」

「国連まで巻き込むつもりですか!?」

「だめ？」

「世界に恥はじをさらさないで下さい！」

「ま、とにかく、健ちゃんを救出するために、

　国権を発動します！」

「私の話を聞いて下さいよ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　長官の悲鳴が、官かん邸ていいっぱいに轟とどろき渡わたった。

　き～ん、き～ん、き～ん、き～ん。

　のえるは両手で耳を抑おさえながら、言った。

「そんなに怒おこったら寿じゆ命みよう縮んじゃうよお？」

「心配するぐらいだったら、怒らせないで下さい！」

「分かってるわよ。あたしも自衛隊で戦争が出来るとは思ってないもの」

「分かって頂いただけましたか」

「弱いし」

「……そういう意味ではなくて」

「つまり総理大臣なんて仕事は、男の子１人助け出すことも出来ない職業ってことよね」

　そう言って、ニヤリと笑った。

（まさか……）長官は嫌いやな予感がした。

　のえるは携けい帯たい電話を取り出した。そして、

「あ、ロバート大統領？　ちょっと相談に乗ってくんな～い？」

『なんだね、ミス総プラ理イム大ミニ臣スター』

「……やっぱり」

　アメリホワイカ合衆トハ国政府ウスにおねだりを始めた総理を見て、長官は半眼になった。

『私に出来ることなら協力を惜おしまないが』

「さっすが大統領！　今年こそノーベル平和賞取れるの祈いのってるわ♪」

　実に適当なコトを言って、のえるは本題を切り出した。

「ちょっとね。総理大臣辞やめようと思うのよ」

「はあっ!?」官かん房ぼう長官は目ん玉が飛び出しそうになった。

「日本の総理してちゃシャイニィに頭が上がらないからさ。あっちはアルカンタラのお姫ひめさまでしょ？　だから転職しようと思うの」

「て、転職……」長官、真っ白。

　どこの世界にそんな理由で権力の座から降りる人間がいるのか。

　にこっ、とのえるは笑った。

「それで大統領、ちょっと推すい薦せん状じようを書いてくれない？」






＊１　のえるは公職中でも健太と一緒にいたいがために、総理秘書官というポストを勝手に与えているのだ（１巻『彼女がもってる核ボタン』）。




＊２　借金まみれで首の回らなくなった日本政府を買い取ってくれているのです（４巻『撃破！　日本消滅計画』）。

























（……なんでこんなコトに）

　健太は呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。

　ターバンのように巻かれた帽ぼう子しから足の先まで、真っ白の白。

　レイオンと呼ばれるエスニックテイストな礼服を着て、式場の舞ぶ台たいに立っている。

　隣となりにはアイレンと呼ばれるアルカンタラの女性が身につけるドレスを着たシャイニィ。

　寄り添そう２人は一いつ対ついの白鳥のようだ。

　そう。

　結けつ婚こん衣い装しようを身にまとった２人が、舞台の上にいる。

（訳が分かんないうちに……）

　立たされている。

　呆然となるしかなかった。

「知ってますか、ケンタ」

　少しだけ背の低いシャイニィが、顔を上げて、健太を見つめた。

「星降る夜に契ちぎりを交かわすことが出来ると、永遠に幸せになれるのですよ」

　言って、頰ほおを染める。恥はずかしそうに。

　そうなることを期待しているように思えて、健太はドキっとした。

（きれいだ……）

　そんなつもりは全然ない（と思いたい）のだけれど、花はな嫁よめ衣装を着た彼女を見ると、なんだか自分も新しん郎ろうになったような気分になってくる。

　ホントに流されやすい性格だと、自分でも思う。

「私たちも、そうなるといいですね」

（えっ……）

　健太はまたドキっとした。

　本当に胸が高鳴ってきた。

（僕はこのままシャイニィと結婚してしまうんだろうか……）

　違ちがう！　健太は心の中で首を振ふった。

（そんなの早すぎる！　まだ14歳なのに早すぎる！）

　しかし、式への期待に頰を赤らめる花嫁姿の彼女を見ていると、とてもその顔を曇くもらせるような事は言えない。そんなひどい事は出来ない。

（それに……）

「ケンタ……」

　可か憐れんな声でつぶやいて、シャイニィは一歩近づく。

　健太は動けなかった。

（どうしよう……）

（このまま僕は……）

　体中の血液が頭のてっぺんに集まって、爆ばく発はつしてしまいそうだった。

　と。

「マーベラス！」

　拍はく手しゆをして現れたのはレイだった。

　長身で瘦そう身しんの、しなやかな物もの腰ごしをした男性だ。年の頃ころ合あいは20代前半といった所か。美しい髪かみが背中を流れ落ちている。

　アルカンタラでは身分の高い人間ほど髪の毛が長い。

　背中まで伸のびたシャイニィの髪は、彼女が王族であることを一目で示し、

　レイの腰まで伸びた髪は、藩はん王おうであることを示していた。

　藩王とは各地方の王という意味で国王に次ぐ地位だ。

「お似合いだよ、シャイニィ！　さすがビューティフルなボクの妹だ」

「ふふ、レイ兄さま。美ビユーしいテイフルという言葉はどちらにかかっているのですか？」

「もちろん、キミのかけがえのない兄さ」

「あいかわらずですね」シャイニィは笑う。

「キミの瞳ひとみに映るボクに乾かん杯ぱい♪」

　そう言って、ありもしないグラスを握にぎる仕草をして、レイは人差し指を彼女の鼻にコツンと当てた。

　そして歯がキラーン☆

（なんなんだ、この人は……）

　健太はあぜんとなって、ぽかんと口を開けた。

　この島、アルカンタラ本島の北に位置するこのクワン島にやって来た時に、挨あい拶さつしたきりだったのだけれど、このレイという人、キザな台詞せりふばかりというか、他人が見えていないというか、とにかく一方的というか、自分のペースというか、後ろの２つについては身近にそういう女の子がいたりするので、

（うわ、やば……）という後ろ向きな気持ちと（のえるの他ほかにもいるんだ……）という親しみがないまぜになって、健太は中ちゆう途と半はん端ぱな心境になってしまうのだ。

　無論、健太いわく『他人が見えてない』レイは、そんな彼を見ても、さわやかな笑えみを少しも崩くずすことなく、

「フェイマス！　マイケルも似合ってるよ」と笑いかけてくれた。

「健太なんですけど……」

「おっと失礼、ミスター・ケント」

「健太です」

「ＨＡＨＡＨＡ。すまないすまない」

　レイは右手を後頭部にやると、背中をそらして大きく笑った。

「ボクはフランス好きなものでね。ソーリー、ソーリー」

「そおりい？」

「おっと、またフランス語を使ってしまったようだね。ベリーソーリー」

（ぜ、ぜんぶ英語のような気がするんだけど……？？？）

　健太は突っ込むべきかどうか、迷った。

　いちおう相手は王様だし。

　そんな健太の困こん惑わくを見てとったシャイニィは、

「レイ兄さま、それはフランス語ではありませんわ」

　彼女のフォローに、健太はホッとした。

「おや、そうなのかい？」

「中国語ですわ」

「そうだったのか」

「違ちがいますよ！」

　突っ込んでしまった。

　するとシャイニィはニコリと笑い、

「ケンタは突っ込んでいる時が一番生き生きしてますね」

「ハハ……、いいことなんだろうか」

　よもや誉ほめられているとは思わず、苦笑いをする健太。

「ＨＡＨＡＨＡ。今から尻しりに敷しかれているようじゃダメだぞ、美しいボクの弟」

「お、弟!?」

　まだ決まったわけじゃ……と、言いかける健太の口を見えない手で塞ふさぐかのように、レイは続く言葉を喋しやべり立てた。

「そうだ。午後は時間が空いてるから、市内観光でもするかい？　いや、数日後にはこの国の人間になるわけだから、むしろするべきだ。買ったばかりのジープがあるんだ。それで行こう！　ボクは野暮用を済ませてくるから、キミも着き替がえておいてくれたまえ！」

「あの……」

　と、健太が口を開いた時にはもう、レイは遠い人になっていた。

「……すっごく一方通行な人だね」

「私の兄ですから……」

　自覚はあるようだった。




　　　　♣




　はっはっは。

　湿しつ度ど０％のさわやかな笑え顔がおを残して、レイは去って行った。

　あらためて健太はシャイニィを見つめた。

「…………」

「…………」

　不意に、会話がとぎれる。

　２人しかいなくなって、互たがいの顔しか見つめるモノがなくなって──、そして、

　シャイニィは可愛らしい。

　花はな嫁よめ衣い装しようを着た彼女は美しいと言ってもいいだろう。

　そんな子が──、吐と息いきが伝わるような距きよ離りで自分を見つめているのだ。

　うるんだ瞳ひとみをして、

　うっすらと頰ほおを染めて、

「…………」

「…………」

　言葉を失う。

　健太は、ドキドキとしている自分に気付いた。

　いや、今の彼女を見てドキドキしないヤツなんていないだろう、と思う。

（シャイニィは……本当に僕のことが好きなのかな？）

（好きだったらどうするっていうんだ？）

（結けつ婚こんしちゃうの!?）

　健太はすごく困ってしまった。

　結婚したいかと言われると、それは「Ｎｏ」なのだ。

　これは自分の中で、はっきりとしている。

　でも、断れない。

（嫌きらいな訳じゃないんだもの……、シャイニィのこと）

　ぴしゃりと言ったら、彼女が傷ついてしまいそうな気がして、どうしていいか健太は呆ぼう然ぜんと立ちつくしてしまうのだ。

　砂すな浜はまのほうから、きゃっきゃと騒さわぐほのかたちの声が聞こえてきた。

　そうなのだ。

（みんなでバカンスすればいいって言うから、アルカンタラに来ただけなのに……）

　健太は途と方ほうにくれた。

（このまま結婚なんてコトになったら……）

　不意に、健太の脳のう裏りにのえるの顔がよぎった。

（なんで、のえるが）

　どうしてだろう、と思った矢先、

「ごめんなさい、勝手なことをして」

　ぺこりと、シャイニィが謝った。

「え……？」

「無理にアルカンタラに来てもらったり、こんなコトまでして」

　申し訳なさそうな顔をする。

　とはいっても感情の薄うすい彼女だ。うつむいた仕草が人形のようだった。

「これでは、ノエルに勝てないですね」

「なんでそこでのえるが……」

「ノエルが羨うらやましいです」

「だからなんでそこでのえるが」

「こんなに離はなれていても、心がつながってるんですもの」

「ど、どこがさ。僕とのえるの何がつながってるのさ」

「私、足りないものに気付いたんです」

　シャイニィは落ち着きながらも、はっきりとした口調で断言した。

「結婚です！」

「はぁ？」健太、訳が分からない。

　するとシャイニィは珍めずらしくも握にぎり拳こぶしを作って、胸を張った。

「私、本を読んで勉強したんです」

「またそれか……」

　いつものパターンだった。

「私、日本にいる時に私の権限を利用しまして、国会図書館に収められている漫まん画がのすべてを接収したのです」

「のえるみたいだ……」

「ノーベル賞学者を多数輩はい出しゆつしている英国イギリスのシンクタンクに研究を依い頼らいしました」

「したのか……」

　出来るからって何でもやっちゃいけないよなぁ……、と健太は思う。

「その結果、私は『負けるために登場した当て馬２軍補欠サブヒロインタイプ』だと分ぶん析せきされました」

「すごいネーミング……」

「このタイプの人間に特とく徴ちよう的に見られる傾けい向こうは、相手から自分がどう見られているかを正しく認にん知ちできない自己認識力の欠けつ如じよと、相手の意識を把は握あくできないコミュニケーション能力の不全、俗ぞくに『鈍どん感かん』と呼ばれる思考能力の欠けつ陥かんなどがあって、自分の思い込みを相手に投とう影えいしているだけの偏かたよった恋れん愛あい性行の持ち主なのだそうです」

「…………」

「────つまり人ひと騒さわがせな勘かん違ちがい女だと言うことです」

「ノーベル賞取るぐらいだから、言葉には気を付けて欲しいよね…………」

「本当です。傷つきました……」

　シャイニィはしょんぼりとした。

「ケンタにも一いつ杯ぱいいっぱい迷めい惑わくかけていたのですね」

「あ、いや……、元気出してよ」

　確かに大変な目にはたくさん遭あってきたのだけれど、しゅんとなるシャイニィを見てしまうと健太はそっちのほうが心配になる。

「反省しました……」

「そんな、僕は気にしてないから」

　そう言って励はげますと、落ち込んでいるシャイニィの顔に少し笑え顔がおが浮うかんだ。

　元気が出てきたシャイニィは話を前方に向ける。

「そもそもの問題は、私とケンタの間に絆きずながないコトです」

「絆？」

「ノエルとケンタには、子供の頃ころからいろんな絆があります」

「だから婚こん約やくの話はのえるのデタラメだって……」

「では、手紙のことは？」

「手紙？」

　健太はきょとんとした。

「ノエルからもらったモノがあるでしょう？」

「だからそんなのないって」

「え……」

　シャイニィは驚おどろいた顔をした。

　けれど、健太が噓うそをつけるような人ではないことを思い出し、そうなんですか、と頷うなずいた。

「？」

　彼女がなぜそんな反応を見せるのか、健太は分からなかった。けれど、なんかまたいつもの勘違いをしてるんだろうな、と考えた。

　変わってはいるけれど、悪い子ではないから。

「後からやってきた私は、その絆を断たつところから始めようとするため、行動がネガティブなものになりやすく、いい印象を与あたえることが少ないそうです」

（そういうコトを本人を前にぺらぺら喋しやべるところがシャイニィらしいよね……）

　根はとっても素す直なおな子なんだよな、と健太は思う。

「そこで考えました。私とノエルが対等の高さに立つためには、私にも絆が必要だと」

「で、それが結婚なの？」

「はい」

　それはそれは嬉うれしそうにシャイニィは言う。

「なんでそうなるんだよ!?」

「これで私とノエルも正々堂々と勝負を……」

「無理矢理、結婚するコトのどこが正々堂々なのさ!?」

「私のコトが嫌きらいですか？」

　真しん剣けんな顔で聞いてくる。

「早すぎるって言いたいの！」

「残念ですが、ケンタには選せん択たくの自由はありません」

　なんでか強気。

「何の反省もないじゃないか～」

「私、前向きに生きていこうと決めたんです」

「前向きすぎだよ！」

「前に言った＊３ではありませんか、本当の愛は後から育てればよいと」

「それは方便だよ！」

　シャイニィは澄すんだ瞳ひとみをキラキラと光らせた。

「ちなみに国内のすべての空港には、ケンタの顔写真を送って、出国が出来ないように通達してあります」

「う、海は!?」

「この島の沖おき合あいに機き雷らいを設置しているので、船による侵しん入にゆうおよび脱だつ出しゆつは不可能です」

「た、助けてえええええ！」

　健太は悲鳴をあげた。

　その時だ。

　どどどどどどどどどどどどど────────。

　沖合いの海が、横一直線に吹ふき飛んだ。

　巨きよ大だいな水柱を立てて、何かが爆ばく発はつしたのだ。

「敷ふ設せつした機雷が……」

　ぴるるるるる。

　健太の携けい帯たいが鳴った。

「メールだ」

　おそるおそる健太は着信画面を呼び出した。

『この程度の機雷原で世界最強の海軍を阻そ止しできると思った？』

「のえる!!」

　そして２人は水平線に見たのだ。

　空母艦かん隊たいを。




　　　　♣




　水平線に見えたのは空母だけではなかった。

　その左右に大小の艦かん艇ていを引き連れて、一個艦隊として姿を現したのである。

「なんで……のえるが空母に……」

　自衛隊に空母はないはずなのに。

「どうせ米軍をレンタルしたのでしょう」

「ええっ!?」

「しかし、無む駄だな事です」

　シャイニィは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた。

　不敵な瞳がキラリと輝かがやく。

「今の私は、日本政府を支配する立場＊４……」

「あ、そうか！」

　健太は手を打った。

「日本政府の長おさであるノエルは、その地位ゆえに私に従わなければなりません。先日は内乱扱あつかい＊５されましたが、アルカンタラへの侵しん攻こうに法的根こん拠きよはないはずです」

　シャイニィは健太から携帯を受け取ると、その事を告げた。

「分かりましたか？　折おり原はら総理」

　すると電話の向こうから、吞のん気きな返事が返ってきた。

『総理、誰だれそれ？』

「？　ノエルが総理ではないとしたら、なんなんです!?」

『辞やめたから』

「えっ？」

『電波が遠かった？　あたし、総理を辞めたの』

「どういうこと!?」健太が驚おどろいた。

「ご冗じよう談だんを」

　シャイニィは少しも動どう揺ようしなかった。むしろ見み透すかした目で、

「ノエルが総理でないのなら、どうしてそんなモノに乗ってこれるというのです？」

　ハッタリを見抜こうとした。

　が。

『司令官だから』

「えっ？」

『大統領に推すい薦せん状じよう書いてもらったのよ。

あたしを第７艦隊の総司令にしてちょーだいって』

「なんだよそれ～っ!!」

　シャイニィの手にしている携帯に健太が顔を突っ込ませた。

「のえる！　総理大臣はどうしたんだよ！」

「辞表、叩たたきつけてきたから」




　その頃ころ、日本では──。

「こ、これは……！」

　のえるが置いてきた封ふう筒とうを手にした官かん房ぼう長官があぜんとしていた。

「漢字が……、間ま違ちがってる……」




『痔じ豹ひよう』と…………。




　健太もあぜんとしていた。

「総理大臣はどうしちゃったんだよ、のえる!!」

『いいかげん、日本にも飽あきてきた所なのよねえ～。あたしのスケールに合わないっていうか……』

「君のスケールに合わせてたら、地球がいくつあっても足りないよ……て、いうか、あんだけしんどい思いして総理になったのに!!」

『日本の総理じゃ戦争できないし』

「はあっ!?」

（戦争する気で来たのか！）

　死んだことで総理の座を追われ＊６、日本買収を企たくらむドルマンから必死の思いをして総理の座を取り戻もどしたというのに。

　あっさりと放り出して、戦争。

　米軍の司令官になって、戦争。

　健太は頭がクラクラした。

「のえる！　なに考えてるんだよ!!」

『浮うわ気き者ものをかくまうエロ国家の討とう伐ばつよ』

「浮気者って誰のことさ！」

『花はな婿むこ衣い装しようまで着て、すっかりその気じゃな～い？』

「見えてるの!?」

　のえるは空母のブリッジから、望遠鏡で健太の姿をいまいましく見守っていた。

「シャイニィに拉ら致ちされたもんだとばっかり思ってたら、南国の王子様になる気まんまんねえ」

　ぐさっ、と来て、健太はオロオロとした。

「……こ、これは、写真だけで我が慢まんするって言うから、シャイニィが」

「あら、言ってませんわ、そんなこと」

　ケロリと、シャイニィ。

「こんな時にウソつかないでよ！」

　健太は焦あせるばかりだ。シャイニィはふふ、と笑って答えない。

　しかし、望遠鏡で見ているのえるには、すっかり出来あがった恋こい人びとがいちゃついているようにしか見えなかった。

『健ちゃんのエロリスト！』

「なんだよそれ!?」

『シャイニィと結けつ婚こんしてアルカンタラの人間になれば、奥さんを何人だって持てるもんねえ～』

[image: ]

「えっ、そうなの!?」

　健太が訊たずねると、シャイニィが頷うなずいた。

「そうですよ。アルカンタラでは、男性も女性も同時に何人とでも結婚できるのです」

「はあああっ!?」

『健ちゃんったら、しらじらしい……』

「まあ、そんな理由で私と結婚を……」

　冷めた目で見つめるシャイニィ。

「シャイニィも、のえるとノリを合わせないでよ！」

『なに言ってるの!?』

　のえるは吠ほえた。

『14歳なのにそんなエロエロなことを考えている健ちゃんは世界の敵なんだから！』

「世界の敵ぃ!?」

『国連の安保理だって、健ちゃんへの非難決議を採さい択たくしたんだから！』

「国連～っ!?」

　勝手にどんどんとスケールが上がっていた。

「本当のことのようですわ」

　どこから取り出したのか、シャイニィは手のひら大のＰＤＡを起動させると、さっそくニュースサイトを検けん索さくした。たしかに国連の安全保障理事会において、エロリスト長谷はせ川がわ健太を弾だん劾がいする非難決議が採択されていた。

「ええええええええ─────っ！」

　健太の頭に安保理の光景が見えた。

「ここに、長谷川健太という14歳の日本人少年がいます」

　ニュースでよく出る安保理の会議室で、議チエ長アマンの男性が言う。

「この少年、みんなと結婚できればいいと考えて、一夫多妻が法的に認められているアルカンタラ王国への移住を考えたそうです」

　すると世界各国の代表が口をそろえて、どよめく。

「国こく籍せきの入手手段は？」「結婚です」「長谷川健太は少女をたぶらかし、愛してもいない結婚を働こうとしたのです」「偽ぎ装そう結婚ではないですか！」「口実は？」「好きな子なんて分からない、と言っています」「ふざけるな！」「都合のいい台詞せりふを！」「恐おそろしい！」「14歳の考えるコトとは思えない！」「神よ！」「このような結婚が世界に知られわたるところとなれば、青少年に与あたえる悪あく影えい響きようは甚じん大だい」「愛なる概がい念ねんの敗北です！」「まさに！」

　非難が囂ごう々ごうとなったところで議長が手をあげる。

「では、長谷川健太への弾劾決議を行いたいのですが」

「異議なし！」「異議なし！」

「では全会一いつ致ちで、長谷川健太がエロエロだということに決定しました」

「エロエロ！」「エロエロ！」

　そんな光景が健太の頭の中でスパークした。

「なんでそこまで話が広がるんだあぁあぁあぁ……」

　頭を抱かかえ、うずくまる。

「常任理事国のアメリカが提案したのだそうです」と、シャイニィ。

「ホントにアメリカって何でも出来るんだね……」

　凄すごい国だった。

『と、いうわけで、健ちゃんを引き渡わたしなさい』

「いやです」

　きっぱりと、シャイニィ。

『さもなくば攻こう撃げきよ』

　アメリカ海軍が編制する艦かん隊たいは、それ１つで１国を滅ほろぼす力を持っていると言われる。

「そんなムチャクチャな！　僕がのえるの所に戻もどれば済むことぐらいで！」

「ケンタはノエルのほうが正しいと言うのですね」

「いや、間ま違ちがってるのは完かん璧ぺきに、のえるのほうなんだけど……」

『なに言ってるのよ、健ちゃん。国連は世界の正義よ』

　空母のブリッジで、悪党まるだしの笑えみを浮うかべて、言う。

『そしてこれは国連で決まったことなのよ！』

　ちなみに国連の運営費の25％はアメリカが提供していた。

　健太は腰こしが抜ぬけそうになった。

「なんでそう、キミは世の中の仕組みで悪ふざけをするのが好きなんだ！」

『えっ……！　キミ……………………………………………が好きなんだ？』

「強ごう引いんに聞き間違えないでよ!!　しかもこんな状じよう況きようで!!」

『じゃ、マジメに戦争する』

「それはもっとダメ～っ！」

『いいわよ、もうすでに爆ばく弾だんは仕し掛かけてあるから』

「ええっ!?」

『その忌いまわしい舞ぶ台たいには、もう爆弾を仕掛けておいてあるのよねえ～』

「なんだってえ!?」

　王族の儀ぎ式しきを行えるだけあって、２人が立っている舞台は巨きよ大だいだ。

　数百人が座れるスペースと、小さなコンサートホール並みの舞台がある。

　それが20メートルはある櫓やぐらの上に立てられていた。

　櫓の下は海。オーシャンブルーをした、キラキラと輝かがやく浅あさ瀬せだ。

　爆破されたら、２人は真っ逆さま。

「ちょ、ちょっと待ってよ！」

『特とく殊しゆ工作部隊を先行上陸させておくのは戦争の常識でしょ？』

「そんなことを企たくらむこと自体が非常識だよ～っ！」

　すると、のえるから新しいメールがやってきた。

　手にあやしげなスイッチを握にぎっている画像だった。

「なんだよこれ！」

　電話をすると、実にあっけらかんとした返事が。

『舞台に仕掛けてあるから、爆弾』

　ウウウウウウウ──！

　舞台を含ふくむ宮きゆう殿でん中のスピーカーから、緊きん急きゆう避ひ難なんを警告するサイレンが鳴り始めた。

　宮殿を守る部隊がしっかり電話を傍ぼう受じゆしていたのだろう。

　避難警報を聞いて、各所から、ざわめきや叫さけび声が聞こえ始めた。

「私たちも逃にげましょう」

　シャイニィが健太の手を取った。当然のことだ。

　しかし、空母のブリッジから望遠鏡で見ているのえるには、

「ああーっ！　なに２人で手なんか握って、見つめ合ってるのよーっ！」

　そういう風に見えた。

　すかさず、電話を返す。

　ぴるるるる……。

「はい、健太ですけど」

『健ちゃんの、浮気者～っ！』

「僕が!?　僕がなんで!?」

「しらばっくれても無む駄だよ。健ちゃん家ちが大使館になった＊７時から、なんだかアヤシイと思ってたんだから！」

「ど、どうしてさ！」

「最近、健ちゃん、いやにシャイニィの肩かたもつのよねえ……」

「そ、それは……」健太は口ごもった。

「えっ……」

　驚いたのは、シャイニィだ。

「ケンタ、本当ですか？」聞こうとして、

「２人とも、無事か!?」

　というレイの声に阻はばまれた。

　危機を知って、レイが戻もどって来たのだ。

「兄さま！」

「こっちだ！　車がある!!」

　レイは手招きをする。

「行きましょう、ケンタ」

「え、でも……」健太は躊ちゆう躇ちよした。

「今のノエルに何を言っても火に油を注ぐだけですわ」

「確かに……」

　シャイニィの手に引かれるように、健太は舞台を後にした。

　状況が状況でなければ、結婚衣装を着た２人が駆かけ出す姿は、映画か何かのハッピーエンドのようだ。

　だから、空母のブリッジから望遠鏡で見ているのえるには、

「ああーっ！　２人きりで逃げる気～～～～!?」

　そういう風に見えるのだった。

　歯ぎしり、ギリリ。

「も～っ！　我が慢まんできない！」

　炎ほのおが噴ふき出してもおかしくないほどの怒いかりで叫ぶ。そして艦かん長ちように、

「艦かん載さい機きの出しゆつ撃げき準備、出来てる？」

「はい」

「あたしも出撃するわ、ヘリを出して！」

　起き爆ばくスイッチをポケットにねじこんで、のえるは艦橋を飛び出して行った。




　　　　♣




「そいつはワンダフルだ！　キミは世界の英えい雄ゆうだよ！」

　国連決議の話を聞いて、レイは大いに笑った。

「エロリストか、男の本ほん懐かいじゃないか。喜びたまえ」

「喜べません……」

　３人を乗せたジープは海から離はなれるように、大通りを北進していた。

　左右に椰や子しの木の並んだ、綺き麗れいな直線道だ。

　ジープの後方には、新雪のように澄すんだ純白の宮きゆう殿でんがどんどんと小さくなってゆく。結けつ婚こん式しきを行うはずだった儀ぎ式しきの舞ぶ台たいも含ふくめて、すべてクワン家の屋や敷しきであり、その当主であるレイは戦いより逃にげる事を選んだのだ。

　赤道直下の、ギラギラと照りつける太陽の暑さの下、頰ほおを切るような風の冷たさが心ここ地ちいい。レイはアクセルを踏ふみ込んだ。加速していく風に健太は肌はだや服や髪かみがなぶられるにまかせた。

　片かた肘ひじをドアにかけながら、リラックスした顔でレイが聞く。

「どうだい？　アルカンタラは楽しいだろう？」

「はぁ、滅めつ多たに出来ない体験を……」

　タタタタタタタタ…………。

　追撃するアパッチが、健太の乗るジープめがけて機き関かん砲ほうを掃そう射しやしてきた。

「あっはっはっは！　めったに出来る体験じゃないねえ」

　レイは楽しそうだ。

　戦せん闘とうヘリの攻こう撃げきを右へ左へかわしながら交差点へと差し掛かかる。まっすぐ行けばハイウェイ。右へ曲がれば島の中心である繁はん華か街がいだ。

　レイはアクセルを踏んだまま、交差点へと突とつ入にゆうし、大きくハンドルを切った。

　直進すると見せかけてアパッチをまこうとしたのだ。

　急なカーブに耐たえきれず、タイヤがすべった。

　強ごう引いんなドリフトだ。

　シャフトが軋きしむ。タイヤが悲鳴をあげる。ジープは尻しりを振ふるように旋せん回かいし、灰色のアスファルトにダンスの跡あとを刻んだ。頭上を止まりきれないアパッチが駆け抜ぬけて行った。

　勝ったか？　まだだ。

　強引なコーナリングで、ジープは今にも横転しかねないほど傾かたむいた。

「うおっと！」

　絶ぜつ妙みようなハンドリングで、レイは暴れ馬を押さえ込む。

　着地の反動で健太たちの身体からだはトランポリンのように何度も弾はずんだ。

　しかし、アパッチをまいたジープは無事に市内へ突入していった。

　市の行政には連れん絡らくが行ってないのか、避ひ難なん警報が発令されていないようだった。

　行き交かう人々の姿はのんびりとしたものだし、目抜き通りのそこかしこには露ろ天てんが出ている。平和な日常そのものの光景だ。

　レイも外を指さした。

「ほら、見えるかい？　あれが初代藩はん王おうカウワンの像だよ」

「は、はあ……」健太は曖あい昧まいな返事をする。

「そっちの橋は血染めの橋と言われててね。昔、処しよ刑けいが行われた場所なんだ」

　ジープはスピードを落とし、路地をあっちに行ったり、こっちに行ったり。

　レイはバスガイドのように右手を掲かかげ、

「大通りを抜けると、迎げい賓ひん館かんが見える」

「こっちは大だい噴ふん水すい」

「ほら、見えた！」

「あの……」

「なんだい？　何でも聞いてかまわないよ」

「追われてるってコト、分かってますか!?」

　もたもたしているうちに、アパッチが戻ってきていた。

　パラタタタタタタ、と機き銃じゆう掃射。

「うわぁ！」

「ＨＡＨＡＨＡ、市内を案内してあげるって言ったろう？」

「そういう状じよう況きようじゃないでしょ！」

「マイケルもモテモテだねえ～」

「健太です！」

　レイは笑いながら、弾だん丸がんを交かわしてゆく。実に見事だ。

「キミを取り戻もどすために、国連すら動かすなんて、愛がなくちゃ出来ないよ」

「だから愛じゃなくて……」

　のえるは遊んでいるだけだ、と健太は言いたい。

「普ふ通つうの女の子には出来ないよ」

「普通の恋れん愛あいがいいです……」

　健太は本当に、そう思う。

「ところで、ノエルって子とはどこまでいったんだい？」

「なっ……！」突とつ然ぜんの問いに健太は息をつまらせた。

「ここまでするぐらいだから、いくとこまでいっちゃったか？」

「い、いくとこって、どこ行くんですか！」

「はは、なに言ってるんだい、（※※　スニーカー文庫はよい子が読む本です　※※）に決まってるじゃないか」

「なっ……、なっ……」

　言葉を聞いただけで、健太、真っ赤。

　想像しちゃう男の子＊８なのである。

「そんなこと話してる場合ですか！」

「大事なことだと思うけどなあ」

「命のほうが大事です～っ！」




　その、アパッチの中では──。

『ホノカ、確保完かん了りよう』「了解」『シノブ、確保完了』「ＯＫ」『サクラ、確保完了』「みんな無事ね、でかしたわ」

　後部座席で、のえるが報告を受けていた。

「あとは浮うわ気き者ものだけね」

「司令官、目標ジープに停車する気はないようですが」

「しょうがないわね。もうちょっとぎりぎりを狙ねらって。くれぐれも当てないようにね」

　パイロットはトリガーを引いた。

　弾丸がアスファルトを叩たたく。高速で吐はき出された鉛なまりが地面を穿うがつ。




　黒い軌き跡せきは蛇へびのようにうねってジープに襲おそいかかった。

「おっと！」

　相手の本気を知ったレイは大きくハンドルを切った。

　タイヤが路ろ肩かたにあがって、車体が大きく跳はねた。

「きゃあ！」

　シャイニィが健太に倒たおれ込んだ。

　ヘリの後部座席に座っている人には抱だきついているように見えた。

　ムカムカムカムカムカ……、と後部座席に座っている人。

「命令変へん更こう」

　その人が命じた。

「一いち撃げきで仕留めなさい」

「ラジャー」

　ジープのボンネットに穴が開いた。

「ボクの車が！」

　たちまち制せい御ぎよを失った車はスリップして、脇わき道みちのバザールの中に突っ込んで行った。

「あちっ」

　のえるは臍ほぞを嚙かんだ。

　脇道へ進入しようにも、両脇の建物は垂れ幕や洗せん濯たく物ものを干すためのロープが張はり巡めぐらされており、なにより狭せまい道は回かい転てん翼よくの直径ほどの幅はばもない。

　のえるはインカムのマイクに向かって命じた。

「地上部隊を回して！」




　　　　♣




　目を開けると、完全な真っ暗だった。

　今度こそ死んだかと、健太は思った。

　健太は身体からだの節々があげる悲鳴を聞きながら、怪け我がを確かめようとした。

　動かない。

　満員電車に入ったように身体が挟はさまれて、身動き１つ出来なかった。

　健太はバザールの荷の中に突っ込んだことを思い出した。おそらくは高く積まれた荷が崩くずれて、それがクッションになった代わりに下した敷じきにもされてしまったのだろう。

　手足が動かせないから、あるかどうかも確かめられない。

　何も見えないことが不安でしょうがない。ちぎれていたりしたらどうしよう。

　胴どう体たいを動かして肩かたをずらしたりしてみて、指を動かせる場所にもっていく。

　動いた。

　ホッとして、手首まで動かせる場所に移動する。

　今度は肘ひじを、と試みるが、鉄の箱らしきモノが邪じや魔まをして動かない。

　他ほかに動かせるモノはないかと指を動かした。

　やわらかいモノにあたった。

　これなら動かせそうだ。

　それはふわふわしていて、ぽよぽよしていて、つかもうとするとつるんとすべって、なかなかつかみとれなかった。

　けれど、あきらめる訳にはいかない。

　シャイニィやレイの無事も気になる。のえるがバカな事をする前に止めないと。

「あ……」

　小さく、シャイニィの声が聞こえた。

「いるの？　どこ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

「ケ……ンタ、ケンタ？」

「そうだよ、シャイニィ、大丈夫？」

「た、助けて」

「どうしたの！」

　暗くら闇やみから聞こえる彼女のかぼそい声に、健太は激しい不安に襲われた。

「身体が動かせないのですけど、あの……」

　言葉が途と切ぎれる。それだけ危機的状じよう況きようなのだと健太は判断した。

「待ってて！」

　健太はやわらかいモノをどかそうと懸けん命めいに力を込めた。焦あせれば焦るほど指先がすべる。

　その間も、暗闇から彼女のかぼそい声が聞こえてきた。

（彼女がピンチなんだ！）

　はやく、早く、シャイニィを助けないと！




　自分が彼女の大事なところを触さわっていた事に気付いた。




「ご、ごめん～っ！」

　健太はもう死にそうな思いで、肘を引いた。

　するとさっきは動かなかった箱が動いた。肩まで動かせるようになった。

　その途と端たん、

　身体を押さえつけていた荷物がバランスを失い、崩れ落ちた。

「あああっ！」

　どさどさ、と上からモノが落ちてくる。

「お……重い……」

　今度こそ死ぬ、と健太は思った。

「ごめんなさい、私、重いですか？」

　５センチほどの距きよ離りから、声がした。

「ええっ!?」

　落ちてきたのはシャイニィだった。

　目が暗闇に慣れてきて、シルエットが分かる。

　首の辺りに、彼女の小さな頭が見える。

「本当にごめんなさい。足がひっかかって、身体が動かせなくて……」

「そうなの？　痛くない？　ひねったりしてない？」

　シャイニィは答えず、質問で返した。

「ケンタこそ、重くないですか？」

「だ、だ、大丈夫だよ」

　ホントはちょっと重い。

　けれど、健太はそんな事よりさっきの行こう為いをどう謝ればいいかで頭が一いつ杯ぱいになった。

　荷に崩くずれの下した敷じきになっていて、ほんのちょっとした事で圧死してしまうかもしれない状況だ。そんな事はさっきまで分かっていたはずなのに、健太は思わぬ初体験と自分のしでかした犯罪行為に頭が一杯になってしまって、命の事を忘れてしまった。

　初めてといえば……、

　こんな風に女の子と身体からだが密着するのも初体験だった。

　のえるにはのしかかられたりするけれど、抱だき合うというのではない。

　こんな風に長時間、服の上から彼女を感じるぐらいに重なりあったことはない。

　あいかわらず視界は真っ暗で、位置的にも彼女のつむじが見える程度だ。

　けれど、自分と彼女の、何枚かの布地を通して、彼女が『伝わって』きた。

　右足を挟はさむようにまたがっている太ふと股もものやわらかさとか、腰こしのくびれとか、押し当てられた胸の厚みとか。

（……………………）

　これはただの事故で、彼女にそういう意図なんてまるでなくて、盛り上がっても何の意味もないことは分かっているのに、健太は心臓がばくばくして、破は裂れつしてしまいそうなほどに鼓こ動どうして、１秒でも長くこの状況が続けばいいとすら思ってしまった……。

（って、よくないよ！）

　健太は我に返った。

　自分は気持ちいいのかもしれないけれど、シャイニィが可哀かわい想そうだ。

（……困ったな）

　そういえば、さっきからシャイニィが黙だまっていることに気付く。

「だ、大だい丈じよう夫ぶだよ。じっとしていれば、助けが来るから！」

　せめて元気づけてあげよう、と健太は声をかけた。

「……なんです」

　返事があった。空気ではなく、重なりあっている身体を通して直じかに伝わってくる声だ。体温とからみあって聞こえるその生々しさに、健太はドキンとなった。

「私、初めてなんです」




　刹せつ那な、健太は頭が真っ白になった。




（……！）

　これはほんの事故で、彼女にそういう意図なんて本当になくて、盛り上がっても何の意味もないことは分かっているのに、健太はそういう方向にイメージが膨ふくらんで溢あふれて止まらなくなる自分を止められなかった。

（バカバカバカバカ！　僕のバカ～～～～～～っ！）

　両手が自由だったら、頭をぽかぽか殴なぐりつけたい気持ちになって、健太は止まらなくなりそうな妄もう想そうをかき消そうとした。

「初めてなんです。こうやって誰だれかに触ふれるの」

「え……？」

「知らないんです。抱きしめられた時の感じって。お父さまやお母さまとは離はなればなれで育ってきましたから」

「…………」

　再び、健太は頭の中が真っ白になった。
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　暗くら闇やみの中で、身体を通して伝わる彼女の告白は、素す直なおで、自然で、本当に温かかった。憐あわれみや同情を誘さそうような感じは微み塵じんもない。

　同情なんて、なにより王女としての彼女の誇ほこりが許さないだろう。

　なのに、胸を衝つかれるような思いがするのだ。

　静かな言葉の裏側にある彼女の孤こ独どくが見えた気がして──、

（……いや、見えてなんかない）

（少しも見えてなんかないよ！）

　彼女は自分なんかが感じたこともない孤独を抱かかえてきたんだと思うと──、

　健太は心臓を絞しぼられるような気持ちになった。

「温かいんですね。服を通して伝わる体温じゃなくて、もっと……、心が落ち着くような、ぽかぽかと温かくなる感じがします……」

　言葉を探すような、シャイニィの声。

「変ですね。こんな状じよう況きようで安心できるなんて」

「ううん」

「ごめんなさい、私だけ吞のん気きなことを言って」

「ううん、いいんだ、シャイニィが安心なら、それで──」

　そんな言葉しか言えない自分を、健太は情けなく思う。

（僕は彼女の何を知ってるんだろう……？）

　だからそれから少しして、大人の人たちに助け出されて、腕うで組ぐみをしたレイに、

「おや、盛り上がってるところを、悪いコトしたかな？」

　と、ニヤニヤとした顔で見つめられても、どうでもいいような生返事しか出来なかった。




　　　　♣




　ザザーン……、ザザーン……。

　寄せては返す波が、砂を洗っている。

　燃える太陽が水平線に沈しずみ、その赤は海に溶とけ出していた。

　そんな夕暮れの浜はま辺べ。

　彼女の頰ほおも、赤い。照れているように、赤い。

　おそらく僕もそうだろう、と健太は思った。

「もうすぐ星の帳とばりが落ちます……」

　空を見て、シャイニィは言った。

「契ちぎりを交かわすのに、宝石やドレスはいりませんよね」

　言って、健太を見つめる。

　瞳ひとみが潤うるんでいるように見えるのは気のせいだろうか。

「ケンタは……イヤですか？」

「……そうじゃなくて」

「私のこと、キライですか？」

「そうじゃなくて！」

「じゃあ、なぜ」

　訴うつたえるように、彼女が訊たずねた。

　健太は両手を広げて、訴えた。

「そんなこと言ってる場合じゃないでしょ！」

　２人の周りを銃じゆうを構えた米兵が取り囲んでいたからだ。

「ホールドアップ！」兵士が言った。

「ほら、命が危ないんだよ！」

「ケンタと結ばれるのなら、死んでもかまいません」

　しれっと言う。

「冗じよう談だん言ってる場合じゃないでしょ～！」

「冗談ではありませんのに……」

「え？」

　ぼそりとつぶやいたシャイニィの言葉を、健太は聞き逃のがしてしまった。

「──いいからさっさと捕つかまえて」

　兵士たちの後ろから聞き覚えのある少女の声。

　健太たちは取り押さえられた。

「これで全員ね」

　そう言って、のえるが現れた。

　むすー、とふくれた顔をしている。

　ジープにはほのかや忍、さくら先生が捕まっていた。

「シャイニィ、ちょっとやりすぎなんじゃない？」

「ノエルにやりすぎと言われるとは思いませんでしたわ」

　のえる、ますますムッとなる。

「あなたとは本当に、ちゃんとした決着をつけないといけないようね」「そうですね」

「待ってよ！　２人とも、これ以上なにをするつもり!?」

「健ちゃんは黙だまってて」「そうです」

「これはあたしたちの問題なんだから」「ええ」

　こういうところでは意見が一いつ致ちする２人だった。

「そう言って世界中に迷めい惑わくかけるんだろ～っ！」

　悲鳴をあげる健太のそばで、レイは感動していた。

「ビューティフル……」

　心が震ふるえているようなため息をもらして、レイは訴えた。

「待ちたまえ！　女の子はエレガントに、話し合いで解決をすべきだと思わないか？」

「そ、そうだよ！　話し合おうよ２人とも！」

「ボクがいい方法を考えた」

「ほら陛下の言う通りにしようよ！」

　するとレイは米兵たちに頷うなずいて、暴れるような意図はないことを伝えると、のえるの前に歩き、そっとひざまずき、彼女の手を取って言った。

「ボクと結婚してほしい」

「何の解決になってるんですか！」と、健太。

「ボクとノエルが結婚すれば、すべてが丸く収まるじゃないか！」

　ぽん、と手を叩たたくシャイニィ。

「それはそうですね」

「何が収まるっていうのよ!?」これはのえる。

「おめでとう、ノエル」シャイニィは祝福した。

「なに言ってるのよシャイニィ！」

「そうだよ！　第一、陛下は結婚してるでしょ！」と、健太。

「ノープロブレム！　我がアルカンタラでは何人の妻を持とうと自由なのだ」

「そっちはよくても、あたしはイヤっ」

「なら、キミも夫を持てばいい。そうだ、健太とボクと同時に結婚するのはどうだい？」

「陛下！　ぜんぜん解決になってないですよ！」

「キミはキミで、シャイニィとノエルの２人を奥さんにすればいい」

「ええっ!?」

「…………いま、一いつ瞬しゆん心が動いたろう？」

「な、な、なに言ってるんですか！　そんなコトないですよ！　だいたい、シャイニィのお兄さんなのに、彼女のコトもっと考えて……！」

「健太がそうしたいというのなら、私は……」

「なに言ってるんだよ！　シャイニィ!!」

　慌あわてまくりながら、健太は言った。

　動どう揺ようの極きよく致ちにいるのは彼だけではなかった。

（ど、ど、どうしよう～～っ！）

　ジープで捕まっているほのかは心の中で慌てふためいていた。

　シャイニィに誘さそわれてアルカンタラにやってきて、忍たちとビーチで遊んでいたところをのえるに捕まり、一いつ緒しよに連れてこられて、

　こんな状じよう況きようになってしまった。

（ダメです～っ！）

　全身で叫さけびたいのだが、内気で引っ込み思じ案あんな彼女にそんな事が出来るはずもない。

　言えば、自分の気持ちを告白したのも同じになる。

（出来ないよ～！）

（でも……。このままじゃ、のえるさんとシャイニィさんだけが長谷川くんの……）

　多妻制を否定している余よ裕ゆうもなかった。

　ほのかはひたすら頭の中をぐわんぐわんとさせて、顔を真っ青にして、ふらふらおろおろするのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　それですら当の健太にも、のえるやシャイニィにも気付いてもらえない。

　けれど、レイは見ていた。

「ふうん」

　アイデアを思いついたイタズラっ子のように、ほくそ笑えむと、

「イイことを思いついたぞ。マイケル、こういうのはどうだ？」

「いや、僕はマイケルじゃ……」

「誰だれが一番の花はな嫁よめにふさわしいか、試ためしてみればいい」

「ど、どういうコトですか？」

　意味がわからず、健太は目を丸くした。

「マイク、キミはここにいる彼女たち全員と、結婚するんだ」

「えええええええーっ！」

　みんながみんな、驚おどろいた。






＊３　確かに言ってます（２巻『恋する国家権力』参照）。





＊４　シャイニィは、のえるを救うため（？）に、借金まみれの日本政府を買い取っているのである（４巻『撃破！　日本消滅計画』）。




＊５　シャイニィは健太の家を大使館（治外法権地帯）にすることで、のえるの入国を拒きよ否ひ。怒おこったのえるが自衛隊を出動させたのだ（５巻『サジはなげられた！』）。






＊６　どうしても戦争を始めたかったロバート大統領は、和平の橋はし渡わたしをしようとするのえるの乗った旅客機を邪じや魔まだからと撃げき墜ついし、それをテロ国家の仕し業わざということにしたのだ（３巻『乙女の怒りは最終兵器』）




＊７　「うちの２階は大使館!?」（５巻『サジはなげられた！』）を読んでね！




＊８　健太がどれだけ想像力たくましい男の子であるかは「ボーイミーツボーイ」で（５巻『サジはなげられた！』）。

























　空母艦かん隊たいが水平線の彼方かなたに去って行く。

　戦争の危機は回かい避ひされた……はずなのだが、

「みんなと結けつ婚こんなんて、むちゃくちゃだよう」

　はぁ……。バルコニーの手すりに寄りかかるようにして、健太はため息をついた。

　奇き跡せきというか、まぐれというか、宮きゆう殿でんは破は壊かいを免まぬかれた。

　建物も緑も美しいままで、海を望める所に建てられた賓ひん客きやく用の別べつ棟むねも無事で、自分はこうやって途と方ほうにくれる事が出来る。

　ひとまずはその事を喜ぶべきだと思いつつ、健太の気分は鉛なまりのように重たかった。

　部屋のバルコニーから、今や点にしか見えなくなった艦隊を見つめる。

（僕もアレに乗って日本に帰りたい……）

　心の底から思った。

　と。

「何を悩なやんでるんだい？」

　レイが現れた。

　健太の浮うかない表情を見てとると、レイは肩かたをぽんと叩たたいて、幼い弟の相談に乗る優やさしい兄のように接した。

「ははーん、当ててみようか？」

「分かるんですか？」

「男なら誰だれだって同じ悩みを持つものさ」

　さわやかな顔をして、レイは言った。

「最初は誰と（※※　スニーカー文庫はよい子の読み物です　※※）するか迷っているんだろ？」

「違ちがいます！」

　健太はまんがみたいにコケた。

「初めては大事な思い出になるからなぁ、分かる分かる」

　うんうん、と分かった顔をして頷うなずくレイ。

「そうじゃありませんよ！」

「なにぃ!?」

　レイは仰ぎよう天てんした。

「キミは14歳と聞いていたが……、もう『してしまっている』というのか！」

「だからなんでそういう方向にしか発想できないんですかっ!?」

　健太は顔を真っ赤にした。

　いっぽうレイは真っ青になり。

「なんというコトだ、日本の14歳はそこまで進んでいるとは……。さすが先進国だ……」

　おろおろ、おろおろと。

「だから僕のはなし聞いてくださいよ！」




　スニーカー文庫はよい子の読み物なんですが……。




「なぬ？　誰も選べないと？」

　やっと健太の話を聞き入れて、レイがきょとんとした顔をした。

「何を悩む事がある。みんな、可愛い子じゃないか」

「可愛いとかそういう問題じゃなくて……」

「他ほかに何を悩むというのだ？」

「僕は……」

「分かった！」

　ひらめいたレイは、手を打つと、華はな々ばなしく言い放った。

「キミは女の子より男が好きなんだろう！」

「違いますよっ！」

「実に悪い事をした……。キミの気持ちも考えず勝手な事をして申し訳ない……」

　がっくりとレイは落ち込んだ。

　彼は基本的に善意の人だった。悪気だけはない人なのだ。

　善意でも迷めい惑わくなものは迷惑なのだが。

「まず、勝手に早合点するのをやめて欲しいんですけど……」

　健太は健太でがっくりと肩を落としていた。




　　　　♣




「なるほど、選ぶのが苦手なのか」

「自分でも困った性格だと思うんですけど……」

　うつむいて、健太はため息をつく。

　そうなのだ。ホントはあのとき言いたかったのだ。

『みんなと結けつ婚こんなんて出来る訳ないじゃないですか！』

　それを言えなかったのは、

『だったら、誰が好きなんだい？』

　と聞かれたら、絶体絶命に陥おちいってしまう自分が分かっていたからだ。

　そんな事を聞かれても困ってしまう。

　致ち命めい的に意志薄はく弱じやくなのだ。

　ハンバーガーショップに入っても並ぶ時から迷って、レジの前まで来ても、なかなか決められない。事件かなんかに出くわして、時限爆ばく弾だんを解除するはめになって、赤の線か白の線を切れとか言われたら、どっちにしようか決められず、時間切れで爆死してしまう。

　そんな少年だった。

　意見がない訳ではない。

　自分に自信がないのだ。だから自分の考えに確信が持てない。

　その上、相手が人間ともなれば、僕が選ぶなんて失礼なんじゃないだろうかとか、傷つけたらどうしようとか、色々と考えはじめて、一いつ杯ぱいいっぱいになってしまうのだ。

　で、思考が停止。

　エンジンで言えばオーバーヒート、コンピュータで言えばフリーズ。

　お手上げになる。

　噓うそ偽いつわりのない本音を言えば、こんな感じだ（↓）。

「何か面おも白しろい事件でも起こって、うやむやになってくれると助かるんですけど……」

「事件ねえ」

「今回ものえるは面白半分だと思うし……」

　健太はそう思っていた。

「まあ、確かにキミの優ゆう柔じゆう不ふ断だんによって、世界が滅ほろびるかもしれないなァ」

「滅めつ亡ぼう!?　ちょっとそれは大げさのような……」

「いや、あの２人ならやってしまいかねないだろう」

「た、確かに……」

　健太の脳のう裏りに、偶ぐう発はつ核かく戦争だとか、そんな文字が浮うかんだ。

　なにしろ彼女たちは、押してはいけないヤバいボタンを色々と持ってるのだ。

　大げさかもしれないけれど、２人のやらかすことは[image: 300]％増しぐらいに考えておいた方がいい。経験的に健太はそう考えた。

　レイはレイで腕うで組ぐみをして、しばらく考えると、

「ここは、やっぱりキミが答えを出すべきだ。その気もないのに女の子を振ふり回すのはよくないよ」

　ぐさっ！

　健太は胸に鉄の杭くいを打たれた気がした。

「そ……そうなんですよね。それは僕も分かってるんですけど……」

　答えを出せない性格なのだ。

「情けないです……」

　しょんぼりとうなだれる。

　そんな健太をレイは両手を広げて励はげました。

「キミぐらいの年には何でも悩なやんでしまうものさ。それが青春というものだよ」

「陛下……」

　健太は感動のまなざしを向けた。

　するとレイはニンマリとした顔をして、噂うわさ好ずきの主婦がするように口に手を当てて、

「で、初体験は誰だれからするんだい？」

（陛下って……）

　健太は遠い目をした。




　　　　♣




　こほん、と咳せき払ばらいをして、レイは話を始めた。

「じゃ、順番に考えていこうか。まずシャイニィ。ボクの妹だけあって可か憐れんという種から生まれたような花だ。オーシャンブルーの瞳ひとみはアルカンタラの海のように輝かがやき、母上に似た目鼻立ちは美しくも品がある。今はまだ幼さを残してはいるが、ボクの妹だから間ま違ちがいなく美人になる。なによりアルカンタラの次期女王だ。結婚すれば、キミがアルカンタラの国王だ。妻にするには申し分がないだろう」

「いえ……、僕は目立たない人生が送りたいので、そういう華はな々ばなしいのはちょっと」

「なら、ホノカって子はどうだ？　あの子こそまさにヤマトナデシコというべきだろう。楚そ々そとしていて、たおやかで可憐。実にいい、少しかよわげなところが愛らしい。大人おとなしそうなところなんか、キミにぴったりだと思うが」

「話は一番合うんですよね。一いつ緒しよにいて落ち着くし」

「お、のってきたな。では、シノブという子はどうだ？　あの強気な瞳はなかなか魅み惑わく的だ。一見、勝ち気に見えるが、ああいう子ほど可愛かわいらしい一面も持っているものだぞ」

「そ、そうなんですか？　小学校からだけど、とてもそうは思えないけど……」

「大人の魅み力りよくといえば、サクラというキミの先生に叶かなうものはないな。波打つようなシルエットはまさに女性のみが持ち得る美、それを彼女は体現している。そんな見事なスタイルをしていながら、顔は少女のようで、そのミスマッチが実にチャーミングだ。ちょっとズレたメガネのかけ具合もたまらない」

「……メ、メガネですか？」

「しかしなんと言っても、ミスノエルだ」

「えっ」

「彼女こそ女め神がみの化身だ。半月の今でも充じゆう分ぶんにビューティフルだが、いずれ大人の美しさという太陽の光を得て満月のように輝き出すだろう。彼女の未完成さは、そう、ミロのヴィーナスを思わせるよ。これから彼女がどれほどの美を得ていくのかを想像するのは、ヴィーナスの失われた両腕を考えるぐらいにエキサイティングだよ！　実にエキサイティング!!」

「そ、それはちょっと大げさなような……」

　熱に浮かされたように喋しやべるレイの情熱に、健太はたじろいだ。

　そんな健太を圧あつ倒とうするように、レイ。

「何を言ってるんだ！　彼女は素す晴ばらしい！　彼女こそボクが思い描えがいてきた理想の美だよ！　ボクがキミだったら間違いなく彼女にプロポーズするね！」

「そうなんですか？」

「……あ、ミスサクラも捨てがたいな。ミスホノカの可憐さもいい。まいったな……」

　本気で悩み出した。

（自分が結けつ婚こんする訳でもないのに、そんなに真しん剣けんに悩めるなんて……）

　健太はある意味感心した。

　分かりにくいけれど、根はいい人なんだろうな、と思った。

　そういうところはシャイニィに似ていると思うのだ。

　思い込みが激しくて、ムチャなところもあるんだけれど、悪い人ではない。

（慣れるまでが大変なんだけど……）

　そんなことを考えている間も、隣となりで藩はん王おうはうんうんと悩み続け、１つの結論に達した。

「キミは全員と結婚したまえ！」

「どういう結論なんですかっ!?」

「考えたが無理だったよ。いずれ劣おとらぬ花ばかり。ボクにも選べなかった……」

　ふう、とレイは額に手を当てた。

「だからって全員と結婚なんて無理ですよ！」

「なぜ？　ボクには奥さんがたくさんいるが」

「日本じゃ、そういうのダメなんです」

「そうなのか。３人とか、それぐらいなんだな」

「１人です」

「ぬぁんだってええええええええええ～っ！」

　レイはひっくり返りそうなほどに驚おどろいた。

　美形なのに。

「じょ、冗じよう談だんを言ってはいけないよ。一夫一妻？　はは、日本は自由の国なんだろう？　なのに妻の数も自由に決められないってのかい？　ナンセンス！　実にナンセンスだ！　日本は先進国なんだろう？　そんな常識はずれな制度が21世紀の今でも残存しているなんて、ボクには信じられない……」

　うろたえるレイ。

　そんなレイに健太はうろたえた。

「アルカンタラの制度のほうが常識はずれだと思うんですけど……」

「どうして？　どうして１人と１人でないといけないんだい？」

「だって、不公平でしょう？」

「なぜ？　愛には自由がないのかい？　誰だれとも結婚しないという自由があるように、多くの愛を交かわしたい者だっているのが自然というものだろう？」

「で、でも……」

「それを人間が勝手に、別れなければ新しいパートナーを得られないだなんて決まりを作って心を縛しばりつけるほうがおかしいじゃないか。一生添そい遂とげないといけないと考えるから別れるコトに苦しむのだ」

「こ、子供は？　子供はどうなっちゃうんです？」

「我が国では子供は天からの授さずかり物だ。誰の子であろうと大切に育てる。血のつながりは大切だが、縛られると不幸の種になる。嚙かみ合わないものを血のしがらみで無理にがんじがらめにするコトほど不毛なモノはないだろう。だから我が国では希望すれば、親子の縁えん組ぐみも自由に出来るのさ」

「…………」

「子供を産んで独り身になった女性など引く手あまただぞ。子供というものは産んだことのない者より、経験者のほうが出来る確率が高いからな」

「本当に何もかもが逆ですね……」

　健太は呆あつ気けにとられていた。

　馬ば鹿かにしている訳ではない。むしろ逆だ。

　自分の常識とはかけ離はなれ過ぎていて、まだ頭は洗せん濯たく機きのドラム状態から回復できてないのだけれど、アルカンタラのルールにも、日本にはない所があると思ったのだ。

　素す直なおに感心した。

　そんな健太にレイは言うのだ。

「だからキミもみんなと結婚したまえ」

「だから、なんでそこへつながるんですか！」

　感心、おわり。

「日本は少子化問題を抱かかえているんだろう？　１人でも多くのベイビーを必要としているんだろう？　結婚は国を救うコトになるんだよ」

「極論ですよ!!」

「その理り屈くつで言えば、さしずめボクは人類の救世主といったところだろう」

　なんでか胸を張るレイ。

「陛下にはいったい、何人の奥さんがいるんですか……？」

「まだ[image: 100]人ほどだが」

「ウソでしょ～～～～!?」

「少ないか？」

「多すぎです！」

「そろそろ新メンバーを増員しようと思ってるんだが……」

「増やせばいいってものじゃあないと思うんですが……」

「いや、やはり花は多いほうがいい。一輪よりも花束、花束よりも花園さ」

「でも[image: 100]人は……」

「論より証しよう拠こ。ちょうどいい、ボクのハーレムを案内してあげよう」

「え……？　け、けっこうですよ」

　健太は両手を振ふって、たじろいだ。

「僕はそういうの合わないの分かってますし……」

「照れるな照れるな、レッツゴー！」

「照れてなんかないですー！」

　レイは健太の手をつかみ、有無を言わさず引いて行った。

「ああああああああ～～～～～～」

　一方的なのは、彼ら兄妹の特とく徴ちようなのだ。




　　　　♣




　妹は庭園にいた。

　兄と健太がいたバルコニーとは宮きゆう殿でんを挟はさんで反対側にある。

　椰や子しの木と、鮮あざやかな色の花々が咲さき乱れる南国庭園だ。

　遠くで使用人が水を撒まいている。

　シャイニィはベンチに腰こしをかけて、ぼんやりとした顔で手にあるものを見つめていた。

　封ふう筒とうだ。

（持ってきてしまった……）

　それは、のえるがまだ幼かった頃ころ、健太にあてて出したラブレターだ。

　偶ぐう然ぜん、健太の部屋で見つけてしまい、思わず持ってきてしまったものだ。

（どうして、こんなコトをしてしまったんだろう……）

　人の絆きずなを盗ぬすむような行こう為いを。

　自分を嫌けん悪おしたい気持ちが、心の底のほうからわき上がってくる。

　深く息を吸って、手紙を開いてみた。

　幼よう稚ち園えんとか小学生の頃、書いたものだろう。

　画用紙に絵と文章があった。

　覚えたてのひらがなは、ヒエログリフよりも意味不明で、ナポレオンにロゼッタ・ストーンでも見つけてもらわないかぎり、何が書いてあるのかさっぱり判別もつかないのだけれど、たっぷりと込められた愛情が伝わってきた。のえるから健太への。

　それが切なかった。

（持ってきたところで、何がどうなるという訳でもないのに……）

　早く出会っているというだけで、思い出を積み重ねることが出来る。

（いいな……）

　素直に、そう思う。

　心の中で自分と健太に置き換かえてみて、シャイニィは頰ほおを緩ゆるませた。

　自分ならどんな手紙を書いただろう、幼い頃の健太はどんな顔で受け取っただろう、そんな想像の翼つばさを胸の内でのびのびと広げてゆくと、それだけでもう、シャイニィは幸せな気持ちになれるのだ。

　いつの頃からか、想像は彼女の一番の親友になっていた。

　心を開けるような相手がいなかった事もある。

　感性のピントが人とズレているせいか、せっかく話相手が出来ても会話が空回りして、うまく交流できない事もある。

　想像はどんな時でもそばにいてくれた。

　寂さびしい時、嬉うれしい時、誰だれもいない時でも、すぐに話し相手になってくれた。

　楽しい気分にさせたい相手を怒おこらせてしまうような事もない。

　嫌きらわれる事もない。

　だから本当は、シャイニィに悪意なんてないのだ。

　ちょっとだけ借りて、自分が出した気分に浸ひたりたかっただけなのだ。

　それで満足できる子なのだ。

　でも、彼女は自分を責めようとしていた。

　一いつ瞬しゆんだけ幸せになって、すぐに重たい気持ちになってしまう。

　大事なものを失ってしまったような心ここ地ちになっていたのだ。

（何を失ったというの？　盗んだのは自分なのに）

　失ったものはきっと、心の真ん中に立っている背骨みたいなものだと、彼女は思った。

　たとえ人の目を欺あざむいても、誰の目を誤ご魔ま化かしても、自分の目を隠かくすことは出来ない。

　誰も見ていないから大だい丈じよう夫ぶだろうと、手紙をポケットに入れた瞬間に、自分は自分から誇ほこりを盗んでしまったのだ。

　そこまで思いつめることはないのに──、彼女は自分を責めたのだ。

（出会う順番が逆だったら、のえるは同じことをした？）

　しない──と、シャイニィは断言できた。

　のえるは絶対にそんなことはしない。そんなことをする子じゃない。

（彼女は強い心を持った人だから）

　そう思った瞬間、シャイニィは立ち上がっていた。

（手紙を返そう）

　そうしなければならないと、思ったのだ。




　　　　♣




「どうだい？　アラビアンナイトみたいだろう？」

　ばばーん、と効果音がつきそうなスケールで再現されているアラビアに、健太は度ど肝ぎもを抜ぬかれた。ドーム球場よりも広大な空間に、アラビアの夜が復元されていたのだ。

　砂さ漠ばく、石造りの街、窓から漏もれるランプの灯あかり、そして雲１つない空には浮うかぶ月。

　レイはちゃっかりターバン姿だ。

「いつの間に!?」

「ハーレムといえば、こうだろう？」

　ラクダに乗って、街に近づく。

「この砂漠に何の意味が……」

　無意味に広すぎる。

「若いな」

　ニヤリとレイは笑った。

　門をくぐり、建物の１つに着く。

「ここにしよう」

　ごくり、と健太は息を吞のんだ。

　扉とびらの向こうに広がっている光景を想像して、緊きん張ちようしたのだ。

　肌はだという肌が透すけて見えるほど薄うすい布をまとった女の人たちが、色っぽい仕草で手招きしているイメージだ。

「愛とは想像力だよ。ただ欲望に身を任せるだけではない。ムードを作り、心と心を重ね合う、そのための世界観が大事なんだ」

「た、確かに……」

　健太は頷うなずいた。

　イヤイヤ言ってたはずなのに、月の砂漠を進んでいるうちに、幻げん惑わく的なムードにのせられて、昔、映画か何かで見たエッチなシーンを思い出したりしてしまったからだ。

「分かればよろしい」

　言って、レイは扉を開いた。

　中ちゆう華か料理屋さんだった。

　チャイナドレスを着た女の人が出てきたので、健太はずっこけた。

「このスリットがたまんないんだな♪」

「もう陛下ったらあ～♪」喜ぶ第14夫人。

「元気にしてたかい？　チャオ」

「チャオ、たっぷりおもてなししちゃいます～♡」

　オーダーを取りに来た第14夫人チャオのドレスを見て、レイはすっかりご満まん悦えつだった。

「どこが世界観を大事にしてるんですか！……って僕の話、聞いてないでしょ！」

　腰こしのあたりまで裂さけ目の入ったスリットの、裾すそをレイはぺろんとめくる。

「いやーん」

　左右に結んだ三つ編みを揺ゆらしながら、チャオは嬉うれしそうに悲鳴をあげた。

　ちなみにスリーサイズは99─66─99。

　もはや観光名所と言ってもいいチャオの絶景にレイの鼻の下は伸のびっぱなしだった。

　健太は思った。

「欲望に身を任せすぎ……」




　次の部屋は宇宙だった。

　ジャンボジェット機によく似た操縦席は、宇宙船のコクピットだろう。

「さあ諸君、シートにつきたまえ」レイはパイロットの格好をしている。

「シートって、２人分しかないですけど……」と、健太。

　ここには自分たちと２人の宇宙専用奥さん（ちなみに第６夫人と第９夫人）の、計４人がいるのだ。

「こうすればいい」

　むぎゅー。

　着席した健太は、宇宙専用奥さんの豊満な胸に顔を埋うずめるハメになった。

　１つのシートに２人で座るとこうなるのだ。

　宇宙なのに、奥さんたちはなんでかビキニ。

　ぎゅうぎゅう。ぷにぷに。ふわふわ。

　まくらみたいにふっくらとした肌に左右から挟はさまれて、健太は窒ちつ息そくしそうだった。

　谷間の向こうからレイの声が聞こえた。

「宇宙には空気がない！」

「それが言いたいがためにこんなもん作ったんですか！」

　鼻血が出そうな時でも、健太は突っ込む少年だった。




　次は江え戸ど時代部屋だった。

「じゃーん」

　レイは町娘むすめが着るような服と腰こし巻まきを見せた。

「やっぱり……」コテコテの展開に健太は半眼。

　するとレイはその服を自分で着た。

「えっ？」

　驚おどろく健太を横目に、レイはわくわくとした顔で江戸っ娘こ第31夫人に腰巻きの端はしを握にぎらせると、それを引かせて、

「おっ、おっ、おやめになって～♪」

　ぐるぐると自分が回った。




　次はＳＭルームだ。

　仮面をつけた女の人が、ムチをぴしゃん！　と唸うならせていた。

　なんでか健太が縛しばられた。

「ぼ、僕なんですか!?」

「無む駄だな体験というものはないよ」

「お哭なき！　さあお哭き！　ほーっほっほっほっほ！」

　唸るムチ。ぴしゃーん！　ぴしゃーん！　ぴしゃーん！

「たっ、たっ、助けてええええええ～っ!!」




　その次は、

「いよいよフランス部屋さ」

　開けるとインディアンと白人のガンマンが銃じゆう撃げき戦せんをしていた。

「……」

「みんな！　戦いをやめるんだ～っ!!」

　その気になって突とつ撃げきしていくレイを見て、健太は果てしのない徒労を覚えた。

「フランスって何なんだろ……」




　　　　♣




　その頃ころ、庭園では──、

「拾ってくれてたんだ、ありがと」

　皮肉でも何でもなく、のえるは笑え顔がおで感謝をしたので、シャイニィは面を食らった。

　てっきり怒おこられると思っていたから、キツネにつままれたような、きょとんとした顔をしてしまったのだ。

「……いいんですか、それで？」

「なにが？」

「もし私がそのまま隠かくしていたら、どうするんです？」

「健ちゃんが覚えてなかったんだったら、ないも同じだよ」

　あっけらかんと、言う。

　そのこだわりのなさが、シャイニィには理解できなかった。

「ノエルは覚えていたのでしょう？」

「うん」

「だったら、どうして言わないのです？」

　言えば、絆きずなを深めることが出来る。

　自分を見る目だって変わるかもしれない。もっと好きになってくれるかもしれない。

　なのに、その効果的なカードをどうして使わないのか。

　それが理解できない。

「それって、言わなくちゃいけないコトなのかな？」

　のえるが、訊たずねた。

「えっ」

　そんな返事が戻もどってくるとは思わず、シャイニィは言葉をつまらせた。

「健ちゃんが覚えてないのに、わざわざ思い出させることに意味があるのかな？」

「ノエルはそれでよいのですか？」

「覚えてないならしょうがないもの」

　のえるの言葉に、シャイニィはムッとなった。

「ノエルは……ケンタのコトが好きではないのですね。だから……」

「大好きだよ」

「だったら、そんなコトは出来ないはずです！」

　怒ど気きをはらむような声で、シャイニィは言った。

　感情の薄うすい彼女にしては珍めずらしいことだった。

　言った自分が驚おどろいていた。自分でもこんなに感情がこもるとは思いもしなかった。

　それほど譲ゆずれない事だったのだ。

（自分だったら出来ない）

　自分から絆を弱めるような事はしない。手放すような事はしない。

　絶対にしない。

「選ばれなかったらどうするんです？　怖こわくないのですか？」

「その時はその時よ」

　きっぱりと、のえるは言って、

「それは健ちゃんが決める事だわ」

「でも」

「それは健ちゃんが決める事であたしが強制する事じゃないもの。それにどんな答えが出たって、あたしが諦あきらめなければいいだけの話よ。第一、昔の因いん縁ねんを持ち出して関係を迫せまるだなんて格好が悪いわ」

「……分かりません。ノエルの考える事は」

　シャイニィは静かに首を振ふった。

　のえるは遊び半分なんだとしか思えなかったのだ。

　ナメた気持ちしか持っていないように思えて、腹が立ったのだ。

　でも、矛む盾じゆんした思いも生まれていた。

（どうしてだろう）

　彼女の言葉に惹ひかれる自分がいるのは。




　　　　♣




　そんなこんなで健太とレイの古今東西ハーレムツアーは終わった。

　旅の汗あせは銭湯で流す。ちなみに女湯だけの銭湯だ。

　大きな風呂ふろにご満まん悦えつしたレイは脱だつ衣い場じようで牛乳をくいっと飲んで、ぷはーと一息ついた。

　隣となりで長なが椅い子すに座り込んでいる健太に、さわやかな顔で語りかける。

「どうだい？　楽しかったろう？」

　健太は頭を上げるほどの気力も湧わかず、深々とため息をついた。

「楽しかったというか何というか……」

　あれからのストーリーはだいたいこんなんだった。

　銃じゆう撃げき戦せんを止めようと飛び出したレイは、インディアンをかばおうとして保安官の放った銃じゆう弾だんの犠ぎ牲せいとなった。駆かけ寄る乙おと女めたち。しかし凶きよう弾だんはレイの心臓を貫つらぬいていて、蘇そ生せいは不可能だった。愛する人の腕うでで息絶えることを選ぶレイ。自分の身体からだに棺ひつぎはいらない、土に還かえることでこの荒こう野やと１つになりたいと言い残す。するとそこへ大おお津つ波なみが。不毛の荒野だったはずなのに。空はにわかにかき曇くもり、垂れ込めた黒雲から稲いな妻ずまが落ちる。どこからともなく出現した箱船。いつの間にか乗っている。知らない間に金色に輝かがやいている。そして宇宙。地球と月の間に広がった海を漂ただよっている。大津波は惑わく星せいアクエリアスからのものだったのだ。その下はゲドゥルトの海。絶対に沈しずんではいけない。すると島が見える。あれこそはアトランティスの霧きりに隠かくれた鬼き岩がん城じよう、いつの間にか大西洋。

「まさかここにたどりつく者がいようとはな……」

　謎なぞの声。城の中から髭ひげ千せん丈じようの老人が現れる。手には杖つえ。

「ここはすべての時間と空間が集つどう場所……。ここにたどりついたというコトは、貴様たちは……」

「キサマが悪の黒幕かーっ！」

　振り下ろされるレイの剣けんに、老人、頭からまっぷたつ。すべての謎が暗くら闇やみへ。

「みんな！　気を抜ぬくな！　最後の戦いはこれからだ!!」

　レイの目から７色の光が飛び出した。割れた空から天使たちが。そうなのだ、ハルマゲドンの地で、天使軍と悪あく魔ま軍が雌し雄ゆうを決する最終決戦が始まろうとしていたのだ。レイの背にはいつのまにか羽根。そして巨きよ大だい化。地球よりも巨大に。

「みんな、すまない……！」

　割れる大地、レイによってロシュの限界を迎むかえた地球が崩ほう壊かいを始めたのだ。そしてモンゴル人横よこ綱づなの誕生。タマちゃんブームは去り、ロナウドの放ったシュートはドイツゴールを破った。ワールドカップ優勝。おめでとうブラジル。

　人間に戻もどったレイは言う。

「さあ、歌おう！」

　フィナーレはステージで約80人（全部奥さん）が出てきてラインダンス。

　アンコール、ダブルアンコール、トリプルアンコール。コンサートよりも長い。

　──思い出してみても、訳が分からない出来事だった。

「なんだったんだろう、あれは……」

　悪夢として片づけたい気もする。

「ＨＡＨＡＨＡ、さすがに妻が30人を超こえたあたりから限界を感じてね。１ヶ月に１度しか逢あいに行かないのでは、彼女たちも退たい屈くつするだろう。それでボクを主演にしたショーを考えたんだ。そしたらコレがけっこう楽しくて」

「……奥さんを増やさないようにするとかいう選せん択たく肢しはなかったんですか？」

「ここまで増やしたんだ。世界記録を目指すほうが面おも白しろいだろ？」

「そんなもの目指してどうするんですか～っ！」

　責めたつもりなのに、レイは照れた。

「いやあ、世界中の誰だれもがやったことがない、って言葉に弱くてねえ」

「弱すぎですよ！」

「まあまあ、彼女たちも楽しがってくれてるし、いいじゃないか」

「ホント、よく奥さんたちから不満が出ませんね……」

「いいところに気が付いたね」

　レイは、手のひらに収まるぐらいの瓶びんを健太に投げた。

「キミも使うといい」

「……な、なんですか、これは？」

「好きな子に使いたまえ」

「飲み薬みたいですけど……」

「惚ほれ薬だ」

「ええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

「安心したまえ、本物だよ」

「そんなことに驚おどろいてるんじゃないですよ！」

「効き目は[image: 100]％。効果は半永久だ」

「効くか効かないかが心配なわけじゃなくて！　なんでそんなもの飲ませてるんですか！　奥さんになる人でしょ!?」

「てっとりばやいじゃないか」

　あっけらかんと、レイ。

　マジで健太はひっくり返った。

「それだけなんですか!?」

　健太は怒おこった。

　ところがレイはむしろ不思議そうな目をした。

　どうしてそんなことで怒ってるんだい？　と言いたげな顔をして、

「なんでも複雑に物事を考えようとしてはいけないぞお～」

　と、健太の頭をなでなでしてあげたり。

「……複雑……なのかなあ？」

「ボクのことを好きになるんだよ？　不幸な子は誰もいない」

「そういう問題じゃないような……」

「なーにを言ってるんだい。これこそが愛じゃないか」

「はぁ？」

「なにしろボクは世界一の女好きを目指しているからね！」

　レイは胸を張った。誇ほこらしげに。

「気に入った女の子は必ず手に入れる。この子だと思った子はシベリアのツンドラまでだって追いかける。女の子にかける情熱だけは誰にも負けない自信があるよ、はっはっは」

「それって誉ほめられるコトなんだろうか……？」

　健太は果てしなく疑問に思う。

「もちろんすべてがすんなりといった訳じゃない」

「それはそうでしょ」

「そこで分かったことがある」

「なんですか？」

「愛はお金じゃない！」

「えっ!?」

「ん？　何を驚いた顔をしている？」

「あ、いえ、陛下がそんな真まっ当とうなことを言う人だとは思わなかったので……」

　どさくさにまぎれてひどいことを言う、健太。

「失礼だな。そこらの半はん端ぱでナンパな男とボクを一いつ緒しよにしないでくれたまえ。ボクが女の子にかける情熱は本物なんだ。彼女たちを幸せにしたいんだ。ボクと結ばれることで不幸になって欲しくはないんだ。だからこそ真しん剣けんなんだ。ボクは知っている。美しい心を持った女性は、身分や財産に決して心を動かされたりはしないのだと」

「そうですよ！」

　健太は激しく同意した。

「どんなに大金を積んでも買えない愛がある！」

　レイもまた力強く主張した。

「その通りですよ！　なんだ、陛下も分かってるんじゃないですか！」

　健太の支持を得て、レイは確信を込めて訴うつたえた。

「そういう時は惚ほれ薬を使えばいい！」

「そこが間ま違ちがってるんですってば！」

　健太はあらんかぎりの声で叫さけんだ。

「しょうがあるまい」

　レイは反省するどころか、堂々とした態度で。

「ボクは一度欲しいと思ったモノは手に入れないと気が済まない男なんだ。嫌いやと言われたぐらいで引き下がれるわけがないじゃないか」

「子供みたいな開き直りだ……」

「惚れ薬を飲ませてしまえば幸せなものさ。ハーレムの彼女たちを見たろう？」

「勝手だ……、むちゃくちゃ勝手な人だ……」

　健太は呆あきれた。

「何を言ってるんだい？　ボクが世界で一番好きな人になるんだよ。意に添そわぬ結けつ婚こんをするんだから、それぐらいパーフェクトにしてあげなくては」

「ぜんぶ陛下の都合じゃないですか！」

「大だい丈じよう夫ぶさ！　ボクの愛がなくなった時のためにちゃんと解げ毒どく剤ざいも用意してある。それを飲めば後あと腐くされなく……」

「最悪だ……、この人はいま地球上で一番最悪な人だ……」と皮肉を言っても、

「研究に研究を重ねて、今では両方の薬とも庭園で栽さい培ばいしてるんだよねえ」

「反省してくださいよ～っ」

　まったく届かなかった。

　それどころか、

「何を遠えん慮りよしてるんだ。気き兼がねなんかせずキミも堂々と使いたまえ！」

　ぺしーんと背中を叩たたかれ、励はげましまで送られてしまった。

「ダメだ……、この人には何を言っても通用しない……」

　健太は全身の力が抜ぬけるような虚むなしさを覚えた。言葉とは何と無力なものだろう。

　くらっとよろめいて、壁かべに手をつく。

「あ、そこは……」レイが止めようとした。

「え？」

　ぐらりと、身体からだが傾かしぐ。

　壁に手をついたはずなのに、壁がぐるりと回転したのだ。

「言うのを忘れていたけど、そっちは忍にん者じや屋や敷しきで──」

「へえっ？」

「──しかもトラップが仕し掛かけてあるんだ」

　壁の向こうに倒たおれ込む健太の身体。しかも床ゆかがない。

　こんな所に落とし穴があるとは。

「な～ん～の～意～味～が～あ～～っ～～～て～～～？？？？？？？？？？？」

　尾おを引くような叫び声をもらしながら、健太は暗くら闇やみの底へ消えていった。

　レイは謝った。

「ごめんごめん」

　ヘリウムガスぐらいの重さで。




　　　　♣




（死ぬ～～～～～～～っ！）

　幕切れはあっけなかった。

　暗闇から光の中に飛び出して、視界を失った一いつ瞬しゆん。

　どさり、とクッションみたいなものに健太は尻しりもちを付くと、軽く身体がバウンドして、２回転、３回転、床を転がって止まった。

　飛び出した場所は庭園のようだった。

「ううう……」

　尾びてい骨こつをしたたかに打ちはしたが、痛みはその程度のものだ。

「こういうの、ツイてるって言うのかな……？」

　微び妙みようなことを言う。こんな時でも健けな気げなことを言うのが彼のいいところなんだけれど。

「ウホ……」

　獣けものの声がした。健太は振ふり向いた。

　ゴリラがいた。真っ黒な身体をした、２メートルは超こえているだろうゴリラだ。

　誰だれかに水でもかけられたのだろうか、頭が濡ぬれていた。

「うわっ！　な、なんでこんなとこに……？」

　考える間もなく、ゴリラは健太に迫せまってきた。

（怒おこってるんだ）健太は思った。

　さっきクッションだと思ったものは彼だったのだ。

「ご、ごめん！　キミが寝ねてるところに落ちるつもりはなかったんだ！」

　両手を合わせて、必死に謝る。

　しかしゴリラは歩みを止めない。ずいずい、ずいずい。

　後ずさる健太。じりじり、じりじり。

　と。

　靴くつがガラスを踏ふんだ音がした。

　見ると、割れた薬くすり瓶びんの欠片かけらがちらばっている。惚れ薬の瓶だ。

　落ちた衝しよう撃げきで割れてしまっていたらしい。

「え……？」

　すると、ゴリラがかぶっている液体は……。

「そうそう言い忘れていたけど──」

　落ちてきた穴から、レイの声が聞こえてきた。

「そこにいるゴリラ、ボクの奥さんなんだ」

「はあああああ!?」

　口をあんぐりと開けてる暇ひまはなかった。

　ゴリラの目が潤うるんでいた。

　そう、まるで恋こいする乙おと女めのように。

「ま、まさか……」

　波のように健太の顔から血の気が引き始めた。青ざめた顔は南国の海の色。

「う、うそ……、そんな……、ゴリラにも効くの？」

「ウホ───────────────！」

　漆しつ黒こくの巨きよ体たいが健太の上にのしかかった。

「いやああああああああああああああああああああああああああ…………」

　健太は車をひっくり返せるほどの怪かい力りきで抱だきしめられた。

　そして全身をヤスリのような舌でべろべろとなめ回されるのだった。

　で、のんびりとレイがやってきて、一言。

「いやあ、すまないすまない。ゴリラを妻に持った男はいないだろうと思って、彼女を第67夫人にしたはいいが、さすがのボクでも獣は無理だったよ、はっはっは」

「…………」

　健太はもう、本当にもう、何も言えなかった。

　と。

「媚び薬やくの実験台にシャイニィ殿でん下かの大切な人を使うなんて、悪あく趣しゆ味みにもほどがあります」

　言ったのは、大人の女性だった。

　煉れん瓦がの小こ径みちを歩いて、健太が見たことのない女の人が現れた。

　年はレイと同じぐらいだろうか。黒曜石のような深い瞳ひとみをした人だ。

　歩く仕草１つとっても優ゆう雅がでしとやかで、匂においたつような品の良さがあった。

　レイがいなければ、彼女こそ、この島の王だと健太は思っただろう。

　冠かんむりを付けなくても分かる高貴さが、彼女の人となりにはあった。

　するとレイも、言い訳をするような態度で接する。

「ちょっとした間ま違ちがいだよ、アルト」

「毎日のように間違いばかりしでかしているだけあって、陛下は反省の感覚が人より鈍にぶいようですね」

　アルトはぴしゃりと言い、レイの前を平然と横切った。

　そして、優やさしくゴリラの額に触れると、彼女を健太から離す。

「なっ!?」

　びっくりして健太が目玉が飛び出しそうな顔をすると、彼女は笑って首を振った。

「リリィは人の言葉が分かるのです。ね」

「ウホ」

　リリィは頷うなずいて、アルトに従う仕草を見せた。

「ごめんなさいね。リリィに悪気はないのです」

　ゴリラの代わりに頭を下げると、アルトはハンカチを取り出して、健太の顔や頭をぬぐい始めた。唾だ液えきに汚よごれてしまうことも厭いとわず。

「こ、これぐらい僕が……」

　逆に悪いと思った健太は、ハンカチを自分でつかもうとした。

　しかしアルトはそれを許さず、にっこりと微笑ほほえむと、

「いいえ、陛下が迷めい惑わくをかけたのですから」と言って、自分で続けた。

　まるでお母さんのようにしてくれる彼女に、健太はぽーっとなってしまった。

「あ、あの……」

　お礼を言おうとして、誰だれなのか分からず、レイに助けを求める。

　そしたらレイは自分は何もしてないのに胸を張り、

「ボクの１番大切な奥さんさ」とか言った。

　するとアルトはそっぽを向いて、

「１番目、の間違いでしょう」

「たいした違いはないだろう」

「１番と１番目では、まったく違います」

「そうかな？」

　レイはいまいちピンとこないでいた。

　そんな彼への苛いら立だちなのか、アルトの声は温度を下げていった。

「最初に結けつ婚こんをすれば誰でも第１夫人になれます。石ころでも、そこのゴリラでも」

「そんなジェラシーが可愛いんだなあ」

「なっ……」

　すねていたはずのアルトの頰ほおに、花を散らしたような紅が浮うかんだ。

　レイの指がすかさず伸のびる。

　アルトのアゴをつかんで、顔を近づける。

「そんなところが好きなんだ、ボクのアルト。そんなところが好きで、ボクはキミと結婚したんだ……」

「同じコトを何人におっしゃったのです？」

「いや、まあ、それは……」

　頭をかいて、レイは口ごもる。

「わたくしが何を言おうと、聞き入れては下さらないのでしょう？」

「そんなコトはない。キミだけは特別だよ、アルト」

「では、ハーレムを解散していただけますか？」

「まあ、それはそれとして……」

「はぁ……」

　ため息をつく、アルト。

　ツンと唇くちびるを尖とがらせて、視線を切った。

「もう、陛下のお好きになさって下さい」

「さすがアルト。そういうところが最高さ」

「知りませんっ」

　ぷい、と背を向けて、アルトはその場を立ち去ってしまうのだった。

「あらあら……」

　レイは肩かたをすくめると、他人ひと事ごとみたいな重さで健太に尋たずねる。

「何に怒おこってるんだろうね？」

「……すべてじゃないですか？」




　　　　♣




　言葉にすると、かえって分からなくなるものがあると、のえるは思う。

「だったら、どうして言わないのです？」

　のえるは困った。

　考えて心臓を動かしている訳じゃない。悩なやみながら息をしている訳でもない。

　当たり前にしている事に説明を求められても、うまい言葉が見つからない。

「それって、言わなくちゃいけないコトなのかな？」

　口を開けば、言葉は出てくるけれど、真実から遠ざかる事もあると思う。適当な自分を教えてしまうのは、逆に失礼じゃないだろうか？

（あたしにだって分からないんだから、説明できる訳ないし）

　ショックといえばショックだったのだ。

　自分が送ったラブレターのことを、健太が覚えていない＊９と知った時は確かにガーンとなった。傷ついた。自分は覚えているのに。しっかりと覚えているのに。

　でも、思うのだ。

「健ちゃんが覚えてないのに、わざわざ思い出させるコトに意味があるのかな？」

「ノエルはそれでよいのですか？」

　どうだろう？　嬉うれしいか悲しいかと聞かれたら、それは悲しい。

　でも、思い出してもらって、それで絆きずなは強くなるんだろうか？

　愛は借金じゃない。

　取りたてるものじゃない、と思うのだ。

「健ちゃんが決めるコトだわ」

　自分が知りたいのは、今の気持ちだから。

　昔の気持ちを引きずって、好きになられてもすっきりしない。

　かえって傷つく。

（あたしが好きになって欲しいのは、今の自分だもの）

　一番大事なのは自分の気持ちだから。

　そう、自分というコンパスさえはっきりと持っていれば、どこに流されたって目指す方角は分かる。

「どんな答えが出たって、あたしが諦あきらめなければいいだけの話よ」

　それだけのコトなんだ。

　と。

「シャイニィ殿でん下か、ご歓かん談だんですか？」

　柔やわらかな声がして、煉れん瓦がの小こ径みちから品のいい女の人が現れた。

　とっても深く澄すんだ黒こく瞳とうの、大人の女性だ。

「あら、アルト」

　シャイニィは軽く会え釈しやくをすると、

「逢あうのは初めてかしら？　こちらはノエル──折原総理ですわ」

「ようこそ、クワン島へ」

　アルトはにっこりと笑って、深々と礼をした。

　背筋がピンと伸のびた、見ているこっちが気持ちのよくなる礼だった。

　真似まねしたくなって、のえるも90度の礼をする。

「こちらこそ、物ぶつ騒そうな船で乗り付けてゴメンなさい」

「総理こそ、我が国には色々と変わったしきたりがあるので、驚おどろかれたでしょう？」

「けっこう楽しいわ」

「まぁ、我が国は変わった国だとよく言われるので……」

「違ちがってるほうがイイじゃない」

　言うと、アルトは面を食らったような顔をした。

「そんなコトを言われる方にお逢いしたのは初めてです」

「せっかくこの世界には、たくさんの国があるんだから、いろんなしきたりがあったほうが地球が面おも白しろくなると思わない？」

「そうですね」

　会話に一区切りがついたところで、シャイニィが紹しよう介かいをしてくれた。

「アルトは、レイ兄さまの第１夫人なのです」

「お妃きさきさんなのね」

「それは違います」と、アルト。

　するとシャイニィが説明を加えてくれた。

「レイ兄さまはまだ、正式な妃を迎むかえてはいないのです」

「どういうこと？」

「個人としての妻は何人でも持ってよいのですが、公職、つまり藩はん王おうとしての妃、藩女王は１人しか選べないのです」

「[image: 100]人も奥さんがいるのに～!?」

「世界一の花はな嫁よめを捜さがしているのだそうですよ」と、アルト。

「はぁ」

　バ、バカバカしい……、とのえるは思うが、何を目指そうとその人の自由だとも思う。

　それより、気になるのは、

「男として生まれたからには、世界一の女性を捜す使命があるそうです」

　レイのことを話す時のアルトの態度だ。

「アルトなら、指輪も似合うと思いますのに」

　シャイニィは残念そうだ。

「指輪？　特別なものなの？」

「月の光で輝かがやくと言われている宝石です。藩王家の女王が受け継ついできたものなのです」

　のえるは彼女が月光の下に立っている姿を思い浮うかべてみた。

　空には清さやかな月、海からは潮しお騒さい、柔らかな輝きに照らされている彼女。

　優やさしい笑えみは、月の光とよく似ている。

　ほっそりとした腕うでに伸びた長い指。たしかに似合いそうだ。

　しかし、アルトはやんわりと首を横に振ふると、

「わたくしは、指輪に興味はありませんから」

「そうなのですか？　私は、なんだかんだと言ってもレイ兄さまはアルトを一番大事に思っているように感じているのですが」

「まさか」

　アルトは笑って否定した。

「そんな人が、[image: 100]人も妻を集めようとするはずがないではないですか」

　目を細めるようにして、言う。

　すると、意外な顔をしてシャイニィが訊たずねた。

「兄さまのコト、どうでもいいみたいな言い方ですね」

「どうでもいい──、確かにそうかもしれません」

　そう言って、アルトは去って行った。

　また２人に戻もどったところで、シャイニィはつぶやいた。

「あれだけのコトをしたら、アルトに見捨てられても仕方がありませんわね……」

「そんなコトないわよ」

「え？」

「アルトは、すごく好きなのよ」

　嫌きらいなら──。

　どうでもいい、と言う時に、あんなに寂さびしげな顔をするわけがない。




　　　　♣




　部屋に戻って──。

「いろいろあるものね」

　ふぅ、とため息をついて、のえるは上着を脱ぬぎ捨てた。

　ころん、とリモコンみたいなモノが落ちる。

　結けつ婚こん式しきの舞ぶ台たいを破は壊かいするための起き爆ばくスイッチだった。

「あらま」

　ヘリで健太を追う時に、何も考えずポケットに突っ込んだのだった。

　しかも拾い上げると、安全装置が解除されている。

「よく、なんかの拍ひよう子しでスイッチが入ったりしなかったわね……」

　冷や汗あせをたらしながら、思いだす。

（米軍、爆ばく弾だんの解除作業をしていったかしら……）

　してない気がする。

　…………。

　あっはっは。

「まぁいっか！　押さなきゃいいんだし！」

　５歳の子供でも言えそうな稚ち拙せつな理り屈くつを持ち出して、のえるはこの事実を封ふう印いんすることに決めた。みんなをいたずらに不安にさせてもしょうがないし（言い訳）。

「しまっとけば安心じゃない」

　んなことを言って、ベッドの下に入れておいたトランクを引き出した。

　その時だ。

「お姉さま～っ！」

　トランクから、女の子が飛び出したのだ。

「あ、あなたは……!?」

　現れた少女を指さしながら、のえるの目は真円ぴったりに丸くなった。

　小学６年生。無む駄だに元気。おしゃまという言葉がお似合いの女の子。

　彼女は瞳ひとみをうるませながら、神へ感謝の祈いのりを捧ささげるように両手を合わせた。

「世界で一番、お姉さまをお慕したい申し上げている乙おと女め、矢や追おいイブキでございます！　お会いしとうございました、ああ、お姉さま～っ！」

　言って、抱だきついた。

　抱きついたというより、タックルをかけたというほうがよかった。

　どう見ても、腰こしだめの姿勢から、のえるのみぞおちをえぐるような頭ず突つきだった。

　不意をつかれたのえるは仰あお向むけに押し倒たおされてしまった。

「お姉さま～っ♥♥♥♥♥」

　イブキは両手を目め一いつ杯ぱいに広げて、のえるを抱きしめた。

　その幸せそうな表情といったら、緩ゆるみっぱなしの頰ほおが顔からこぼれてしまいそうなほどで、そのじゃれ方といったら、機き嫌げんのいい猫ねこもかくやというものだ。

　喉のどの鳴る音が聞こえてきそうなほどに。

　ごろごろごろ。

「イブキは幸せでございます～♥」

　それぐらいならまだ微笑ほほえましいものだった。

　のえるがなすがままを許していると、イブキは勝手にＯＫ電波を受信したのか、顔を近づけ、唇くちびるをすぼめ、目を閉じて……、

　キスをしようとした。

「やめ～～～～～～～～～っ！」

　のえるは跳はね起きた。

　そのせいで上に乗っていたイブキの身体からだはころんと転がった。

「いきなりですわ、お姉さま！」

「いきなりはそっちでしょ！　なんでトランクなんかに……？」

「何を言ってますの、お姉さま！」

　イブキは反論した。

「トランクを開ける場所といえば個室！　個室といえば２人きり！　２人きりですることと言ったら……そう、愛の語らい。ワタクシとのえるお姉さまの愛！」

「ない！　ない！　絶対にない！」

　首をぶんぶんと振ふって否定する。

「テレなくてもいいのですよ」

　イブキはのえるの言葉など、右の鼓こ膜まくから左の鼓膜へ受け流し、

　つ──、と背筋を指でなぞったりした。

「ひゃあ」

　ぞくぞくぞく。

[image: ]

　のえるは震ふるえ上がった。力が抜ぬけて、ぺたんと膝ひざをついてしまう。

　拳こぶしと拳なら百戦錬れん磨まだが、こういうのはまったく免めん疫えきがないのだ。

「ワタクシは覚かく悟ごを決めてきましたから」

「決めなくていいから！　決めなくていいから！」

「後こう悔かいはしません」

「あたしはする～っ！」

　悲鳴をあげるのえるを、イブキはじっと見つめた。

　愛らしい瞳がらんらんと輝かがやいていた。

　のえるにはその目が獲え物ものを狩かる虎とらの目に見えた。

　がるるるるるる。

　そんな声が聞こえた。

「夏！　常とこ夏なつの島！　熱い思い出！　お姉さま、思い出を作りましょ～!!」

「た、た、助けて！」

　よつんばいになってのえるは逃にげた。腰が抜けてるのか、立てないのだ。

　イブキはそんなのえるを背中から抱きしめ、そっとささやいた。

「忘れられない夏になりそうな、よ・か・ん」

　ふぅ、と息を耳元へ吹ふきかける。

「いや～～～～～～っ！」






＊９　のえるが取った、健太への恐るべき報復措そ置ちは「ボーイミーツボーイ」でわかります（５巻『サジはなげられた！』）。

























　抜けるような青空とはこういう空を言うのだろう。

　星が透すけて見えるほどに澄すんだ空。

　その雲１つない空を、１機の小型旅客機が飛んでいた。

　30人も乗れば一いつ杯ぱいになってしまうプロペラ機だ。

「わあ……」

　窓から見える景色の素す晴ばらしさに、ほのかは言葉を失った。

　景色いっぱいに広がる海の色は、鮮あざやかなブルー。

　珊さん瑚ご礁しようで形成された水深の浅い海は、薄うすい膜まくを引いたように淡あわく、一面にラメを撒まいたようにキラキラと輝いていた。

　点在する島々の形もいろいろで、動物のシルエットみたいに見える。

　ほのかはもう、小学生みたいに窓に顔を近づけて、わぁ……、わぁ……、とため息とも歓かん声せいともつかぬ声をもらしていた。

「ほら、忍ちゃん、海の色がエメラルドだよ！」

　隣となりの席で本を読んでいた忍も、ほのかのはしゃいでいる姿を見て嬉うれしそうだ。

「この辺あたりの海は浅いし、赤道直下だから太陽の光が垂直に落ちてくるからね。光が拡散しない分だけ波長の短い色の光が強くなるのさ」

「忍ちゃんって物知りだねえ……」

　振ふり向いて、忍に感動する。

「べ、別に、人から聞いた話だよ」

　忍はちょっと照れた。ほのかのまなざしはとても真まっ直すぐなので、恥はずかしいのだ。

「すごいねえ、すごいねえ……」

　今日は観光ツアー。レイが所有する飛行機で沖おき合あいの島へ行き、パーティをしようということになって、みんなは飛行機に乗っているのだ。

　そのレイはコクピットにいた。

「すぅわーて、ハーレムはどうなってるかなあ？」

　レイは操縦を副操縦士にまかせると、客室へつながるドアを少し開けて、彼らの様子をのぞき見た。

「どれどれ」

　景色を満まん喫きつしているほのか。文庫本を開き、ウォークマンをして自分の世界に浸ひたる忍。こんなところにまで夏休みの宿題を持ち込んでいる健太。ぽかぽかとした陽光を浴びて気持ちよく眠ねむりこけているさくら、窓の外を見ながら物思いにふけっているシャイニィ、そして果てしなく疲つかれた顔をしているのえる。昨日の夜は何かあったんだろうか……。

　みんなバラバラ、みんなマイペース。

　修学旅行のバスでも、もっと和わ気き藹あい々あい、意気投合としてはいないだろうか。

「どういうコトだ────────────────────────っ！」

　ドアを蹴け破やぶって、レイは客室に躍おどり出た。

　その尋じん常じようならざる形相に、健太は驚おどろいた。

「ど、どうしたんですか！　陛下!?」

「何のためにボクが疑ぎ似じ結けつ婚こんという機会を提供したと思っているんだ!!」

　健太の胸むなぐらをつかんで、迫せまる。

「えっ、えっ？」

「飛行機という１つの密室にいるんだぞ！　もっと盛り上がらんか！　もっと！」

「盛り上がるって？」

「ぶちゅーとか！　どひゃーとか！　どかーんとか！」

「ど、どかーんって……？」

「もっとラブラブせんか、ラブラブと！　そこのレディたちもだ！　マイケルの周りにはべってするコトがあるだろう！　ベタベタするとか、やきもちを焼くとか、三角関係の火花を散らしてみるとか！」

「い、いいですよ、そんなの！」

　尻しり込ごみする健太。そんな健太を叱しかるようにレイが押して押して押しまくる。

「何を恥ずかしがってるんだ、子供じゃあるまいし！」

「子供なんですけど～！」

「14歳といえばもう大人だ！」

「昨日言ってたコトと違ちがうじゃないですか!?」

「もじもじもじもじと思春期じゃないだろう！」

「思春期なんですよ!!」

「もったいない……。こんなに可愛い女の子たちが周りにいるのに……。宝石をドブに捨てるようなコトを……。あぁハーレム……」

　両手をわなわなと震ふるわせながら、嘆なげくレイ。

「いいですよ。ハーレムったって何をすればいいのか分かんないし……」

「昨日見せただろう！」

「あんな歌か謡ようショーで何が分かるんです!?」

　確かにまあ、あれはハーレムと呼べる代しろ物ものではなかった。




　　　　♣




「よおし！」

　一同を一列に座らせて、レイは先生のように振る舞まった。

「愛し合うカップルがどういうものか、ボクがお手本を見せてあげよう！」

「迷めい惑わくな……」健太はため息をつく。

「ん？　何か質問か？」

「な、何でもないです！」

　こほん、と咳せき払ばらいして、レイは講義を始めた。

「例えば朝ならば……」

　レイの１人芝しば居いが始まった。

「グッモーニン、マイハニー（歯がキラキラ）」

「おはよう、カリスマダーリン♥（目がうるうる）」

「今朝もキミはキレイだよ」

「アナタのほうがずっと美しいわ」

「ＨＡＨＡＨＡ。何を朝から当たり前のことを言ってるんだい」

「アナタが太陽なら、私は光合成も出来ないプランクトン。アナタが超ちよう新星なら、私は自らの力では輝かがやけない小惑わく星せい、いえ、アナタという重力にとり込まれた星の欠片かけら、ちっぽけな塵ちり、かすかな芥ごみ、燃えて消えるスターダスト……」

「ああ、そんなに自分をおとしめてはいけないよ、スイートハニー。ボクの美を見み極きわめたというだけで、キミは本当の美を見み抜ぬく目を持っているというコトなんだから。それだけでキミはもう素す晴ばらしい人間なんだよ。そしてキミはボクのそばにいられるという、人生の中でもっとも輝ける時間を手に入れられるんだ。ああ！　ああ！　ボクをたたえる言葉をもっと！　もっと～っ!!」

　拳こぶしを突つき上げて、絶ぜつ叫きよう。

「……………………」

　みんな、言葉もなかった。

「ふう」

　会心の演技に満足したレイは、タオルで汗あせを拭ふくと、一言。

「ま、ざっとこんなものかな？」

（毎日そんなこと、奥さんに要求してるんだ…………）

　みんながみんな、心の中で呆あきれ果てた。

（王様の奥さんって大変な仕事なんだな……）と、健太は思った。

　他ほかのみんなもだいたい似たり寄ったりの感想だった。忍などはあからさまに、

「バカバカしい……」という顔をしている。

　すると、

「はい、そこのキミ、やってみて」

「私がか!?」

　忍は自分を指さした。

「ボクがやってみたように、愛の告白を、さあ！」

「ちょ、ちょっと！」

　忍は健太を見て、みんなを見た。

　かーっと真っ赤になる。

「ふ、ふざけるな！」

　忍は顔いっぱいで抵てい抗こうした。

　自分は健太のコトなど好きでもなんでもない。

　成行きでココにいるだけだ。

　そんな相手にラブコールをするという行こう為いがふざけているというのは無論のことだが、何より人前でそんな会話を交かわすなんて無理な相談。

　恥はずかしくて出来るわけがない。

「フザケるな!!」

　逃にげようとした。

　くっ、と袖そでが捕つかまれてしまう。

　振ふり向くと、ほのかが服の袖を握にぎっていた。

（し、しかし……）

　困って、ほのかから視線をそらす。

　健太が視界に入った。

（……あ、愛の告白、だとお？　なんで健太コイツに……！）

　その言葉が脳のう裏りをよぎるだけで、忍は頭が爆ばく発はつしてしまいそうになった。

　これまでくぐってきた修しゆ羅ら場ばの数々が、ビデオの早送りのように駆かけ抜ける。

　刃は物ものを持った連中とのケンカ、自分が持った時のケンカ、ヤクザの手下たちの仲間になった時のこと、大臣をしていた父が汚お職しよくで逮たい捕ほされたこと。

　並みの14歳よりは場数も踏んでいるし、度胸もある自信があった。

　だが、

（告そん白なコトなど、出来る訳がないだろう！）

　そもそも、

（したことがないモノをどうやって!?）

　プライドの高い忍は、これまで男子に告白をした事がなかった。

　記き憶おくから引っ張ってこようにも、その手のＴＶや漫まん画がには興味がなかったので知識がない。知ったかぶりをして、みっともない告白をして、恥はじをかくのも耐たえられなかった。

　するのが恥ずかしくて嫌いやなのに、したことがないとバレるのも恥ずかしくて嫌なのだ。

　その辺りに、忍の女の子としてのやじろべえが立っていた。

　するとシャイニィが見み透すかしたような目をして、

「やめるならやめるで私はかまいはしないのですが……」

「誰だれがやめると言った！」

　忍は声を荒あらげた。

「好きでもない人に参加されましても、迷めい惑わくというものです」

「うっ……」

　忍は大声で今の自分の気持ちを叫さけんでしまいたかった。

　忍はちらりと、ほのかを見た。

「忍ちゃん……」

　それ以上、ほのかは何も言わなかったが、表情がすべてを語っていた。

　ただ捨てられた子犬のような寄る辺のない顔をしている。

（そうだ、私は──）

　忍は、ほのかと交かわした約束を思い出した。




　昨日の夜、自分に用意された部屋で休んでいると、ノックをして、ほのかが入ってきた。

「あのね、あのね、忍ちゃん……」

　バルコニーから見える空は、今にも降ってきそうなほどに無数の星が輝かがやいていた。

　張りつめた顔をして、ほのかは言った。

「わたしから好きって言いたいの！」

　両手をしっかと合わせて、いじらしくも真しん剣けんに、ひたむきに、

「今度こそ勇気を出すから！　だから忍ちゃん、応おう援えんして！」

　耳の先まで真っ赤にしながら、彼女は言ったのだ。




　その時の光景を思いだし、忍は葛かつ藤とうした。

（──私は約束をした）

「ごめんね、忍ちゃん。無理しなくていいから……」

　小声で言った。

（ほのか……！）

　すると忍は、両手で健太の二の腕うでをがっと捕つかみ、

「長谷川ァ！」

「え」

　真っ赤な真っ赤な真っ赤な顔で、

「すっ、好きだ！」

「へええええええええ──────っ!?」

　告白したのだった。




　　　　♣




「最高、それこそ青春だ！　ボクはそういうのが見たかったんだ！　キミは最高だよ!!」

　空にも昇のぼる感動に、レイは拍はく手しゆを送った。

「ど……どうも……」

　忍の心はマリアナ海かい溝こうよりも深い海のドン底だ。

　調子が出てきたレイは歌うように、

「これで準備ＯＫだな」

「は？」

「ラン、みんなにアレを着せてやって」

　と、そばに控ひかえていたボディガード兼けん執しつ事じのランに命じた。

「はっ！」

　すると、後方の客席に控えていたはずのスタッフがわらわらと飛び出して、健太たち１人ひとりを囲んで、取り押さえて、着ているものをはぎ取って、

　みんなを裸はだかにしてしまったのだ。

「う～ん、ビューティフル」

　顎あごに指をあてて、レイは吞のん気きな感想を告げる。

「ちょっと！　どういうコトなんですか。陛下！」

　健太が叫さけんだ。レイを見れば、のえるたちを見ないでいい。

「パラシュートっていうんだよ、知らなかったかい？」

　たしかに、健太たちはパラシュートを背負わされている。

「じゃなくて、裸ですよ！　裸!!」

「常とこ夏なつの楽園！　愛する男と女！　となればやっぱり裸だろう！　ＨＡＨＡＨＡ」

「ＨＡＨＡＨＡじゃないだろう！　このバカキング！」

　忍が怒ど鳴なり込んだ。

　そのおかげで健太は忍のお尻しりを見てしまったりした。

「安心したまえ、レディ」と、レイ。

「何をだ！」

「目的地は無人島だが、れっきとした観光島だ。キチンとコテージも整備されている」

「そんなことは聞いてない！」

「ラン、投下の準備を」レイは命じた。

「はっ！」

　ハッチが開いて、客室の中に風が吹ふき込んだ。

　のえるたちは髪かみを煽あおられ、健太はバランスを崩くずした。

　それで、裸の彼女たちを見てしまいそうになって、

「み、み、見てないよ！　僕、ずっとこうしてるから！」

　と、自分の手で目め隠かくしをしたりした。

　その間にさくら、ほのか、メフィを抱だいたのえると、次々と空へ放り出されていった。

　続いて、忍も、健太も投下され、

「ではボクも」

　なんでか、レイまでパラシュートを背負ってハッチに立っていた。

　シャイニィが訊たずねた。

「どうしてレイ兄さまが、島に降りる必要があるのです？」

「兄として、出来るコトをしてやりたい」

「私も、妹として、兄さまのことを常々心配しておりました」

「さすがボクの妹、麗うるわしい兄妹愛だ……」

「では、これを背負ってください」

　シャイニィはランに「例のものを」と指図した。

　ランはレイに、個人用のロケットエンジンを背負わせた。

「何だこれは？」

「ラン、レイ兄さまを、私たちの邪じや魔まにならない場所へ落として下さい」

「はっ！」

　ランはブースターのスイッチを押すと、レイの尻を大きく蹴けった。

　彼の身体からだは空中に放り出され、３、２、１……。

　しゅごおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！

　青白い炎ほのおと噴ふん煙えんをあげて、空の彼方かなたに吹っ飛んでいった。

「うひゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「レイ兄さま、お元気で」

　しれっとつぶやくシャイニィだった。




　　　　♣




　薄うすくぼんやりとした意識の彼方かなたから、波の音が聞こえる……。

「う、うううん……」

　健太は目を覚まして、まぶしさに目を細めた。

　かざした手からぱらぱらと砂すな粒つぶが落ちてきて、砂すな浜はまに横たわっていることに気付く。

　背中に感じる焼けた砂の熱が気持ちいい。

　肌はだに直接、当たる感じがいいのだ。

　後頭部、肩かた、背中、腰こし、お尻……。

（お尻っ!?）

　気付いて、自分が裸はだかだったことを思い出す。

　そうだ、みんな、丸裸にされてパラシュートで落とされたのだった。

「健ちゃん、起きた？」

「の、のえる!!」

　健太は一いつ瞬しゆん、のえるの裸を想像して、見てはいけないと目を隠かくした。

　焦あせったせいで、砂粒が目の中に入ってしまった。

　立ちあがり、すぐにコケる。

　彼女たちがタオル代わりにかけておいてくれたパラシュートの布に足を引っかけてしまったのだ。

「痛っ……うう、痛い……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶ!?　みんな、水持ってきて！」

「み、みんな!?」

　健太は、慌あわてて逃にげ出した。

「ちょっと健ちゃん、何で逃げるのよ！」

　パラシュートの生き地じを使って、みんなが服を作っていたと分かったのは、何分か後のことだった。

「……それならそうと早く言ってくれたら」

　心なしか、ふてくされた声。

　慌てた自分がバカみたいだったからだ。

　それを別の意味にとったのか、のえるが笑った。

「なあに？　期待してた？」

「なに言ってるのさ！」

　頰ほおが赤くなるのをごまかしきれずに、ぷいとそっぽを向く健太。

「冗じよう談だんだよう」

　とか言いながら、あはは、とのえる。

「ほら、健ちゃんの分」

　と、のえるは腰こし巻まきみたいな布を渡わたした。紐ひもを通してベルトのように縛しばるのだ。

　簡単だけれど、実用には充じゆう分ぶんだった。

　彼女たちは胸むな元もとに１枚、腰に１枚のツーピースにしていた。

　のえるはビキニみたいな格好だった。

「どう、色っぽい？」

　右手を頭に、左手を腰に当て、セクシーなポーズを取る。

「作るの面めん倒どうだっただけだろ～」

「バレた？　あはは」

　アバウトなさくらは１枚の布をロングドレスのようにして胸元と腰で止め、

　几き帳ちよう面めんなほのかは両肩にかける紐を通してノースリーブ＆スカートみたいに着ていた。

　みんな、性格が出ている。

　というか、どれも魅み力りよく的に見えて、健太はドキドキしてしまった。

「お、健ちゃんは服を着ていたほうが興奮するタイプと見た」

「違ちがうよ！」

　すると、のえるの胸元の紐がぷちんと切れて、

　はらり、と落ちてしまったのだ。

「いや～ん、健ちゃんのエッチ♪」

「違う──っ！」

　健太の顔は林りん檎ごよりも真っ赤っ赤。

　と。

「長谷川……！」

　背後から、ドスの効いた声が聞こえた。

　振ふり向くと、忍が。

　鬼おにのような目をして、わなわなと拳こぶしを震ふるわせながら、立っていた。

「男は自分１人だからといって、調子に乗ると……」

「白しら峰みね、さっきから変だよ！　なんでそんなに怒おこりっぽいのさ！」

「不ふ埒らちなコトをやらかしたら、ただではおかないからな！」

「って、手にしてるモノはなんだよ！」

　木製のナイフだった。

「ナイフはもう捨てたんじゃなかったの!?」

「ナイフで削けずってつくった小刀だ！」

「なんだよそれ～っ!!」




　　　　♣




　西の空はどこまでも茜あかね色いろ。

　見み渡わたす限かぎりに広がった水平線に太陽が沈しずむ。

　浜はま辺べからは一本の桟さん橋ばしが延びていて、左右に水上コテージが10軒けんほど建っていた。

　レイのプライベートアイランドだけあって、コテージの内装も豪ごう華かなものだ。

　床ゆかの一部にはめ込まれたガラスを通して、足あし下もとの海がのぞける。

　さくら先生は子供みたいに感動していた。

「すごいです！　いま、お魚さんが通って行きましたよ！」

　それを、ムスっとした顔でベッドに座っている忍は、

　うらやましい……、と思いながら、さくらを見ていた。

（長谷川を好きな訳ではないというコトでは、同じはずなのに……）

　どうしてあそこまで能天気にしていられるのか。

　レイがやってきて、また馬ば鹿かなことを言い出すかもしれないのに、それでも動じないでいられるのは、大人の余よ裕ゆうなんだろうか。

　それとも、実は先生も長谷川のことが好きなんだろうか？

（ま、まさかね……）

　脳のう裏りにふくらんだイメージを打ち消してみる。

（でも、子供っぽい先生だからなぁ……）

　万が一の可能性を否定しきれない忍だった。




　　　　♣




　同じ頃ころ──、

　ほとんど時差のない日本でも、みんなが夕暮れの中にいた。

　木き佐さもまた、自分の部屋で、独り遅おくれた昼食を摂とろうとしていた。

　どんぶりには味噌みそラーメン。

「独り暮らしをしていると、ついつい手を抜ぬいてしまうな……」

　インスタントにネギやカマボコを添そえただけの代しろ物ものだった。

　生徒に見せられる光景ではないな……、と、思いながら、麵めんをすする。

　ＴＶは、のえるが米軍をそそのかして、アルカンタラに迷めい惑わくをかけたことを伝えていた。

「折原め……、夏休みだと思って好き勝手なことを……」

　キャスターは続いて、健太をめぐって結けつ婚こん騒そう動どうが起こったことを伝えた。

「また馬鹿なことを……」

　そして争そう奪だつ戦せんのメンバーの名前を読み上げる。

〝白峰忍、弥や生よいほのか……〟

「弥生もか……、あの子だけはマジメだと思ってたんだがな……」

　とかまあ、思いながら麵をすすっていると、

[image: ]

〝桃もも園ぞのさくら〟

「なぁにーっ！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」

　木佐はどんぶりの中へ豪ごう快かいに顔を突っ込んだ。

　顔、味噌で真っ茶色。

　じゃない、真っ青だ。

　何を思い浮うかべているのか、冷や汗あせをだらとだらだらだらと流し始め、

「させるか──ッ!!」

　木佐は飛び出した。

　誰だれもいなくなった部屋に、飛び散った麵や具が、虚むなしく散っていた。




　　　　♣




　──で、話はアルカンタラに戻もどる。

　のえるたちはコテージの中に遊び道具を見付け、吞のん気きにトランプをしていたりした。

「花はな嫁よめ勝負といっても、どうやって決めたらいいのかな」

「無理に決着を付ける必要はないんじゃない？」と、健太。

　無視されて。

「２人きりで過ごさないと分からないのではないですか？」と、シャイニィ。

「２人きり!?」

　ドキッ、とする健太。

「長谷川……、いま何を考えた？」忍の目が光る。

「ち、違ちがうよう！」

「みなさん、仲良く仲良く」

「先生！」

「日本に戻るまでの遊びなんでしょう？」

　ニコっと微笑ほほえむ、さくら先生。よく分かってなさそうだ。

　一方ほのかは、ハラハラオロオロとまったく余裕のない顔をしていた。

（どうしよう……、ここまで来たはいいけれど……）

（このままじゃ、負けちゃうよう……）

　するとシャイニィが口火を切った。

「こうなったら白黒つけるべきですわ」

「どうやって？」と、健太。

「それはもちろん……」

　のえるとシャイニィは携けい帯たい電話を取り出した。

「いつの間に!?」

「健ちゃん、どう考えてもこれが１番てっとりばやいと思うんだけど……」

「てっとりばやすぎなの！　もっと地道に行こうよ！」

「どうせ同じコトになると思うんだけどなあ～」

　のえるはアンテナをつまんで、携帯をぶーらぶらさせる。

「そーゆう軽さで軍隊を呼び出すのやめようよ！」

　すると忍が刃やいばのような鋭するどいまなざしで、

「……そもそもお前がはっきりしないのが悪いんだろ、長谷川」

「ぎくっ」

「お前が決めれば、こんなバカバカしい騒さわぎは終わるんだ」

「それはそうですわね」と、シャイニィ。

「一理ある」のえるも同意。

　たちまち健太は四し面めん楚そ歌か。

「え、あ、その……」

　簡単に決められるなら困りはしない。

　よりどりみどりだからとか、そういう傲ごう慢まんな気持ちではなくて、自分でも分からないのだ。１番好きな子なんて。

　──と、健太がうろたえていると、

「まあまあ、みんなで仲良く過ごせばいいじゃないですか」

　さくらがほんわかとした顔で無責任なことを言い出した。

「えっ、さくら先生って、ハーレムＯＫなんですか!?」

「みなさんまだ中学２年生なんですし、楽しく遊んで帰ればいいではないですか」

「そ、そうだよ！」健太が合いの手を打った。

「よく考えてみたら、陛下が勝手に決めたことな訳だし、縛しばられなくたって……」

「……それはつまり、アイツの言うことを聞かないと、迎むかえが来ないってコトなんじゃないのか？」忍が言った。

「シャ、シャイニィならなんとかならない？」健太は訊たずねた。

「このまま帰れば式の日に間に合いますし、私はそれでもかまいませんが」

「なに言ってんのシャイニィ！　そんなのダメに決まってるでしょ！」

「勝負をつけますか？　ノエル」

　シャイニィが携帯電話に手を伸のばした。

「のぞむところよ」

　のえるも、ぱちん、と音をさせて携帯を開いた。

「だからそれじゃ、話が振ふり出しに戻もどるだけだろーっ！」

「あ、あのっ！」

　おずおずと、ほのかが手を挙げた。

「なに？」「何ですか？」

　のえるとシャイニィが訊ねる。悪気はないが、戦せん闘とうモードに入ってる２人の視線には大人もたじろがせるような威い圧あつ感があった。

「なっ、なんでもありません」

　びくっと、ほのかはたじろいだ。

　しかし、ここで引き下がる訳にはいかない。

　このままずっと、ライバルにもなれないミソッカスでいる訳にはいかないのだ。

　意思を決め、ほのかは２人をまっすぐに見つめ、そして決然と言った。

「クジ引きがいいと思うんです！」

「クジ引きぃ？」

　みんなの目が「？」になった。

「みんなで持ち時間を決めて、２人っきりで過ごして、決めてもらうの……」

「いいんじゃないの？」と、のえる。

「ノエルがよいというのなら、私に異存はありません」シャイニィも頷うなずいた。

「よかったぁ」

　ほのかは胸をなでおろした。

　このルールなら、自動的に自分と健太の時間も取れる。

　法律も変えられなければ、軍隊も呼べない彼女の精せい一いつ杯ぱいの知ち恵えだった。

「じゃあ、さっそくクジ引きを……」

　のえるたちの気が変わらないうちに、ほのかは話を進めてしまおうとすると、

「てことは私も長谷川と１対１になるのか？」

　納なつ得とくしてない者が１人いた。

「し、忍ちゃん！」

　ほのかは焦あせった。

「まあ、そうなりますわね」見み透すかしたような顔で、シャイニィ。

「ケンタが好きなら、何の問題もないでしょう」

「だ、誰だれが！」

　好きなものか！　と忍が叫さけびかけた時、誰かが袖そでを捕つかんできた。

　振り向くと、ほのか。

　何をそんなに思い詰つめているのか、瞳ひとみの淵ふちには涙なみだすら浮うかんでいた。

（おいおい、長谷川がそれほどの男子か……）

　思う忍。誰よりもほのかとの付き合いは長い忍である。

　気の小さいほのかが、下級生にも大きな態度の取れないほのかが、怪かい獣じゆう２人を前にして自分の意見を主張するのにはどれほどの勇気を燃やしたことだろう。

　そう思うと──、

　自分の一声で、それを吹ふき消してしまうことなど、忍には出来るハズもなかった。

「望むところだわ、さっさと始めましょうよ、クジ引き」

　と、言ってしまった。

　引きつった声ではあったが。

（ごめんね、忍ちゃん……）

　ぎゅっと袖を握にぎって、ほのかは目で謝った。

　忍は、気にしなくていいから……、と首を振りながら、心の中で滝たきのような涙を流していた。その涙は炎ほのおとなって健太に巻き付き、焼き尽つくした。

（長谷川……！　長谷川め……！　お前が宙ぶらりんな態度さえ取らなければ、私がこんな恥はずかしい思いをするコトはないんだぞ─────っ！）

　焼いて焼いて焼き尽くした。




　　　　♣




　空に、青白い月の輝かがやき。

　満天を埋うめ尽くす星々の中心に、ほぼ満ちた月が浮かんでいた。

　猫と人間の足跡が砂浜に延びている。

「…………毎度の事と言ってはナンだが、今回もややこしいコトになったな」

　呆あきれた顔で言ったのはメフィ、つまり猫のほうだ。

「そーんなこと言って、ホントはちょっと楽しがってない～？」

　猫の頭を人差し指でツンと突つついたのはのえるだ。

「分からんな、さっぱり分からん」

「なにが？」

「お前が面おも白しろ半分なのか、本気でアイツを欲しいと思ってるのかがだ」

「本気よう、めちゃ本気」

「それなら昔の約束を持ち出せば済むことだろう。お前が冗じよう談だんだって事にした婚こん約やくの話にしろ、本当だとわかれば、お前のことを嫌きらいな様子でもないし、なによりあの性格だ。他ほかの女に見向きをするコトもなくなるだろう。第一てっとりばやい」

「……メフィって、恋れん愛あいにまで効率を求めるタイプなんだね」

「俺の話はどうでもいいだろう！」

　ムキになるメフィが可愛かわいいと思えて、のえるは笑った。

「どうなるか分からないから面白いんじゃない」

「そうか？　それを面白半分というんじゃないか？」

「違ちがうわよ。だって……」

　と、のえるが理由を言いかけた時だ。

　もう１人の足が、現れた。

「いざとなれば、メフィに魔ま法ほうをかけてもらえばいいのですからね」

「シャイニィ！」

　メフィの正体がばれた!?

　のえるは慌あわててメフィを抱だきかかえると、猫の物真似まねなどを始めてみた。

　にゃー、とか、にょー、とか。

　シャイニィはそれを無視して、

「あなたがメフィ？　初めまして」

　と、挨あい拶さつをした。

「のえる……」

　どうする？　と、メフィはヒゲを揺ゆらして、彼女にサインを送った。

　必要となれば、記き憶おくをいじるぐらいのことはメフィなら出来る。

「あ、ごめん。なんかの話でうっかり喋しやべっちゃってたよ……」

「……おい」

　呆れるメフィに。

　シャイニィはすべてを見切ったような、そんな不敵な表情をみせた。

「ノエルの余よ裕ゆうが分かりました。そんな魔ま法ほう使つかいが居れば、何とでもなりますものね。負けたところで──」

　例によって、のえるは相手が心配するような話を省略しているから、シャイニィは魔法と引き替かえにしなければならないモノが何であるかまでは知らない。

　ほほいのほいで、どんな願いでも叶かなえてもらえると思っている。

　だから、こんなことが言える。

「負けたところで、魔法をかけてもらえばよいのですものね」

「し、しないわよ！」

「どうでしょうか」

　あさっての方角を見るシャイニィ。

「しないったらしないってば」

「いざとなったら、人間わかりませんものね」

「じゃあ、メフィと契けい約やくしてもいいわ！」

　イキオイで、そんな事を口走ってしまった。

「おい！」驚おどろくメフィ。

「何を言う気かは知らないが、途と中ちゆうでやめたって訳にはいかないんだぞ」

「悪あく魔まとの約束は絶対、って言いたいんでしょ？　分かってるわよ～」

「その言い方が、とてつもなく分かってない気がするんだが……」

　メフィは目を半月にする。

　しかし、メフィの不安をよそに、のえるはあっさりと契約を口にした。

「じゃ、日本に帰るまで、あたしはいっさいメフィに助けてもらいません」

「もらったらどうします？」

「なんでもあげるわ、シャイニィの１番欲しいもの」




　　　　♣




（私の１番欲しいものって……）

　のえると別れて、シャイニィは自分のコテージへ戻もどって、扉とびらを閉じた。

　灯あかりはつけない。

　月明かりに照らされて、夜だというのにバルコニーから見える海は明るい。

　シャイニィは夜が好きだった。

　人の目を逃のがれて、生き物たちがのびのびと生きる時間。本当の自分でいられる時間。

　キラキラと差し込む月光が、波間を穏おだやかに映し出していた。

　夜とて暗黒という訳ではないのだ。

　そこには機械的な音はなく、ただ自然の営みがあるだけ。

　寄せては返す波の音を耳にしながら、シャイニィはベッドに横たわった。

　さっきの言葉がひっかかっている。

（どうして私ではなく……）

　のえるが先に出会ってしまったのだろう、健太と。

　順番が逆だったら……、と考えてみる。

　それでものえるは変わらない気がする。

（のえるは強い）

　笑いながら、性しよう懲こりもなく色々としでかすだろう。

（そして私は……弱い）

　たとえ自分が先に出会っていて、結けつ婚こんの約束をしていたところで、ライバルが現れればやっぱり不安に思うだろう。いや、ライバルがいなくても不安に思うはずだ。

（私、嫌きらわれてはいないかなって）

　今なら、分かる。

　アルリオンを失って、健太と出会って、心の傷も癒いえてきた今なら分かる。

（私は選ばれたことがない）

　誰だれにもない。

　生まれた頃ころから父母とは離はなればなれだった。王位継けい承しようをめぐる争いで、アルリオン以外は敵だった。そのアルリオンですら、私に求めたのは王おう冠かんだった。

　みんなが見ているのが自分ではなく、いずれかぶるであろう王冠なのかと思うと、自分はどこにも存在がないように思えてくる。空っぽな器みたいに思えてくる。

　だから、いつも不安だ。

（私はのえるみたいに、自信満々には生きられない）

　答えは簡単なのだ。

（絆きずなが欲しい）

　私を選んで欲しい。

　世界の誰でもなく、私だけを好きと言って欲しい。

　他ほかの誰にも目をくれず、私だけを見つめて欲しい。

　どこにでも一いつ緒しよに連れていって欲しい。どんなことでも話して欲しい。

　だから、つながりたい。

　私は独りじゃないって教えて欲しい。私という存在がこの世に確かにあるってコトを教えて欲しい。自信を与えて欲しい、見えない檻おりから解き放って欲しい。

　選ばれないのは、取り残されるのは、

（もうイヤ）

　独りぼっちになった自分を思う。

　もう14だ。大人だ。寂さびしさに流されて泣いたりする事はない。

　けれど思い出すことはある。

　自分は独りなのだと思い知らされた時のやりきれなさを。

　帆ほを失い、大おお海うな原ばらを漂ただようだけとなった小こ舟ぶねのような──、落ちても落ちても底に到とう達たつしない坂を転がり落ちていくような──、叫さけんでも叫んでも誰にも振ふり向いてもらえないような──そんな怖こわい気持ちになる。

　悲しい、苦しい、切ない、どこまで行っても終わりの見えないひたすらな息苦しさ。空気を吸うことすら厭いとわしくなるほどの。

　愛って何だろう？　どうしたら手に入るんだろう？

（ケンタはどうしたら振り向いてくれるんだろう？）

　アルリオン兄さまは振り向いてくれなかった。

（私には無理なんでしょうか……）

　そのことだけが、怖かった。




　　　　♣




「さー、やるわよー！」

　絶対に破れないメフィとの契けい約やくも結んで、元気いっぱいののえるは、意い気き揚よう々ようと自分のコテージの扉とびらを開いた。

「お待ち申し上げておりました～っ！」

　中から、飛び出したのは恐きよう怖ふだった。

　いや、もとい、イブキだった。

「ど、どうしてここに!?」

　宮きゆう殿でんに置き去りにしてきたはずなのに！

「不法入国者だから日本に送り返してって頼たのんで、大使館に連れん絡らくして飛行機の手配までしたっていうのに、いったいどうやって、脱だつ走そうしてきたのよ!?」

　イブキ、その質問には何１つ答えず、

「お姉さまあるところ、イブキあり、ですわ♪」

　にっこりと笑い、抱だきついた。

　腰こしの所に、のえるの弱い所があるのはもう知っていた。

「にゃあ！」

　力が抜ぬけて、尻しりもちをついてしまう。

「お姉さま、今日こそは最後の最後までいかせていただきますわ！」

「な、何を!?……」

　のえるは懇こん願がんした。

　イブキが天才的にうまいのか、それとものえるが特別弱いのか。

　彼女のゼロ距きよ離り攻こう撃げきを食らったら最後、のえるは防戦一方になってしまうのだ。

「ね、ね、こういうのはお互たがいもうちょっと大人になってから……」

「弱音を吐はくお姉さまも、とっても素す敵てきですぅ」

　イブキには、自分の世界しか見えていない。

　うっとりと潤うるんだ瞳ひとみには、文字にすることすらはばかられるような愛の世界が、禁断の愛の世界が広がっているに違ちがいなかった。

　押し倒たおされるままになっていたのえるは、一匹ぴきの猫に助けを求めた。

「メ、メフィ、魔ま法ほうを……」

「……今回は使わないんだろ」

　南の島に、乙おと女めの悲鳴が鳴り響ひびいた。

























「う、ううん……」

　カーテンの隙すき間まから漏もれてくる、朝日のきらめき。

　砂すな浜はまを洗う波の音が、歌うように、ささやくように聞こえてくる。

　その響きは、ゆりかごで聞いた子守歌みたいに優やさしい。

　ふかふかの枕まくらに顔を埋うずめていた健太は、まぶしさから逃のがれるように寝ね返がえりを打った。




　ふっ、と吐と息いきが鼻にかかった。




　びっくりして、健太は目を開いた。

　視界いっぱいに、にっこりとしたのえるがいた。

「お・は・よ」

　幸せそうな表情をして、言う。

　雲みたいにふかふかとした枕に委ゆだねた顔が、愛くるしく微笑ほほえんだ。

　衣きぬ擦ずれの音をさせながら伸のびた彼女の手が、そっと、健太の手を握にぎる。

　ドキっとして、気付く。

　同じ布ふ団とんの中で、２人きりだということに。

「えええええええええええええ───っ！」

　健太はベッドから飛び起きた。

　ゴキブリのように後ずさって、部屋の隅すみにぴったりと張り付く。

　そんな健太を見て、のえるは呆あつ気けにとられた。

「男と女が逆のような気もするんだけど……」

　何はともあれ、朝食だった。

　トースターがあったので、パンと牛乳を。

　卵を見つけた健太は目玉焼きを作ることにした。

「健ちゃんはとーぜんジャムだよね」

「さすがのえる」

「ふふーん」

　のえるは焼き上がったトーストにジャムを塗ぬり始める。

　勝手知ったるなんとやら、言わずと分かるツーカーの関係だ。

　このへんは幼なじみだよな、と健太は思う。

　そういう自分も、ほどよく焼いたところでガスを切ったりする。

「膜まくを１枚破って、黄身がじわ～っと出てくるのがたまらないのよねえ～」

　のえるが喜ぶのが分かってるからだ。

　トゥルルルルルル……。

「あ、時間だ」

「え、もう次の番なの？」

「寝ね坊ぼうしちゃったみたいだね、あはは」

　慌あわてて食べて、着き替がえて、用を足して、出発の準備。けっこう慌ただしい。

　まるで毎朝、学校に通う時と変わらない感じになってしまったが、

「行ってらっしゃい」

　ほっぺにキス。

「やだーっ！」

　ぺしーん、とのえるが健太をひっぱたいた。

「……自分でしといて」

「改めて、行ってらっしゃーい」

　というわけで、健太は出発した。

　水上コテージから、島へとつながる桟さん橋ばしを歩きながら、健太は手て渡わたされたカードを確かめた。地図が書いてある。『ここにＧＯ！』とあった。

　あくまで彼女たちのペースだ。

（なんか彼女たちのいいオモチャになってる気が……）

　しなくもない。

　自分を口実にして、のえるもシャイニィも遊んでいるだけのような。

　そう思いながら、頰ほおに手を当てると、さっきのキスの感覚が蘇よみがえってきた。

（こういうのも悪くないよなあ……）

　素す直なおに、嬉うれしい。

　どんなに軟なん弱じやくでも、男の子は男の子なのだ。

（僕とのえるが結けつ婚こんなんかしたら、こんな感じになるんだろうか……）

　健太は想像してみた。

　大人になった自分は……サラリーマンになっているのだろうか？

　朝はこんな感じだ。

「健ちゃ～ん、朝ご飯できたよ～♪」

　台所からのえるの声、大人になったのえるはエプロン姿も似合っているのだ。

「今日はなんだい？」

「決まってるじゃない、健ちゃんの好きなものだよ」

　言わなくても以心伝心で分かりあえるところが、幼なじみのいいところ。

「はい、健ちゃんの好きなカップラーメン！」

　のえるは料理が出来なかった。

（……………………）

　いやいや、料理が出来ないぐらいなんだ。

（のえるが出来ないなら、僕がすればいいじゃないか！）

　大事なのは苦手なものを、互たがいに補いあおうという心だ。

　たとえば、今日みたいに、

「ち、遅ち刻こくする！」

　とか言って、わたわた焦あせっていたら、のえるはすかさず、

「健ちゃん、パトカー呼んどいたよ！」

　外には何十台もの警察車しや輛りようが。

「先導車輛も呼んだし、信号も全部青にしといたよ！」

（うわ～～～～～～～～！　ダメダメ!!）

　のえるといるかぎり、普ふ通つうの生活は送れそうもない。

「そうなんだよなあ……、何が疲つかれるって、のえると一いつ緒しよにいると、僕の神経じゃ持ちそうもないところなんだよなあ……」

　現実に戻もどって、健太は首を振ふった。

　ん……？

（つまり、僕は神経を鍛きたえて一緒にいたいってコトなのか？）

　健太はブンブンと首を振った。

　一緒になって、戦車に乗ったり、法律変えたり、社会を混乱させたり……。

（そんなのゴメンだよ～！）

　台風がやってきて、自分が家の中でじっとしていたいタイプだとしたら、のえるは暴風雨の中に飛び出して、嵐あらしだ雷かみなりだとはしゃぐタイプ。

　生きてる世界が違ちがうというか、吸ってる空気が違うというか、根本的な感性が違うのだ。

（嫌きらいなわけじゃ、ないんだけどな）

　思って、ハッとなる。

「違う違う」

　呪じゆ文もんのようにつぶやいてみる。

　どうして否定しようと思うのか、健太は考えなかった。

　考えているうちに、地図に記されていた場所に近づいていた。

　椰や子しの木の囲む小こ径みちを進む。木の葉ごしに陽光が差し込むキラキラとした道を進んでいると、曲がり角のところで彼女と出会った。

「おはようございます、ケンタ」

　折り目正しい挙きよ措そで、深く頭を下げるシャイニィがいた。

　夏の日の下でにっこりと笑う彼女は、ひまわりのようだと思った。
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「手を……つないでもいいですか？」

「え、あ、うん……」

　煮にえ切らない返事を健太はした。

　シャイニィと手を握にぎったことぐらい、たぶん、何かであったはずなのに、じっと瞳ひとみを見つめられて言われると、特別なことのように思えて、意識してしまう。

　適当に頷うなずいて、視線をそらす。

　嫌いやな訳じゃないのに、なぜか逃にげ出したくて、よく分からない。

　彼女の手が触ふれる。温かくて小さな手だと思う。

　どきどきしてしまう。

　緊きん張ちようしているのは僕だけなのかな、と思って、シャイニィを見る。

　一いつ瞬しゆんだけ視線が合って、うつむいて、彼女は頰ほおを染める。

　可愛いな、と思った。

「ごめんなさい」

　つぶやくように彼女は言った。

「なにが？」

「こんなコトに巻き込んで……、ごめんなさい」

　心からそう思っているのか、彼女の表情は辛つらそうだ。

　だから、

「ううん、かまわないよ、ぜんぜん気にしてないし！」

　手を頭にやって、能天気に笑ってみせる。

「そうなんですか？」

「けっこう楽しんでるよ」

「そうなんですか」

（ホントはすっごく困ってるんだけど……）

　落ち込んでる彼女を見てしまうと、言えない。

　ホッとしたように、笑え顔がおに戻るシャイニィを見て、

（よかった）

　と、顔を和なごませた。

　長谷川健太とは、そういう男の子なのだ。

　すると、シャイニィはぎゅっと握る手に力を込めたので、健太はどきりとした。

　張りつめた顔で、彼女は言う。

「私はかまわないのですよ」

「な、何を？」

「ケンタの気持ちは分かっていますから」

「だから何を分かってるのさ？」

「ケンタが全員と結けつ婚こんして、ハーレムで酒池肉林の限りを尽つくしたいと思っていても」

「思ってないよ!!」

「まぁ」

　シャイニィは驚おどろいた顔をした。

「キミは今までどういう目で僕を見てたのさ!?」

「すごく困っていらしたので……、てっきり、全員を選びたいのかと……」

「うっ……」

　思い当たる節があって、健太は胸に手を当てた。

「ち、違うよ」

　違わない。

「そうなのですか？」

　健太の言葉を素す直なおに受け取るシャイニィ。

　ホントは誰だれでもなくて、こんなゲームからはリタイアして、日本に戻もどりたいのが本音なのだけれど、『誰も選べない』のと、『全員を選びたい』というのは、根っこのところで同じ気が健太はしたのだ。

（こんなとき陛下のコトを思い出してしまうのはなんでだろ？）

　レイと自分を比べてみて、逃げ回ってるだけの自分は、どうなんだろう？

　シャイニィがもし、勘違いでもなんでもなく本当に自分のことが好きだとして、『僕はまだ自分の気持ちが分からないんだ』とか言って逃げるのは、卑ひ怯きようじゃないのだろうか。

「僕が困っているのはそういうコトじゃないんだよ」

　答えをごまかしているあたりが卑怯だと思う。

　するとシャイニィは即そく座ざに、

「私のせいではないのですか？」と聞いてきた。

「違う、ぜんぜん違うよ」

「よかった……。ケンタを困らせているのではなくて」

　シャイニィは胸に手を当てて、安あん堵どのため息をついた。

　どうやら、そのことだけが気掛かりだったようだ。

　それに比べて、後ろめたさに手を当てた自分は──、そう感じて、健太は言った。

「ありがとう」

「えっ」

「シャイニィはいつも僕のことを気き遣づかってくれてるよね」

　健太は感謝していた。たいていは訳の分からない方向に暴走していくけれど、気遣ってくれていることに代わりはない。その心づもりが嬉うれしかった。

　するとシャイニィはうろたえた。

　健太の言葉は予想もしてなかったのだろう。驚いて、びっくりして、何を言っていいのかわからず、途と端たんにおろおろとし始めたのだ。

「そんな……、私……」

　金魚のように口をぱくぱくとさせて、視線を合わせられずうつむいて、一言。

「うれしい、です」

「うっ」

　健太はずきんと胸が痛んだ。

「ごめんなさい、でも、私、思ってます」

　両手の指を組みながら、シャイニィはこぼれるような笑顔を浮うかべて言うのだ。

「ケンタと、この島に来れてよかった」

「うう……」

　ますます胸が痛む健太だった。

（はっきりしない性格でごめんよ～～～～～～～～！）

　だから、

「時間だぁ！」

　と、現れた忍がいきなり背中に蹴けりを食らわせた時、思わず言ってしまったのだ。

「ありがとう」

　忍の顔からさーっと血の気が引いていった。

「長谷川……、蹴られて感謝するなんて……、お前、変わったな」

「違う！　違うんだってばああああああああ！」
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　で、忍との時間なのだが──。

（いちおう、夫婦ごっこをするって設定なんだよねえ……？）

　ガタン、ガタンと乱暴に並べられる食器。

　見てくれを考えないサラダはジャングルのような盛りつけ。

　そして交かわされることのない会話。

　夫婦は夫婦でも、離り婚こん寸前の夫婦のようだった。

（ひ～！　居い心ごこ地ち悪いよう～！）

　話をしようにも、言葉に出来ない威い圧あつ感を忍は放出していた。

　ここは島の中央にある、野外パーティ用に設けられた公園のようなスペースだ。

　キャンプ場にあるような簡単な炊すい事じ場ばとテーブルがあって──、

　口をへの字に曲げてる、忍がいる。

「ほら、食え」

　とても不ふ機き嫌げん。

（怒おこらせるほどひどいコトしたかな……？）

　健太には本当に思い当たる節がなかった。

　昨日からの忍の態度は変だった。

　飛行機の中でいきなり告白してきたり、

　なのに、それからというものプンプンと怒りっぱなしで、

（訳わかんないよ……）

　健太は首を傾かしげるしかなかった。

「ほら、食え」

　忍が用意したのは、簡単なパスタとサラダだった。

「お前ごときにはこれで充じゆう分ぶんだろう！」

「忍には牛乳が必要だよね」

「どういう意味だ」

「怒りっぽい人はカルシウムが必要なんだって」

「四の五の言わないでさっさと食え！　残すなら残すでいい！　私は早く片付けたいんだ！」

「せっかく自分の作ったモノを、ゴミみたいに言わなくても…………」

　まあ、確かに盛りつけは、めちゃくちゃだけれど。

　料理は作り手の気持ちを表すとは、よく言ったものだ。

「いま、お前が何を思ったかは知らんが、黙だまって食え」

（確かにマズそうだ……）

　しかし、せっかく作ってくれたものを残すのも失礼だ。

　健太は思いきって食べることにした。

（ん!?）

　そんなにマズくない。

　というか、むしろ美味おいしかった。

　びっくりして沈ちん黙もくする健太に、

「私の作った料理に文句があるのか!?」

「何も言ってないよ！」

「美味しくないなら美味しくないと、はっきり言え！」

「だからそんなこと何も言ってないじゃないか！」

「じゃあ、何が不満なんだ！」

「不満なんかないって！　美味しいよ!!」

「なっ」

　びっくりして言葉を失うのは忍の番だった。

「お、驚おどろかすようなコトを言うな！」

「それはこっちの台詞せりふだよ！　いきなり僕のこと好きとか言ったり!!」

　致ち命めい的な一言だった。

　忍は全身をぶるぶると震ふるわせ、顔をひくひくとひきつらせた。

「し、知らん！」

「飛行機で言ったじゃないか！」

「アレはアレで、コレはコレだ！」

「訳わかんないよ！」

「～～～～っ！」

　爆ばく発はつしそうな怒いかりに、忍は両手の拳こぶしを握にぎりしめた。皮ひ膚ふが白くなるほど握りしめた。

　この怒りで謎なぞの力が目覚めでもしたら、地球の１つや２つ吹ふき飛ばしてやりたいところだった。長谷川健太が心の中で自分の言葉をどういう風に解かい釈しやくしているのかと思うと、腹が立って腹が立って、はらわたが煮にえくりかえるようだった。それをひとえにこらえているのは長谷川健太に罪はないからであり、それでも許せないのは長谷川健太がいつまでたってもほのかの気持ちに気付いてやらないからだ。そして何よりも許せないのは──。

（私がお前のことを好きだとお……！）

　そんな勘かん違ちがいを能天気にもされている事だった。

　健太が心の中で自分のイメージを勝手に作り上げているのかと思うと……、

（納なつ得とくいかん！　納得いかん！　納得いかん！）

　耳の穴から指を突っ込んで脳みそをかき回して記き憶おくをぐちゃぐちゃにしてしまいたい気分だった。

　ちなみに、激情に震える忍の姿を健太のほうから見ると、こうなる。

「冷静になったほうがいいよ、好きなんて。雰ふん囲い気きに飲まれているだけでしょ」

（そうやってお前に勘違いされるのが、なによりムカつくんだ！）

　忍は、怒りの高速増ぞう殖しよく炉ろをますます加速させた。

「うぬぼれるな！　私はお前のコトなど何とも思ってない！」

「じゃあなんで、これに参加してるのさ!?」

「わ、私は……！」

　言いかけて、忍は思い出した。

　両手をしっかと合わせたほのかが、いじらしくも真しん剣けんに、お願いをしている姿を。

『私から好きって言いたいの！』

　耳の先まで真っ赤にしながら、ほのかはそう言った。

　人見知りで、はにかみ屋で、人一倍恥はずかしがり屋なほのかが、言ったのだ。

（私に出来るわけがない！）

　ほのかの決意を踏ふみにじるような事を。

（言える訳ない！）

　付き合いで参加したと本当の理由を言えば、ほのかが健太に告白したのも同じになる。

　そこが忍の壮そう絶ぜつな葛かつ藤とうだった。

（それをこの男は、ほのかの想おもいに気付かないどころか──）

（私がお前を好きだとお!?）

　心の中で繰くり返すだけで、気絶したくなった。

（長谷川健太！　思い上がるにもほどがあるぞ！）

　と、１人で悶もん々もんとしているものだから、

「四の五の言わずに食べてごらんよ」

　と、健太が差し出したスプーンに条件反射で口を開けてしまった。

　まるで恋こい人びと同士みたいに。

「ね、美味しいだろ」

「………………」

　もぐ、もぐもぐ。

　何も言えなくなって、じっくりと嚙かんで、忍は飲み込む。

　忍はうっかり自分がしてしまった事の恥ずかしさに、体中の血液が頭に集まって、自分で作ったパスタの味も何も、さっぱり分からなくなってしまった。

「どうしたの？　顔色変だよ」

「お前の顔は見たくない！」

「じゃあなんで参加してるんだよ!?」

「食ったらさっさと行け──っ！」

　忍は有無を言わさず健太を蹴けっ飛ばした。

　蹴って蹴って蹴っ飛ばした。

　健太は子犬みたいに四つんばいで逃にげ出した。

「何がなんだか、分かんないよ～っ！」




　　　　♣




「痛ててて……」

　けっこう本気で痛かった。

　お尻しりをさすりながら、健太は次の場所へと向かっていた。

（陛下はハーレムは男の夢だとか言ってたけど……）

　これのどこが夢なんだろうか、と思う。

（やっぱりみんなして僕をからかっているだけなんじゃないのかなあ……）

　そんな気がする。

（でも……）

　彼女たちの表情を思い出す。

　のえるの幸せそうな笑え顔がお、照れるシャイニィ、真っ赤になって怒おこる忍。

（演技であんな顔が出来るのかな？）

　３人とも演技とは思えなかった。３人とも本気だったと思う。

（女の子って、やっぱりよく分からないよ……）

　とか、首を捻ひねりながら歩いていると。

「あの……」

　通り過ぎてしまった。

「長谷川くん……」

　約束の場所に待っていたほのかに気付かず、

「待って……」

　物思いにふける健太はすたすたと歩き去ってしまったのだった。

「長谷川くぅん！」

　泣きそうな声でほのかが叫さけんで、やっと健太は振ふり向いた。

「ご、ごめん……」

「わ、わたしって、そんなに印象薄うすいかな……」

「そんなコトない、そんなコトないよ！」

「…………」気にしているのか、ほのかはうつむいてしまった。

（マズイ！）健太は話題を変えようとカードを見てみた。

「そ、そーだ！　ほのかちゃんとは何をするのかな？」

『自由』とあった。

「……何をしてもいいってコトなのかな？　ほのかちゃん、何かしたいコトある？」

「えっ、えっ、長谷川君は？」

[image: ]

　緊きん張ちようしいのほのかが、言われてとっさに決断をできる訳がなかった。

　ましてや、大好きな健太の前ではなおさらだ。

　何をしてもいいと言われても、すぐに何をしていいか分からなくなって、一いつ杯ぱいいっぱいになってしまう。

　焦あせって慌あわてて、ほのかはうわずった声で健太に振った。

「え、あ、ほのかちゃんのしたいコトでいいよ。失礼なコトしちゃったし」

「えっ……」

　したいことはもう決まっていた。１つしかなかった。

　告白だ。

　しかし、言いますといって、すぐに言えるものなら苦労はしない。

　恋こいの悩なやみなんて存在しない。

（したこともないわたしに分かる訳ないよぅ～）

　告白しなくちゃ、という気持ちだけが空回りして、胸の鼓こ動どうばかりが加速する。

　焦る気持ちばかりがふくらんで、顔がトマトみたいに真っ赤になる。

「ど、どうしたの、ほのかちゃん？　熱射病？」

「………………」

　言いたいことは山ほどあるのだ。

　昨夜、何度も何度も下書きをして、予行演習をして、[image: 100]回暗唱できるぐらいに頑がん張ばったのに、いざ、健太を目の前にしてしまうと、頭の中が真っ白になってしまう。

「どうしたの？　真っ赤だよ」

「真っ白です！」

「へ？」

　ほのかの様子のおかしさが心配になった健太は、提案した。

「日差しが強くなったし、とりあえず木こ陰かげに座ろっか」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです」

　そう言って、

　彼女は倒たおれた。
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「熱射病は怖こわいから気を付けたほうがいいよ」

「う、うん……」

　椰や子しの木にもたれかかって、ほのかは頷うなずいた。

「ぼけっとしているだけなんて、つまんないかな？」

「ううん、そんなコトない」ほのかは首を振った。

「話が出来るだけでいいの！」

　それだけで、告白は出来るのだから。

　でも。

「……………………………………………………………」

　緊張して、何も言えない。

「…………………………………………………………………………」

　喋しやべろうと、口をモゴモゴとさせるのだけれど、言葉が喉のどから先に出てこない。

「………………………………………………………………………………………」

　指をモジモジとさせたり、砂に「の」の字を書いてみたりしても、

「……………………………………………………………………………………………………」

　気の利きいたことが言える訳でもない。

（何を喋ったらいいか分かんないよう……）

　はあああああ、とほのかはため息をついた。

（情けない）

　自分でも思う。

（こんなに近くにいるのに……）

　１番言いたい事も言えないなんて。

　一晩中、心に思い描えがいていた淡あわい期待が、はかなく消えていく。

　胸のうちでぱんぱんに膨ふくらませていた風船が、しゅうううとしぼんでいくようだった。

　自分らしいや、と、ほのかは思った。

　意い気く地じのなさとか、いざという時には決まって尻しり込ごみをしてしまう気の弱さとか。

　あまりに自分らしすぎて、笑うしかないほどだった。

「こうやって話すの久しぶりだね」

　健太の方から話しかけてきた。

「のえるが来てから、塾じゆくに行く暇ひまなくなっちゃったから、こうやって話すコトもなくなったよね」

「うん」

「だから、ちょっと話しかけづらかったんだ」

「そうなの？」

「でも、ほのかちゃんと話してるとやっぱり落ち着くよ」

「えっ……」

　ほのかの心臓がちょっと跳はね上がった。

「みんな凄すごい子だろ？　のえるとかシャイニィといると、驚おどろくことばかりだし、この島に来てから忍しらみねも様子が変だしさ」

　ほのかは懐なつかしい感じがした。

（そういえば、長谷川くんとのんびりと話したことって、どれぐらい昔だろ）

　人見知りをするほのかは、男子が苦手だ。

　話しかけられると意味もなく気を張りつめてしまい、疲つかれてしまう。

　なのに、健太と接している時はそんな事がなかった。

　なぜなのかは分からない。雰ふん囲い気きなのだろうか、分からない。

　ただ、とても落ち着くのだ。

「普ふ通つうの女の子って、ほのかちゃんぐらいだよ」

　健太のその言葉に、ほのかはドキッとした。

（それって……それって……）

（わたしのコトが好きってこと？）

　考えるだけで、ぱあああ、と花を散らしたように頰ほおが赤くなってしまった。

（いま、するしか！）

　ほのかは覚かく悟ごを決めた。

「あの……、あのね……」

　胸の高鳴りのままに、思いを言葉にする。

「長谷川くん」

「なに？」

「長谷川くん、わたし、わたしね──」

　次の言葉を言おうとして、胸が一杯になって、健太の顔が見れなくなって、うつむいて。

「長谷川くんのコト……、わたし、長谷川くんと……、す、す……」

「す？」

「す」

「す？」

「スイカ割りがしたいの！」




　この時ほど、ほのかは自分がイヤになったことはなかった。




　砂すな浜はまでスイカ割りが始まった。

　みんな、きゃあきゃあ言っている。

　ほのかはどよーんと木こ陰かげで沈しずんでいる。

　砂浜では目め隠かくしをした健太が見当違ちがいの場所を叩たたいて失敗したところだ。

　ほのかの隣となりにいた忍は、じとーっと白い目をしていた。

「ごめんなさい……」

　謝る、ほのか。

「だいたい予想はついたけど……」

「忍ちゃんにあんなに頑がん張ばってもらったのにね」

「まったくだ」

「忍ちゃん、好きな人いるの？」

「な!?」

　いきなりの質問に忍は焦あせった。

「いない、いないから、気にするな！」

「怒おこってる？」

「お、怒ってはいない」

「だって困った顔してるから」

「恥はずかしいだけよ」

「どうして？　忍ちゃん、女の子らしいのに」

「なっ、なに言うのよ、自分のことを考えなさいよ！」

　また赤くなる。

「そ、そうだよね」

「いいから、参加してきなさい」

　と、忍はほのかを押し出した。

　とてとて、とほのかは飛び出した。

　するとそこに棒を高々と掲かかげた、目隠しモードのさくら先生がいた。

「ほのかちゃん、危ない！」「先生、避よけて！」

　みんなが口々に言う台詞せりふに、さくらはかえって混乱してしまった。

「えっ、えっ、何があったんですか？」

　さくらは、とにかく棒を振ふり下ろそうとした。

「ますます危ない！」

　健太が助けに突っ込んだ。

　というか、ほのかを助けるつもりでさくらに激げき突とつしただけだった。

　べしゃん、と、３人まとめてずっこける。

「長谷川くん、桃園先生、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「うーん」「はう～」

　２人は目を回していた。

　健太が下した敷じきになっているだけ、さくらの方が軽傷だったけれども。

　つまり健太のおなかの上には、おまんじゅうみたいな胸が。

　さくら先生の大きな胸がはみだしちゃいそうなほどに潰つぶれていたのだった。

　健太が目を回している間、

（ス、スッゲー……）

　みんながみんな、そう思った。




　　　　♣




　空の太陽は、ゆっくりと西に傾かたむきつつあった。

「次は、と」

　健太は次のカードをめくった。

　一いつ緒しよにお風呂ふろ、とある。

「ええっ!?」

　健太はごくりと息を吞のんだ。

（のえる、シャイニィ、忍しらみね、ほのかちゃんは終わったから……）

（さ、さくら先生!?）

　健太の脳のう裏りに、昼間見たさくら先生の魅み惑わく的な姿が弾はじけとんだ。

　モデルも一目置くような先生のスタイルは、思春期まっただ中の健太にとっては目の毒以外の何物でもない。

　思い出すだけで、健太は鼻血が出そうになる。

（ていうか……）

　そもそもさくら先生って、何で参加しているんだろうか？

　忍と同じぐらい、健太には分からなかった。

（流されやすい性格してるし……、成行きとか、冗じよう談だんのノリなんだろうな……）

　さくら先生なだけに、それは充じゆう分ぶんにあり得る気がした。

（それはそれとして……）

（さくら先生のお風呂……）

　いけないと思いつつも、想像を止められないのが男の子だ。

　湯ゆ煙けむりに浮かぶ、先生の姿。

　両手で隠かくしきれない胸の大ぶりさとか、すごくエッチな気がする腰こしのくびれとか、大きなお尻しりとか、すらりと長い足とか。

　そしてメガネは付けているのだろうか、外しているのだろうか……。

（鼻血とか出しちゃったらどうしよう）

　そんなことを心配する。

「長谷川くんってエッチね」

　想像の中のさくら先生が「めっ」と、優やさしく怒おこってくれた。

（なんか、それもいい気が……）

　いけない、いけないと思いつつ、どんどんと伸のびてゆく鼻の下。

　道の先に建物が見えた。煙えん突とつらしきモノからはもくもくと煙が。

（あ、あそこには……、さくら先生が……）

　早まる鼓こ動どう。高鳴る期待。

　健太はどきどきを抑おさえられないまま、建物の扉とびらを開けた。

「遅おそかったわね」

　イブキだった。

「なんでっ!?」

　予想が外れたというよりは、信じられないモノを見るような目を健太はした。

　彼女の参加は忍やさくらがするよりも理解不能だったからだ。

「なんでって、ワタクシもアナタのコトが好きになったからですわ」

「うそだーっ！　うそだーっ！」首をぶんぶんと振ふって健太は否定した。

「だって、ゲームに参加しないと、この島にいられないんですもの。お姉さまとひと夏の思い出を作るためには、しょうがありませんわ」

「自分の都合に僕を巻き込むのはやめてよ！」

「尽つくせばいいのでしょう、尽くせば」

　むちゃくちゃ捨て鉢ばちに言う。

「いや、むしろ何もしてくれないほうが……」

「水着着て、目め隠かくしして、それでワタクシの背中流しなさい！」

「無理だよ!!」




　　　　♣




　そんなこんなで、空には日が落ちようとしていた……。

（変な１日だった……）

　そんなことを思いながら、コテージの前に戻もどってきた健太は最後のカードをめくった。

『一緒におやすみ』とある。

「誰だれとだろう……」と考えて、あと１人しかいないことに気付く。

（さくら先生!?）

　思った瞬しゆん間かん、またまた花火のように妄もう想そうが弾はじけた。

「長谷川く～ん」

　夢の世界から、下着姿のさくら先生が自分に向かって、おいでおいでをしていた。

　ビキニとあまり違ちがわないはずなのに、下着のほうがエッチな気がした。

　エッチといえば裸はだかなのに、妄想のさくら先生は下着の上に、透すけて見えるネグリジェを着ていたりする。余計なものが一いつ杯ぱいついてるのに、裸よりも余計色っぽく見えるのはなぜだろう。

「うふふ、長谷川くん、こっちに来て」

　いつの間にかさくら先生はベッドに座っていて、自分を手招いた。

　ダブルベッドには、ぴとっとくっついた枕まくらが２つ。

「着席しないと、欠席にしますよ」

　そう言うと、さくら先生はネグリジェのボタンに指をかけて、

「着たままじゃ、来てくれないのかな？」

　ボタンを１つ、また１つ、外し始める。

「長谷川くんって、エッチね」

　さくら先生が「めっ」と、優やさしく怒おこってくれた。

「ちがーう！　さくら先生はそういうこと言わないよう！」

　ぶん、ぶん、ぶん、ぶん。

　健太は頭を振って雑念を吹ふき飛ばした。

「僕って……、僕っていったい……」

　幸せなような、いけない事をしてしまったような、複雑な気持ちに健太はなった。

　男の子はそういうものなのです。

　と。

　こんこん、とドアがノックされた。

「長谷川くん、いますか～？」

　他ほかならぬさくらの声に、健太は心臓を撃うち抜ぬかれたように焦あせった。

「は、入ってます！」

　トイレじゃあるまいし。

「こんばんは、長谷川くん」

　入ってきたさくらは、いつもののんびりとした調子だったので健太はホッとした。

　が、すたすたと寄って、両手で顔を抱だきかかえようとしたので、健太はびっくりした。

　自分はまだ、妄想の続きを見ているのかと思った。

「昼間はごめんなさい。大だい丈じよう夫ぶでしたか？」
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　さくらは自分が倒たおれ込んだせいで、健太が頭に作ってしまったタンコブを気にしていたのだ。

「え……、いや、へ、平気ですよ」

「噓うそをついちゃダメですよ、放っておくと大変なコトになるんですから」

「ホントに大丈夫です」

　答える健太はそれどころではなく、数センチのところに迫せまったバストに目が釘くぎ付づけ状態だったりした。

　ホントに心配無用だった。

「でも、本当は疲つかれたでしょ、今日は」

「えっ」

　本音を言い当てられたような気がして、健太は驚おどろいた。

　ゆっくりと、優しく、どこかのんびりとしたさくら先生の声は、心に滑すべり込んでくるようだった。

「長谷川くんは優しいものね」

「い、いえ、そんな、僕なんかちっとも……」

　健太は首を振ふった。謙けん遜そんではなく、心から違ちがうと思っていたから。

「いつも人のコトを考えるから、イヤって言えないのよね」

　そうなのかな、と健太は思った。

「でも、そういうところが折原さんたちに好かれる理由だと思います」

「のえるは……、変わってるから」

「先生も思ってるわ。長谷川くんの優しいところ、大好きです」

（だ、大好き～!?）

　健太の中で、またまた妄もう想そうが弾はじけてしまった。

（そういうつもりの『好き』じゃないってコトは分かってるはずなのに……）

　すぐにＨ方面に接続してしまう想像力がすごくイヤだった。

（僕って……、僕って……）

　無言でおろおろする健太の姿は、さくらの目には違うものに見えたらしく、彼女はもう寝ねてしまいましょうと提案した。健太はひどく疲れていると思ったのだ。

「今夜はぐっすり眠ねむりましょうね」

（そう言われても……）

　変な妄想をしてしまったせいで、眠れなかった。

　体中の神経という神経がびりびりに興奮して、落ち着かないのだ。

　そんな健太の様子を見てとったさくらは、ふふ、と笑い。

「先生が子守歌でも歌ってあげましょうか？」

「そんな、子供じゃないですよ」

　健太は嫌いやがった。馬ば鹿かにされた気がしたのだ。

　そんなむくれた顔を、さくらは可愛いと思った。

「だっこしてあげます」

「い、いいです！」

「ふふふ、遠えん慮りよしないで」

　さくらは健太を子供扱あつかいした。

　嫌がる健太を、強ごう引いんに抱きしめる。

「どうです？」

「ど、どうですって言われても……」

　頭を抱きかかえられたので、自然と顔が胸に押し付けられる格好になった。

　それをどう言葉にすればいいのか、嬉うれしいといえば嬉しいし、困ったといえば困り、先生が何を考えているのか分からず、健太は頭がクラクラとしてきた。

　スイカみたいに大きいといえば大きいし、枕まくらのように柔やわらかいといえば柔らかいし、湯たんぽみたいに暖かいといえば暖かい……。

　そっちの方にばかり思考が進んでしまうのは14歳だからか。

「こうすると赤ちゃんだった頃ころの気持ちになれて、安心して寝られると、お母さまが言ってくれました」

　さくらの言い方がお母さんみたいだと、健太は思った。

　すると、緊きん張ちようが噓のように解けてきた。

　先生が、お母さんのような気持ちで接しているのだと思うと、素す直なおにそれに甘えてしまおうという気持ちが生まれてきたのだ。

「ふわふわした気持ちになりませんか？」

「う、うん……」

　さくら先生の言う通りだと思った。

　こんなこと、お母さんにしてもらったのって何年前だったろう？

　すごく懐なつかしかった。なんだか安心できた。ほんわかした気分になって眠たくなった。

　その時だ。

「長谷川ぁああああああああああああああ！」

　野や獣じゆうのような声がして、扉とびらが叩たたき割られた。

「だ、誰だれ!?」

　男の声に驚いて、健太はベッドから飛び起きた。

　無人島なのに、なぜ男の声がするのか？

　というかそもそも、

「なんで僕の名前を!?」

「私だからだぁああああ！」

「木佐先生っ!?」と、驚く健太。

「先生もこの島へ？」と、よく分かっていないさくら。

　しかも当事者の木佐の目は尋じん常じようではなかった。

「長谷川、貴様、中学２年生の分際で破は廉れん恥ちな……」

　飢うえた狼おおかみのような、野生の虎とらのような血走らせた目を光らせると、木佐はじりっ……、じりっ……、と健太に向かって歩みより始めたのだ。

「貴様だけはマジメな生徒だと思っていたんだがな……」

「て、いうか、先生どうやってこの島まで来たんですか!?」

「話をそらすなァ！」

　びゅん、と風を切る音がした。

　すごく目の前で、鋭えい利りな刃やいばが通り過ぎていった。

　まるで刀か何かのような……

「……って木佐先生！　なんで日本刀なんか持ってるんですか!?」

「先生、落ち着いて下さい！」と、さくらも。

「桃園先生こそ落ち着いて下さい！　相手は中学生ですよ！　それを、それを！」

「長谷川、そこに座れ～っ！」

「な、何するつもりなんですか！」

「安心しろ、峰みね打うちだ」

　木佐の目は血走っている。

　はぁ──、はぁ──、と息をつきながら、恐おそるべき形相で迫せまる。

「とても信じられませんよ！」

「き、木佐先生……、落ち着いて下さ……い」

「桃園先生は口を挟はさまないで……、のわ～～～～～～っ!!」

　驚おどろきのあまり、木佐は口をあんぐりとさせた。

　なんとさくらが、小型とはいえ冷蔵庫を高々と持ち上げていたのだ。

「落ち着いて下さい……！」

　腕わん力りよくの限界なのだろう、今にも倒たおれそうなぐらいにヨロヨロとした歩みで、さくらは木佐に近づこうとしていた。

　木佐も我に返らずにはいられなかった。

　自分のせいで彼女が怪け我がでもしたら、大変な事になってしまう。

　下手をすれば自分の命が危うい。

「わ、分かったから、桃園先生、それを降ろして！」

　木佐は刀を捨てた。さくらの無事がなによりの優先事じ項こうだからだ。

「本当ですか？」

　その時だ。

　さくらは力みすぎたのだろう。

　ぷちん、と、胸むな元もとで結んでいた紐ひもがちぎれ、上着が弾はじけてしまった。

　はらり、と重力に逆らえずに落ちてゆくさくらの上着。

　冷蔵庫を持ち上げていたから、胸元を隠かくすことの出来ない両りよう腕うで。

　そして健太と木佐は見た。

　さくら先生の大事なところを。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　すぐさまのえるたちが駆かけつけて、痴ち漢かん現行犯は逮たい捕ほされた。

「僕は無実だぁ……」

　目の幅はば涙なみだを流す健太。

「わ、私も無実だ！」

　叫さけぶ木佐は、むちゃくちゃに縛しばられてた。

「ていうか、なんで先生がココにいるのよ!?」

「お姉さま、野暮は言いっこなしですわ」イブキが耳打ちをする。

「あ、さくらセンセのためだ！」ピンとくる、のえる。

「ち、違ちがう！」

「何が違うのよ。日本刀までしょって」

「そういえば、お姉さまワタクシたちが入った時、先生の胸をはだけていましたですわ」

「ぼ、僕じゃないよ！」

　首を振ふって身の潔白を主張する健太。

「やっぱり……」彼女たちの白い目が、木佐へ。

「あ、あれは不ふ可か抗こう力りよくで……」

「やっぱり先生なんだ」

「あっ……。だ、だからだなあ！　お前らが考えているような、やましいコトではなくてだなア。お前らには分からん大人の事情が……」

「大人の事情～!?」

　いっせいに乙おと女めたちは色めき立つ。

　しまった、と木佐が思った時にはもう、乙女たちはまったく見当違ちがいの方向に想像をふくらませ始めた。

「あ、いや、そういう意味じゃなくて……」

「どういう意味なのか、詳くわしく教えてくれるのですね？」

　相手の心を見み透すかすような目をするイブキ。大人相手にまったく動じるところがない。

　むしろ木佐のほうが追いつめられて。

「は、話すコトなどない！」

「秘密なんですね」

「ち、違う～～～～!!」

　イブキの手にかかれば、木佐もドツボにはまった。

　と。

　そういう会話には興味のないシャイニィは、きょろきょろと首を回していた。

「ケンタは？」

　見あたらなくて、隣となりにいた忍にたずねる。

「そういえば、折原もいないな」




　　　　♣




　ざざざ……。ざざざ……。

　空には丸々と満ちた月。その灯あかりの下──、

　寄せては返す潮の音を聞きながら、のえると健太は岩に腰こし掛かけていた。

「今のうちに抜ぬけだそ」と健太の手を取って、みんなのいない浜はま辺べまできたのだ。

「見て、空を」

　と言って、のえるはごろりと岩に寝ねそべった。

「わあ」

　見上げた健太は、その光景に目を奪うばわれた。

　この島の夜空は星々の輝かがやきで満ちている。

　それは来た時から知っていたけれど、雲のかかった夜は初めてだった。

　まばらに浮うかぶ雲。その雲の奥に見える星々。

　薄うすい雲ごしに見え隠れしながら、瞬またたく星を眺ながめていると、健太はまるで自分が空にいるような気持ちになった。飛行機の窓から見た雲海の景色にそっくりなのだ。

　本当の川のように、天の川が空に帯を作っていた。

　光の流れが地上から空へ昇のぼっていくようで、なにか神聖なものを目まの当たりにしているような気持ちになって、健太はしばし、その幻げん想そう的な光景に酔よった。

「すごいよね……」

「うん」

「健ちゃんなら、分かってくれるかなと思って、連れてきたの」

　おや、と健太は思った。

　相手の立場に立った言い方は、のえるらしくないからだ。

（違うよ）健太は気付いた。

（のえるは僕のことを無視なんかしてない。いつも気に留めてくれていた）

「あのさ、前から聞きたかったんだけど……」

「なあに？」

「のえるはなんで、いつも僕を守ってくれるの？」

「好きだからだよ」

「……それは前にも聞いたよ」

　健太は一気に白けた。

「のえるは、僕が甘いから好きなんだろ？　何をやっても許すから、好き放題できるから好きなんだろ？」

「うん」

　あっさり肯こう定ていするのえるに、健太はがっくりした。

「そんなの好きって言わないよ！」

「それだけじゃないよ」

「えっ」

「一いつ緒しよの時間を過ごしたいんだよ」

「一緒の……？」

「あたしたちが見ている星って、何年も何十年も何万年も前の光なんだって」

「宇宙は広いからね」

「毎晩のように見える星なのに、今の姿は絶対に見えないんだよね」

「？」

　どんどんとズレていく話に、健太は首を傾かしげた。

「あたしたちもそうだよね？」

「そうかな？」

「心は見えないでしょ？　毎日逢あっていても、ホントのことは他人には見えない。後になって──、言葉とか行動とか、遠回しな所からだんだんと分かっていくだけで」

「あ……」

「だってそうだよね。心なんて、自分にだって分からないもの。どんなに素す直なおになったつもりでも、心の底にある気持ちに気付けなかったり……」

「うん……、そうだね」

「健ちゃん。鏡がない時代、人間はどうやって自分の姿を見たと思う？」

「え……、うーん……、見えなかったとか」

「こうやって、見たんじゃないかな」

　そう言って、のえるは健太を見つめた。

　両手で健太の顔を持って、自分の顔を近づけた。

「見えるでしょ？　あたしの瞳ひとみの中に、健ちゃんが」

「……あ……」

　確かにそこには自分がいた。

　言葉を失う健太を見つめながら、のえるは続ける。

「誰だれかがいないと、自分のことも分からない──、だから、１人じゃ生きていけないんじゃないかな。誰かといたいって思うんじゃないかな？」

　それは健太にも分かる気がした。

「あたしの鏡は健ちゃんだと思う。健ちゃんと一緒にいると、自分のことが分かる。あたしはどんなことがしたくて、どういう風に生きたいかって、どんどん分かってくるの」

「……」

　健太も同じことを考えていた。

　のえるといると、自分がどういう人間なのか、赤せき裸ら々らに暴あばかれていくような気持ちになる。とってつけた書き割りのような建前なんか、すぐに吹ふき飛ばされてしまいそうな鮮せん烈れつさが、のえるの生き様にはあった。心の底から、そう思った。

「だから鏡がいるように、人間には誰かが必要なんじゃないかな。──だから、思い出が大事なんだよ。一緒に笑ったり喜んだり。もちろんいいコトばかりじゃなくて、喧けん嘩かしたり、泣いたり、大変なコトもあると思う。けど、そういうコトでしか、相手のコトは分からないし、自分のコトも分からないんじゃないかな。誰でもいいってコトじゃないんだよ」

「僕も……、僕もそう思うよ」

　何かがつながった気が、健太にはした。

　のえるの事は分からない。彼女の頭の中は支し離り滅めつ裂れつな計算機のようで行動の予測はまったくつかない。でも、分かる気がした。分かりあえるような気がした。

　初めて、愛いとおしいと思った。




　　　　♣




「あ、ケンタ……」

　健太を見つけて、シャイニィは笑え顔がおになった。

　別れてからずっと、話の続きをしよう、昼間の話の続きをしようと思っていたからだ。

　すると、のえるがいた。

（えっ……）

　驚おどろいて、立ち止まる。

　そして健太の顔を見て──、シャイニィは胸が塞ふさがれるような気持ちになった。

　健太がとてもいい顔をしていたからだ。

　健太はただ笑ってるだけじゃない、怒おこったり、ムスっとしたりもしている。

　そんな感情は自分にも見せてくれる。でも、違ちがう。自分に対する時とは決定的に違う。

　遠えん慮りよのない顔を、健太はしていた。

　気をつかうところのない──、自分に見せない自然な顔を、のえるには見せていたのだ。

（私には──）

　考えることも耐たえられなかった。

　心臓の奥、自分の芯しんみたいな部分がきゅううう、と絞しめつけられるような気がして、シャイニィはどうしようもなく、やりきれない気持ちになった。

　ただショックで、胸が苦しくて、シャイニィは背を向けて走り出した。

　みじめだった。

（何を勘かん違ちがいしてたの、私は）

　健太はずっとカーテンを１枚隔へだてた接し方しかしてくれてないのに、自分は触ふれあえたと思って、勘違いして、喜んで、嬉うれしくて、はしゃいで──、

　触れあえてなど、いなかったのに。

（すれ違っているだけだったのに）

　いま、こうして、胸の張り裂さけそうな思いをしている事すら、誰にも理解してもらえない自分だけの空回りかと思うと、シャイニィは自分がみじめで、このまま潰つぶれて消えてしまいたくなった。

　しかも、足あし下もとにつまずいて、

　どて、とコケてしまう。

　顔から砂に激げき突とつした。

「ううう……」

　泣き面つらに蜂はちとは、このことだ。

　すると、つまずいたモノから声がした。

「痛たた」

「その声は──、レイ兄さま！」

「お前は──、シャイニィ！」

　砂すな浜はまに倒たおれていたのは、ズブ濡ぬれのレイだった。

「今回のプレゼントには、さすがのボクも死ぬかと思ったよ……」

[image: ]

　レイにしては柄がらにもなく、声に皮肉が混じっていた。

　眉まゆがひくひくとしている。ホントに死ぬ目に遭あったのだろう。

「ごめんなさい……」

　けれど、しゅんとなるシャイニィを見た途と端たん、レイはそっちのほうが心配になって、すぐに元の能天気モードになって、妹を励はげまそうとした。

「大だい丈じよう夫ぶ。美しきボクの妹よ。サメよりも早く泳げてしまった兄を持ったコトを光栄に思いたまえ、ＨＡＨＡＨＡ……ん？」

　レイはシャイニィの異変に気付いた。

　妹の目に涙なみだが浮うかんでいた。

　気丈な妹の目に涙が。

「……泣いているのか？」

「泣いてませんわ」

　首を横に振ふりながら、瞳ひとみを指でぬぐう。

「…………」

　何も言わず、レイはシャイニィを抱だき寄せた。

　そして、優やさしく頭をなでながら、こう言ったのだ。

「この兄にまかせとけ」

























　信じられない事もあるものだ。

　のえるがシャイニィに、ペコリと頭を下げたのだ。

「ごめんね、これまでいろいろムキになったり張り合ったりしちゃって」

　空は鮮あざやかに紫むらさき色いろ。

　朝焼けの砂浜で、穏おだやかな顔をしたのえるがシャイニィに謝っていた。

「私のほうこそ、ごめんなさい」

　シャイニィも素す直なおな顔で謝った。

「仲直りしたいの」「私もです」

　どちらからということもなく手を握にぎり合った。

「信じられない……」

　健太はあぜんとした。

「どうしちゃったの!?　２人とも、らしくない……じゃない、マトモなコトを……じゃない、いきなり普ふ通つうになるなんて!?」

　するとのえるは人差し指をぴんと伸のばして、

「なに言ってるの健ちゃん、ここはアルカンタラよ」

　シャイニィもゆっくりと頷うなずいて、

「日本とは違ちがいます」

「狭せまいモラルに縛しばられて、憎にくしみ合う必要はないのよ」

「そうです」

「あたしは健ちゃんが好き」

「私も好きです」

「だから、２人で健ちゃんを愛すればいいのよ」

　右手をのえるがとって、左手をシャイニィがとって、

　２人は健太の腕うでにぎゅっと抱きついたのだ。

「ええええええええええ～っ!?」

　ガバッ。

　健太が２人を抱き返したのではない。

　布ふ団とんから起きあがったのだ。

「夢……？」

　鮮やかな夢だった。

　感かん触しよくも生々しい。

（それはともかく……）

　問題は夢の内容だ。

　のえるに告白されて、シャイニィに告白されて、どっちを選ぶわけでもなく、２人と仲良くしたいだなんて夢を見てしまうなんて。

「僕っていったい…………」

　健太はあまりにも都合のいい妄もう想そうに、自分を嫌けん悪おした。

（夢の内容はともかくとして、２人が仲良くなるのはホントになるといいんだけど……）

　あくびをしながら、コテージの外に出る。

　空は鮮やかに紫色。

　朝焼けの砂すな浜はまに、のえるとシャイニィがいた。

　まったく夢と同じ光景に、健太は嬉うれしくなった。

　２人が仲直りをしていると思ったのだ。

「おはよう、のえる、シャイニ……」

　言いかけて、健太は絶句した。

　目から火花を散らしながら、２人がにらみ合っていたからだ。

「ぬけがけはしないという約束でしたわ」と、シャイニィ。

「ぬけがけ？」と、のえる。

「昨日のことです。勝手にケンタを連れ出して……」

「そもそも健ちゃんを何千キロも連れ出してるのはシャイニィだと思うんだけど……」

「ノエルが約束を守らないというのなら私にも考えがあります」

「あたしにもあるわよ」

「どんな？」

「そっちがその気なら」

　のえるが携けい帯たい電話を取り出した。

「では私も」

　シャイニィも電話を取り出した。

「うわ～、電話やめて～、じゃない喧けん嘩かやめて～っ！」

　たまらず、健太が割り込んだ。

「喧嘩？」

　のえるとシャイニィは、ピンと来ない顔をした。

「あたしたちそんなコトしないわよ」「平和的に解決するつもりです」

「じゃあ、手にしてる電話はなんなのさ！」

　すると、のえるは笑った。

「やあねえ、ただの携帯電話でしょ。剣けんが飛び出したりする訳じゃなし」

「もっと恐おそろしいモノが飛び出してくるじゃないか～っ!!」

　戦車とか、空母とか、戦せん闘とう機きとか、ミサイルとか……。

　米軍とか、米軍とか、米軍とか、米軍とか……。

「あたしはあたしの出来るコトをしてるだけよ」

　のえるはエヘンと胸を張った。

「出来ること？」

「出前よ」

「何の」

「核かくミサイルとか」

「そんなこと出来てどうするんだよ～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　健太は島いっぱいに響ひびきわたるような大声を上げた。

「こういうのはベストを尽つくさないと悔くいが残るって言うじゃない？」

「残そうよ、悔い……」

　健太はこの前の事を思い出して＊10、冷や汗あせをダラダラ、ダラダラと流した。

　そんな心配も、のえるとシャイニィにはまったく伝わっていないようで、２人はむしろ白黒つけさせてよ、という顔で健太に迫せまるのだった。

「じゃ、健ちゃん決めてよ、どっちが勝ちか」

「決められないよぉ～」

「じゃあ、サシで決めるしかないわね」

「やめてーっ！」

　健太は真っ青になった顔と頭を両手で抱かかえて、イヤイヤと首を振ふった。

「でもさあ、決めちゃわないといつまでもすっきりしない状態が続くんじゃないの？」

「なんでさ、ここはアル……」

　アルカンタラなんだよ、と言いかけて、健太はハッとなった。

（これじゃ、あの人と同じだよ……）

　レイのさわやかな笑え顔がお……とキラリと光る白い歯を思い浮うかべて、健太は青くなった。

「とにかく、人に迷めい惑わくをかけるのだけはやめようよ……」

「ええ～、つまんな～い」

　のえるがブーイングした。

「やっぱり、むちゃくちゃする気だったのか！」

「やぁねえ、世界中にあたしの愛のモノ凄すごさをアピールしたかっただけだよう」

「愛……なのか？」

「じゃ、人に迷惑をかけない範はん囲いで、どっちの愛が凄いか勝負しましょ」

「……凄い？」

　もうその時点で間ま違ちがってる気がするんだけど……、と思う健太をよそに、

「あたしなら、南極に取り残された健ちゃんを救うことが出来るわ」

「へ？」

　ピポパと電話。

　水平線の彼方かなたからレンジャー部隊が現れた。もちろん米軍。

　連れ去られる健太。司令長官の命令は絶対。

　そして南極。

　そこは、吐はく息も凍こおり付く世界。

　空も大地も真っ白で、吹ふきすさぶブリザードが天地の境目も見えなくさせてしまう氷雪地じ獄ごく。そこに健太は独りぼっちに、本当に放り出されてしまったのだ。

　絶ぜつ叫きようするしかない。

「た、た、助けて～っ！」

「はーい、助けに来たよ～♪」

　キュラキュラキュラ、とキャタピラの音がして、

　のえるが雪上車から現れた。

　水着のままで放り出された健太はガクガクブルブル凍とう死し寸前状態。

　彼を助け出したのえるはホッと安あん堵どの息をついて。

「ふう、危ないところだったわ」

「危ないのはキミだよ！」

　すると横合いから、真しん剣けんな顔をしたシャイニィが顔を出し、一言。

「負けませんわ」

「何をどう負けないつもりなんだよ!?」

「私なら、浮き輪なしで太平洋のど真ん中で溺おぼれているケンタを助けられますわ」




　その通りにされた。




「今度こそ助けて──っ！」

　よりにもよって水深１万メートルを超こえる世界最深のマリアナ海かい溝こうの真上で海に落とされて、手足にはキチンと沈しずむよう重りをつけられていて、何のトラブルもなく予想通りにブクブクと沈んで、サメがウヨウヨと寄ってきて、食べられる寸前のところを助け出された。そして、シャイニィの口からしれっと出てきた一言は、

「私がいなければ、大変な事態になるところでした……」

「ホントだよ!!」

「なかなかやるわね」

「また何か思い付いたの!?」

　健太は嫌いやな予感がして、のえるの顔を見た。

　愛にあふれた顔をしていた。




　健太が放り出されたのは、天を衝つくような摩ま天てん楼ろうそびえるビル街だった。

『健ちゃん、気を付けて』

　イヤホンから、のえるの声。

「ど、どゆこと……？」

『凄すご腕うでのスナイパーが健ちゃんを暗殺しようとしているの』

「キミだろ！」

『そろそろスイス銀行にお金が振り込まれた頃ころじゃないかしら？』

　ビルの屋上から、デュークと呼ばれる殺し屋が、アーマーライトＭ16カスタムの照準を健太に合わせていた。

　チュン──、サイレンサーで消されたわずかなわずかな発はつ砲ぽう音おん。

　それをのえるは聞き抜ぬいた。

「健ちゃん！」

　路地の陰かげに隠かくれていた、のえるが飛び出す。

　ジャンプして、奪うばうように健太に抱だきつき、その勢いで車道に転がり出た。

　ほぼ同時に、さっきまで健太が立っていた場所のコンクリートが割れる。

　フッ、と不敵に笑って、デュークは去った。

　のえるの依い頼らい料りようは、弾だん丸がん１発分だった。

「ひやー、今回のはきわどかったね、飛び出すのが１秒遅おそかったらあたしも死んでたわ」

「そんな思いするぐらいだったら、やめようよ!!」

　そうです、とシャイニィは健太に同意を示した。

「シャイニィ！　分かってくれたんだね!!」

「ノエル、引き下がるなら今のうちですわ」

　ちなみにシャイニィは健太を戦場に放り込んだ。




　──で、まあ、なんというか、夕暮れで。

　心ここ地ちよい疲ひ労ろう感を覚える、のえると、さわやかな顔をしたシャイニィがいて。

　アルカンタラの砂すな浜はまで、２人は向かい合い。

「なかなかやるわね、シャイニィ」

「ノエルこそ」

「それでこそ、あたしのライバルだわ」

「光栄です」

　がしっと握あく手しゆとかしてみたり。そして２人の背後には鮮あざやかな夕焼けが。

　なんだか友情にまみれた光景だった。

　決意を新たに、のえるが叫さけんだ。

「さあ、勝負の続きよ！」

「だから、こんなコトして何の意味があるんだよ!?」

　戦場から生せい還かんした健太が絶ぜつ叫きようした。

「つまり、あたしたちのスケールは地球を超えているってコトね」

「違ちがうって!!」

「こうなったら宇宙よ。健ちゃん、宇宙を漂ひよう流りゆうして！」

「僕の話、なにも聞いてないだろ!?」

　ズドドドドドドドドドド────。

　健太はソユーズロケットに乗って、宇宙へと旅立った。

　マジで大気圏けん外がい、マジで眼下に地球が広がった。

「あの～、地球が青かったりするんですけど……」

　悲しくて、のえると交信する。

『大だい丈じよう夫ぶ、次のシャトルで宇宙に飛ぶから！……え？　どういうこと？』

「な、何があったの？」

　のえるはシャトルの担当者と会話をしているらしかった。

『なんですって！　シャトルはしばらく飛べないの～!?』

「ちょっと待ってよ～～～～っ！」

『代わりのロケットは？　準備に２週間かかるの？　健ちゃんのロケットに積んでる酸素は１週間なのよ！』

「ええええええ─────っ!?」

『健ちゃん！　息の量半分にして!!』

「無茶言うな～～～～っ！」

　健太は、しばらく宇宙に放置された。




　　　　♣




　わなわな、という言葉で表現しなければならないとしたら、今の健太の怒いかりの強さはわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわなわな……。

　つまり、ものすごい剣けん幕まくで健太はキレた。

「死ぬかと思ったよ！」

「そうだよねえ……」

　さすがの彼女も、健太の言う通りだと思った。

「のえるは僕のコトをもてあそんでるだけなんじゃないか！」

「健ちゃんのコトは大好きだよ」

　のえるは素す直なおに微笑ほほえんだ。

「もうからかうのはやめてよ！」健太は首を振ふった。

「からかってなんかないよ、ホントに好きだもん」

「分かんないよ、全然分かんない！　のえるといたら命がいくつあっても足りないよ！」

「大丈夫だよ、あたしが絶対守るから」

「もうその言葉は聞き飽あきたよ……」

　健太の言葉はとても冷えていた。

　あきらめた──とは違う、裏切られた気持ちで一いつ杯ぱいになって、健太は悔くやしかったのだ。

「信じたのに……」

　何を信じたのだろうか？

「本気にしただけバカみたいだ!!」

　そう言って、健太は走り去ってしまった。

　のえるはつぶやくように言った。

「健ちゃん……」

　きょとんとした顔でメフィに訊たずねた。

「健ちゃん、なに怒おこってるんだろうね？」

「……さすがの俺も今回ばかりはアイツに同情する」

　メフィはヒゲを虚むなしく揺ゆらせた。






＊10　日経平均株価が１０００円を割り込んだり、米軍が出動したり、東京ディズニーランドが崩ほう壊かいしたり、いろいろ大変なことが起こったのでした（２巻『恋する国家権力』）。

























　砂すな浜はまに刻まれた深い足あし跡あとは、深い怒りを表しているのだろうか？

　打ち寄せる波がそれをかき消しても、健太の憤いきどおりは晴れない。

　その後ろに付いて歩いているのはシャイニィだ。

　健太の言葉に、うんうんと相あい槌づちを打っている。

「まったくのえると来たら……、今度という今度は愛あい想そが尽つきたよ！」

　彼の口からのえるという言葉が出てくるたびに、瞳ひとみを切なげに震ふるわせながら……。

「ケンタは本当に怒っているのですね」

「もちろんだよ！　僕だって許せないコトはあるんだから！」

　この健太の言葉に何を思ったのだろう、シャイニィはしょんぼりとうつむいた。

　そして、ふりきるように顔を上げると、

「ケンタは、本当にノエルが好きなのですね」

「はぁ？」健太は目を丸くした。

「なに言ってるんだよシャイニィ。キミも見てただろ、のえるが」

「私もノエルと一いつ緒しよになって悪ふざけに興じましたわ」

　寂さびしそうに、シャイニィは言った。

「なぜ私には怒ってくれないのです？」

「そ、それは……」

　健太には分からず、首を振ふった。

　だからなおさら、シャイニィは悲しい。

「裏切られて怒るのは、その人のことを想おもっている何よりの証しよう拠こです」

「違ちがうよ、のえるはホントに僕のコトを……！」

　そこへ。

「大変だ！」

　声を出してかけつけたのは、メフィだった。

　シャイニィには正体を知られている以上、メフィはかまわず声を張り上げた。

「どうしたの、メフィ？」

「のえるが──、のえるが──！」

「メフィ！　のえるがどうしたの？」

「いいから来い！」

　メフィの気き迫はくに押されるように、健太は後を追った。




　　　　♣




　健太を呼びに行く前──。

　メフィは、腕うで組ぐみをしながらうんうんと首を捻ひねるのえると一緒にいた。

「ねえ、メフィ。なんで健ちゃん怒おこったのかな？」

「自分のしたコトを冷静に振ふり返ってみたらどうだ？」さすがのメフィも冷たい。

「いつもしてるコトと変わらないと思うんだけど……」

「いつもしてるからというコトと、正しいコトはイコールではないだろう」

「わかった！　中ちゆう途と半はん端ぱだから怒ってるのね！」

「……ハァ？」

　無理矢理ロケットに乗せて、宇宙に放り出して置き去りにしてしまう事を、中途半端だと言い出すのえるに、メフィは目を半月にした。

「そうよね！　きっとそうだわ！」

「勝手に納なつ得とくするなよ」

「宇宙は広大だもの。月の外にも出ないうちに終わる遭そう難なんを『宇宙漂ひよう流りゆう』なんて言ったら宇宙に申し訳ないし、おこがましいわ。太陽に突っ込みそうになるとか、火星に飛んでいくとか、そういうのだったら健ちゃんだって怒らなかったのよ。うん、きっとそうだわ。だって、火星にはまだ誰だれも行ったコトがないんですもの！」

「……………………」

　彼女の脳内には、誰も想像がつかない世界が広がっているのだな、とメフィは思った。

　と、

　誰かがやってくる足音がして、のえるは振り向いた。

「健ちゃん？」

「ボクだよ、ミスノエル」

　レイだった。

　どこで着き替がえたのだろう、淡あわい柄がらのポロシャツにハーフパンツという出いで立ちで、のえるの前に現れたのだ。

「あら、陛下も健ちゃん争そう奪だつ戦せんに仲間入り？」

「もったいない。キミの美しさの分からない人間がこの世にいるなんて」

　言って、レイはのえるの髪かみに手を伸のばした。

　ポニーテールを結んでいたリボンをほどく。

　解放された髪が、さらりと背中へ流れおちていった。

　ロングヘアののえるを見て、レイは惚ほれ惚ぼれとため息をついた。

「美しい……、キミこそ地上の星だ……、マイケルには見る目がない」

「マイケル？　ああ、健ちゃんね」

「そう、愚おろかな彼だ」

（分かりにくいボケねえ……）

　天然であっても、のえるは一発でピンと来ないボケは苦手だった。

「実らない愛は不幸だとは思わないかい？」

「どういう意味？」

「愛は報むくわれるべきだという意味さ」

「何が言いたいの？」

「キミと彼は不釣つり合いだ」

「そうかしら？」

　のえるは首を傾かしげた。

「絵画はその価値が分かる者のもとで初めて正しく認められる。キミとてゴッホには成りたくないだろう？」

「誰だれ？」

「絵え描かきさ。今では数億の価値のある絵を描えがいた画家だが、生きている間に絵の価値を認めてくれる者に出会うことは叶かなわなかった」

「それがあたしだって言いたいの？」

「彼は苦く悩のうの末に自殺した」

「それは可哀かわい想そうだわ」

「あの少年にはキミの魅み力りよくを理解するセンスがない」

「それをちょっとずつ攻こう略りやくしていくのが楽しくないかな」

「心が通じ合わなかったらどうする？」

「あたしは『×』の可能性は考えない主義だから」

「ボクもそうさ」

「あら」

「ボクはじれったいのは嫌きらいだけどね」

　レイはポケットからハンカチのような白い布を引き抜ぬくと、それをのえるの顔に当てた。

「うっ……」

　激しい匂においに、のえるは抵てい抗こうする間もなく崩くずれ落ちた。

「！」

　メフィはとっさに魔ま法ほうを使おうとするが、全身を走る痺しびれがあった。

（しまった！）

　のえるのために魔法を使わないという契けい約やくが、まだ生きているのだ。

（──だから、うかつな約束はするなと言ったんだ！）

　猫ねこの姿ではどうすることも出来ないと判断したメフィは、キッとレイをにらみつけて、逃とう走そうした。むろん、レイの目にメフィなど映っていない。

　彼は、新しく手に入れた宝物を惚れ惚れと見つめていた。

　ほどけたポニーテールを、レイの右指がすくう。

「ん──んん、ん……」

　気を失ったのえるが、目覚めた。

「おはよう。ボクは美しいかい？」

「はい、あなたは誰よりも美しいです」

　焦しよう点てんを失った目をして、のえるは言った。

「そうだ、それでいい。キミはボクを称たたえ続けるんだ」

　指と指の隙すき間まからさらさらと流れ落ちてゆく。

　彼女の美しく柔やわらかい髪を見て、レイは満足げに笑った。

「手間を踏ふむコトなんてないんだ。こうすればボクの価値をすぐにでも分かってもらえる」

　そして彼女を抱だき寄せた。

「これが本当の相思相愛というものさ」




　　　　♣




　メフィの後を追って、健太がたどり着いたのはコテージとは島の中心を挟はさんで反対にある桟さん橋ばしだった。

　桟橋には藩はん王おう家の紋もんの入ったクルーザーと、レイと、のえるがいた。

「のえる！」

「そんなに息を切らしてどうしたんだい？　マイケル」振ふり向いたのはレイだった。

「……健太です。どうしたんです、その船」

「ああ、彼女と一いつ緒しよに帰るために呼んだんだ」

「彼女？」

「ミスノエルさ」

　そう言って、レイはのえるの肩かたを抱き寄せた。

「！」

　健太は驚おどろいた。

　のえるが誰かに抱きしめられて、なすがままになっていたからだ。

　それに──、

　彼女がまるで彼女に見えなかったからだ。

　髪かみを下ろしたのえるは、確かにしおらしく、大人びた女性を思わせたが、そんなことじゃなかった。

　病的な美しさ、とでも言おうか。

　生気を失った顔、力を失ったまなざし、糸の切れた人形のような身体からだ。

　散ってゆく桜を見るような、そんな美を彼女から感じたのだ。

「どうしたの……、のえる？」

「彼女は、ボクのプロポーズを受け入れてくれたんだ」

「ええっ!?」

　健太は耳を疑った。

　天地が逆さまになっても、そこまでは驚かないだろうという顔を健太はした。

「ウ、ウソだろ……、のえる」

「レイの言うとおりよ」

「そういうコトさ。ミスノエルはキミではなくボクを選んだのさ」

「レイなら、あたしを幸せにしてくれるから」

「ど……どうしたのさ、のえる」

　健太は愕がく然ぜんとした。声を震ふるわせて、訊たずねる。

「…………」

　のえるは答えない。

「そういうコトさ。キミとシャイニィの式の日に、ボクも彼女と結けつ婚こんをする」

「ちょっと待ってよ！　のえる！」

「もういいだろう、キミは妹と幸せになればいい」

「そう、健太にはシャイニィがいるじゃない」

　レイの言葉を繰くり返すように、のえるも言った。

「え……？」

「もうそれぐらいにしてくれないかな。彼女はキミの顔はあまり見たくないそうだ」

「そう、見たくない」

　レイの言葉を繰り返す、のえる。

　健太は信じられなかった。

「怒おこってるの、のえる？　さっき、僕が怒ったコト……、それでプロポーズとかＯＫしちゃったの？　ねえ、答えてよ！　それで結婚するっていうの？」

「顔も見たくない」

　のえるは言った。──言って、こう続けた。

「健太はあたしのコト、嫌きらいなんでしょう？」

「────！」

「キミは別れると言ったんだろう？　その通りになっただけではないか」

　レイは苦く笑しようして、視線で健太に退去をうながした。

「そ、そんな……」

　一歩、二歩、健太はたじろいだ。

「そ、そりゃあ、言い過ぎたかもしれないけど……、でも……、そんな……」

　この場では喋しやべることの出来ないメフィが健太の足を抑おさえて、逃にげないようにしようとするが、無む駄だだった。

「君をそんなに傷つけたなんて分からなかったんだ、──ごめん！」

　健太は逃げ出した。メフィも後を追った。

「フフ」

　レイは楽しそうに唇くちびるをゆがめると、のえるの髪をすくった。

「お兄さま！」

　息を切らしながら、シャイニィが現れた。

　すれ違ちがった健太の様子がおかしかったので、先に兄を問いただすことにしたのだ。

「どういうコトですか？　ケンタに、何が……。ノエル？　どうしたんです？」

　シャイニィの目にも、のえるが別人のように映っていた。

「まさか──、お兄さま！」

　媚び薬やくのことを知っているシャイニィは、すぐにその可能性にたどり着いた。

「シャイニィ、はやく彼の所へ行くといい」

「お兄さま！」

「ノエルの心が彼から離はなれてしまえば、お前の想おもいは叶かなうだろう？」

「そんな……」

　シャイニィは言葉を失った。

　心の中を嵐あらしのような思いが駆かけめぐった。

　傷ついた、の一言では言い表せない激しい感情が胸の内を吹ふき荒あれた。

「なあに、礼はいらないよ。これぐらい……」

　パシン！

　シャイニィはレイを平手で叩たたいた。

　涙なみだを一いつ杯ぱいにためた目で。

　なぜ彼女は泣くのか、レイにはさっぱり分からなかった。

「シャ、シャイニィ？」

「お兄さまなんか……、お兄さまなんか、大っキライです！」

　言って、くるりと振ふり向き、シャイニィは走り出した。

　健太の後を追って──。

「……ど、どういうコトだい？　さっぱり分からないのだが……」

　肩かたをすくめるだけの、レイだった。




　　　　♣




「おい、俺の話を聞け！」

　走る健太を追いかけて、メフィは叫さけんだ。

　彼が喋れるのは、主人であるのえると、のえるが許している人間や状じよう況きようだけだった。

　しかし健太は耳を塞ふさいだ。

「いいよ！　聞きたくない！」

「お前が聞きたくなくても、今の俺には何も出来ないんだ！」

「僕はもっと無力だよ！」

「ケンタ！」

　シャイニィが追いついた。

「どうして──どうして、ノエルを追わないのです？」

「無駄だよ」

　健太は首を振った。

「のえるは僕のコトが嫌きらいになったんだもの」

「そんなコトありません」シャイニィも首を振った。

「バカかお前は！　のえるの様子が変だとは思わなかったのか！」メフィは怒ど鳴なった。

「思ったけど……、どうしようもないじゃないか」

「何がどうしようもないんだ！　のえるのコトだろう！」

「顔も見たくないって言われたんだよ。どうすればいいのさ、僕に」

「関係ないだろうが！　何て言われようと、捕つかまえて、奪うばい返せ！」

「のえるみたいなこと言うね、メフィは」

　健太は寂さびしげに言った。

「僕には無理だよ。嫌いだって言われてる相手に……」

「だから今の、アイツは──！」

「意外と本音かもしれないよ。僕は、のえるに冷たかったし、怒おこってばかりいたから。のえるだって、面おも白しろくなかっただろうし……」

「お前はそれでいいのか！　納なつ得とくできるのか！」

「僕は……、いいよ。のえるがそうしたいなら」

　言って、健太は顔を背そむけた。

「勝手にしろ！」

　メフィは叫んで、背を向けた。

　それ以上に悔くやしい顔をしていたのは、健太の方だった。

「……………………」

　納得のいかない事はたくさんあるのに、後ろ向きな言葉しか口に出てこない。

（なんでだろう……、どうして、僕は）

　一歩も動けずにいるのか。

　本当は今すぐのえるの元へ走って行きたいのに、こんな所でうじうじとしている間に、のえるは島を出て行ってしまうかもしれないのに。

「意い気く地じなし」

　言ったのは、シャイニィだった。

「ケンタは意気地なしです」

「え──」

「ノエルはケンタが思ってるような人ではありません」

　シャイニィは泣きそうな目をしていた。

　どうして涙が出てくるのか、自分でも分からなかった。

　何かを言わずにはいられないように、涙を止めずにはいられないのだ。

「ノエルを見くびらないでください。ノエルはケンタが思っているより、ずっとずっと凄すごい人です。だって、だって──」

　なんで自分はのえるを庇かばおうとしているのだろう──、シャイニィは不思議に思った。

　健太が好きなら、レイの言う通りにすればいい。

　このまま健太を慰なぐさめる、それ以外の選せん択たく肢しはないはずだった。

　健太がのえるを諦あきらめる以外に、自分の願いは叶かなえられないのだから。

　なのに、出来ない。

　のえるの想おもいを踏ふみにじった兄が許せなかった事もある。それもあるし、

　何よりのえるは自分にない強さを持っていた。

（今なら分かります──）

　のえるが昔の思い出を持ち出して健太を束そく縛ばくしないのは、彼の事を本当に愛しているからだ。真しん剣けんだから、不純なものが許せないのだ。

　何の拘こう束そくもなく──、自由な気持ちで、今の自分を選んで欲しい。

　たとえ記き憶おくを失っても、離はなればなれになって人の渦うずに紛まぎれて分からなくなっても、自分を捜さがし出して、見つけて欲しい。

　だから、昔の約束といった『口実』を捨てられるのだ。

　その気持ちは分かった。自分もそうだ。

　好きな人から、そんな愛情を傾かたむけてもらえたらどんなに嬉うれしいだろう。

　でも、怖こわい。

　自分にはそこまでの冒ぼう険けんは出来ない。

　理由はなんでもいい。好きになってもらえればそれでいい。

（……嫉しつ妬と）

　あの時──、のえるの言葉に反発したのは、自分が持てない勇気を持っていたのえるに嫉妬をしたからだ。なんでもいいから愛情を得たいと思っている自分が浅ましいように言われた気がしたからだ。

（のえるは私を浅ましいと思っている？）

　そんなことはない。絶対にない。のえるはそんな人ではない。

　思っていたのは自分だ。

　自分で自分を浅ましい女と見なしていたのだ。

　のえるの瞳ひとみに映る自分──鏡の自分に向かって、腹を立てていただけなのだ。

　だから言った。

「ケンタがノエルを嫌いになるコトがあっても、その逆はありません。ノエルがケンタを嫌いになるコトなんか、ありえません！」

「…………」

　何も言えずにいる健太に、シャイニィは一通の封ふう筒とうを見せた。

　それはのえるに受け取りを拒きよ否ひされた、ラブレターだった。

「これは──」

　健太は、それが誰だれの描かいたモノか、誰のために描かれたモノなのか、思い出した。




　　　　♣




　それは──、幼よう稚ち園えんでの出来事だ。

　ある日の事、威い張ばりんぼの男の子に、健太はイジメられていた。

　原因は思い出せない。たいした理由ではなかったのだろう。

　イジメっ子はイジメたいからイジメるものだ。

　この頃ころの子供にとってイジメは一種のゲームだ。誰かが「今度の鬼おにはアイツだぜ」と言い出すだけで始められる。鬼ごっこの親しん戚せきみたいなものだ。

　その日はたまたま健太が標的にされて、ジャングルジムに追いつめられた。

　高いところは怖いし、威張りんぼの男の子を含ふくめて、友達みんなにいきなり敵視されてしまった事がたまらなく悲しくて、健太は泣きそうになった。

　そこに現れたのが、のえるだった。

　のえるはたった１人で男子たちをこてんぱんにのめして、健太を救ったのだ。
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　健太を泣かすな、泣かすなと、戦ってくれたのだ──。




　ラブレターを見つめながら、健太はそんな話をした。

「──でもさ、僕が泣いてたのは、ホントはのえるのせいでさ。男子を次々にやっつけていくのえるが怖くなってさ、それで泣いちゃってたんだ。変だよね、僕も」

「その時に──、描かれたものなんですか？」

「変だろ、ラブレターなのに、僕の返事とか描いてあるんだ」

　画用紙いっぱいにクレヨンで描いてある、へたくそな字。





　けんちゃんすき、ずっとすき






　隣となりに描いてあるドラえもんの絵の隅すみに、返事が書いてある。





　ぼくもすき






　健太は懐なつかしい目をして画用紙を見つめると、悔くやしそうにつぶやいた。

「──なんで、のえるのコト、疑ったのかな？」

　様子がおかしいことは一目で分かった。

　なのに、背を向けてしまった。

「のえるはいつもいつも僕のコトを助けてくれてたのに、なんで逃にげ出したりしたのかな？」

「……後こう悔かいしているのですね」

「のえるに拒きよ絶ぜつされた時、分かったんだ」

　声を震ふるわせながら、続ける。

「心のどこかで、のえるは絶対に僕から離はなれたりしないって思い込みがあったんだ。だからそれが否定された時、自分がとんでもなく思い上がっていたことが分かって……、それが恥はずかしくて……、もし本当にのえるが陛下を選んでいたら、そんなのウソだって言い張る自分がとてつもなく格好悪い気がして……、怖おじ気づいちゃったんだ……」

　やりきれなくて、健太はうつむいた。

　頰ほおを、一ひと粒つぶの涙なみだがこぼれていった。

　シャイニィは言った。

「ケンタと私は似ていますね」

「え……？」

「臆おく病びようで、意い気く地じなしで、いつも失敗を恐おそれている」

「…………臆病なのは、僕だけだよ」

「いいえ、私もそうです」

　シャイニィは首を振ふって、胸の内でつぶやいた。

（だから……ケンタのコトを好きになったのかもしれませんね）

　そしてシャイニィは媚び薬やくの存在を健太に説明した。

「私もこの島に着いてから知ったのですが……」

「知ってるよ。僕も１つ──」

　もらったんだ、と言おうとして、健太は思い出した。

　ゴリラのリリィに飲まれてしまった事を。

「ですから、解げ毒どく薬やくを使えば元に戻もどると思います」

「行かなくちゃ！」

「待って下さい。宮きゆう殿でんには私だけが戻ります」

「なんで！　僕も行くよ」

「薬を渡わたしたというコトは、レイ兄さまもケンタに気付かれているという前提で行動するはずです。行ったところで式の日まで閉じ込められるだけでしょう」

「でも……」

「私がノエルを助けます」

「１人で!?」

「私は宮殿を自由に動けますから。かえって１人のほうが動きやすいのです。だからケンタはこの島に残っていて下さい」

「でも……」

「解毒剤ざいを手に入れられないコトにはどうにもならないのですから、私１人で行動するほうが賢けん明めいです」

「だけど、じっとしてられないよ。僕も何かしたいんだ」

「兄の不始末。せめて、これぐらいはさせて下さい」

「え……」

　有無を言わさず健太をその場に残し、シャイニィは携けい帯たい電話を取り出して船を呼んだ。

「私は私で、ノエルとフェアでいたいのです」

　シャイニィは自分がのえるを好きな理由が分かった気がした。

（ノエルといると、誇ほこり高い自分でいられる）

　彼女の前では、負けたくないと思うのだ。

　譲ゆずれない何かが自分にもあったことを、シャイニィは嬉うれしく思った。

（自分は空っぽじゃない）

　宝石は自分の中にあったのだ。




　　　　♣




「呆あきれましたわ」

　挑ちよう発はつ的な声がして、振り向くと、茂しげみの中からイブキが現れた。

「イブキ……ちゃん」

　話を聞いていたのだろう。

　彼女は怒おこっていた。にらむような瞳ひとみは、健太の胸あたりの高さだが、見上げる瞳の眼光の鋭するどさは、年上であるはずの健太を完全に威い圧あつしていた。

　健太はたじろいだ。

　イブキはびしっ、と人差し指を突き付けた。

「まったくアナタは２日目のカレーに入ってるニンジンみたいな人ですわ！」

「はぁ」

　さっぱり分からない。

「ふやけて溶とけてる人という意味です」

「相変わらず斬ざん新しんな例えをするね……」

　健太にも、バカにされている事は分かった。

　笑われても仕方のない事も。

「みすみす変態王にお姉さまを拉ら致ちされて、今度はその妹の言うがままなんて……」

「のえるを助けるためにはそれが一番イイって」

「それで素す直なおに引き下がったのですか？」

　イブキは呆れた顔をして、肩かたをすくめた。

「幻げん滅めつしましたわ」

「僕だって助けに行きたいよ！」

　健太は気色ばんだ。

「それだけの力が僕にあったらすぐにでも助けに行くよ！……けど、失敗したらどうするのさ！　僕が行ってシャイニィの足手まといになったりしたら……」

「それで何もしないというのですか？」

　イブキの表情は変わらず冷たい。

「他ほかにどうしろっていうのさ！」

「それで後こう悔かいせずにいられるアナタが、ワタクシには信じられませんわ」

「えっ」

「あのお姫ひめ様が失敗しても、はいそうですかと引き下がるのですか」

「だって……、それは……」

「ワタクシは許しませんわ」

　きっぱりとイブキは言った。

「彼シヤ女イニイを許せませんし、何も出来なかった自分を許せません」

「でも、しょうがないじゃないか、やるだけやって……」

「しょうがない？」

　イブキの声こわ音ねが変わった。より深いものへ。

「アナタにとってお姉さまは『しょうがない』の一言で片付けられる人なのですね」

「えっ……」

　彼女の言葉が突つき刺ささるようだった。

　ずきん、と胸が痛むのを感じた健太は、とっさの反論も出来なかった。

「失望しましたわ。少なくともアナタは、ワタクシの次にお姉さまの価値を知っている人だと思っていましたのに……」

「違ちがうよ！」

　健太は声を張り上げた。

「しょうがなくなんかない！　しょうがなくなんかないじゃないか！　どうしたらいいか分からないから、出来ることがないから困ってるんじゃないか！」

「やれるだけのコトをすれば、結果はどうあれ、後悔だけはせずに済みますわ」

「でも……。シャイニィが……」

「待っていれば必ずお姉さまが戻もどってくるというのですか？」

「…………」

「そうでないのなら──、ワタクシは行動するコトを選びます」

　言って、イブキは背を向けた。

　それを見て──。

「…………」

　健太は自分が置きざりにされたように感じた。

「行くよ！」

　右足を大きく踏ふみ出して、もう一度言った。

「僕も助けに行くよ！」

「その言葉を待っていましたわ」

　イブキはくるりと振ふり向いた。

　その顔は、にっこりと笑っていた。

「イブキちゃん……」

「媚び薬やくを使ってお姉さまの……いえ、人の心をもてあそぶだなんて許せませんわ！」

「そうだよ！　絶対に許せないよ!!」

「行きますわよ！」

　イブキは時を惜おしむかのように、浜はま辺べへと歩き出した。

　その背中を追いながら、健太は感動していた。

　彼女ののえるを思う気持ちの深さに、真心からのえるの事を考えている彼女のひたむきさに、心が震ふるえる思いがしたのだ。

　そんな、イブキは……、

（ちょろいものですわ）

　不敵な笑えみを浮うかべていた。

（これで宮きゆう殿でんに忍しのび込んでから、媚薬の場所を案内させれば……、そうすれば……、そうすれば……）

（媚薬ゲ～ット！　ですわ！）

（解げ毒どく剤ざいなんて手に入らなくても、媚薬があれば、お姉さまの心は……）

（ワタクシのもの！　それも完かん璧ぺきに！）

（ムフ、ムフ、ムフフ、ムフフフフフフフフフフ……！」

　最後のほうは声になっていた。

「……どうしたの？」背中ごしに健太が聞いてきた。

「な、なんでもありませんわ！　さあ、参りましょう！」

　イブキはごまかすように笑い、足早に歩き出した。

　そんな姿に健太は──、

（そこまでのえるのコトを心配してるなんて……!!）

　さらなる感動を覚えていた。

　彼女のことを、心の中で変人扱あつかいしていた自分を恥はじた。

　心の底から、彼女を信しん頼らいしようとすら思っていた。

　そんなイブキの心の底はというと……、

（媚薬だなんて、まったく変態王も気の利きいたものを作ってくれましたわね！　これだからスカポンタンが権力握にぎって、ろくでもないコトをやってる専制国家はたまりませんわ！　あとはワタクシが媚薬を手に入れれば、お姉さまの……、お姉さまの身も心も……）

　んなことを考えているのだった。




　　　　♣




　のえるの元へ──、のえるの元へ──！

　イブキと健太は走った。船着き場へ走った。

　そして一番大事なことに気付いた。

「船がない！」

　船着き場にたどり着いた２人の前に広がるのは、

　広く……、静かに水をたたえた……、大おお海うな原ばらだった……。

　イブキはキレた。

「ちょっと！　どうしてありませんの～っ!?」

　いらだちを足に込め、健太をげしげしと蹴けった。

「僕のせいじゃないよう！」

「ワタクシが乗ってきた船がありましたのよ！　ここに！　確かに！」

「ちゃんとロープを結んでおいた？」

「あ…………」

「僕のせいじゃないんじゃないかぁ！」

「長谷川健太！」

　出来の悪い部下を呼びつけるような口調で、イブキが言った。

　これ以上ない真面目まじめな顔で言うので、思わず健太も頷うなずいてしまった。

「な、なに？」

「ワタクシを背負って、[image: 100]キロほど遠泳しなさい」

　しれっと、言った。

「無理だよ～っ！」

「出来ませんの？　情けないですわ」

「サメも泳いでるような海だよ……」

「アナタ！　やれるだけのコトをするって言ったじゃない！」

「無理なものは無理だよお～！」

「男だったら不可能を可能にしてみなさい！」

　げし、げしげし。

　怖おじ気づく健太をイブキは蹴った。

「や～め～て～」

　小学生のなすがままになっている中学生だった。

　すると、

「コラ、弱い者イジメはやめろ。相手の優やさしさに甘えるな」

「木佐先生！」

　救いの神を見るような目で、健太は木佐を仰あおいだ。

　あいかわらず右手に日本刀が握られたままだったとしても、健太はかまわなかった。

　木佐は正義感だけは強い先生だったからだ。

　刀の柄つかにはめこまれた、桜の紋もんが月明かりに輝かがやく。

　木佐は一刻を惜おしむような顔色で、健太たちに告げた。

「私は島を出る。お前たちはどうする？」

「船があるんですか!?」

　これには健太もイブキも驚おどろいた。

「空港まで連れて行ってやることは出来んが、本島によって降ろすことは出来る」

「え、先生は日本に戻もどらないんですか……」

　木佐は複雑な顔をして、ため息をついた。

「桃園先生が連れ去られた」

「ええっ!?」

「置き手紙があった。あの王の花はな嫁よめになるんだそうだ」

「ええええええ──────っ！」

「本来なら、お前たちを日本まで引率してやらなければならないところだが……」

　それより大事なことがあるのだ、という目をして、海を見る。

　さくらが連れ去られた海を。

「すまんが、私は彼女を取り返しに行かなければならない」

「先生……」

　健太は感動していた。

　木佐が生徒を見捨てて、身勝手な行動に出たことに。

　──そう書くと、えらくどうしようもない感じがするが、もちろんそうではなくて、血の通わない教育マシーンのように思っていた木佐が、人間らしい行動を取ったことに、健太は感動したのだ。

「先生って本当に先生だったんですね！　僕、感激しました！」

「な、なんだ長谷川、いきなり」

「先生って、そこまでさくら先生のことが好きだったなんて！」

　木佐はズッコケた。

「違ちがうわ～っ！」

「だ、だって……」

　木佐は身体からだを震ふるわせながら怒ど鳴なった。

「私と桃園先生はただの同どう僚りようであって、それ以上でもそれ以下でもない！」

「そ、そうなんですか？」

「バカねえ。なんでアナタは言葉通りにしか理解できないの？」

　頷きそうになる健太に、イブキが耳打ちをした。

「照れ隠かくしよ、照れ隠し。アナタ中２にもなってそんな事も分かんないの？」

「そ、そっかあ」

　ぽん、と健太は手を打った。

「一方的に分かるな！」

　納なつ得とくがいかないのは木佐のほうだ。

「先生……」

「なんだ？」

「もっと素す直なおになったほうがいいですよ」

「だから違うっちゅーに！」

　木佐は全身で主張した。

「私には、桃園先生を取り返さなければいけない理由があるのだ！」

　言って、木佐は日本刀を握にぎりしめた右手を振ふりかざした。

　刀の柄には鋼はがねで出来た桜の紋がはめこまれていた。

　手のひらに紋の冷たさを感じながら、木佐は刀を受け取った時のことを思った……。
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　カコーンと、ししおどしの音が聞こえる。

　開け放たれた戸の向こうには、広々とした日本庭園。

　ここは岡おか山やま。近くを走る新幹線からはよく岡山城と見間違われる桃園家の邸てい宅たくだ。

　その一室。

　千枚の畳たたみが敷しき詰つめられた和室では、２人の男が向かい合っていた。

　上座には、さくらの父にして桃園家当主、桃園花はな吹雪ふぶき。

　下座には、木佐が。

　音といえば蟬せみの音、みーんみーんと命を燃やしながら鳴いていた。

　木佐は汗あせをだらだらと流していた。決して夏の暑さのせいなどではない。

「ふうむ」

　頷うなずいて、花吹雪はヒゲをなでた。

　習字で書いた八の字みたいに立派な口ヒゲだ。

　さっきから、言葉らしい言葉も口にせず、むっつりと木佐を見み据すえている。

　その眼光たるや、本当に人を殺してしまいそうなほどに鋭するどく深い輝かがやきであったものだから、木佐は全身から嫌いやな汗が吹ふき出して噴ふき出して、まったく生きた心ここ地ちがしなかった。

　死神の鎌かまが首にかけられているような感覚だ。

「さくらが……、言っておった」

（ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！）

　その一言だけで死神の鎌がのど笛に当てられる感かん触しよくを、木佐は覚えた。

　自分がこれまで彼女にしてきたこと。

　事実を10分の１にして伝えても、ろくなことをしてきてなかった自分。

　口の悪さにまかせて、ヘコませたり……、涙なみだぐませたり……、泣かせたり……。

（この爺じいさんなら殺す！　絶対に殺す!!）

　木佐は天を仰あおいだ。

（終わりだ……、木佐孝たか美み29歳……、こんなところで……）

　脳のう裏りを思い出が駆かけめぐった。苦労した事、感激した事、色とりどりの思い出が。

　死を覚かく悟ごした時、人生が走そう馬ま燈とうのように蘇よみがえるというのは本当だったのか……と、木佐は覚悟を決めようとしていると、

「……さくらも、おぬしのことは信しん頼らいしておると言っておった」

　意外な言葉が、花吹雪から漏もれた。

「はぁ？」

「自分に厳しく、常に教育のことを考えている、素す晴ばらしい教師だと」

「は……はぁ」

　木佐は目を真ん丸にした。

（だ……、誰だれのことを言ってるんだろう？？？）

　さっぱり見当がつかなかった。

　自分のことを言っているのだろうが、思い当たる節がまったくない。

（彼女の目にはそういう風に見えていたというコトか……？）

　木佐は心の中で、それまで抱いだいていたさくらのイメージがボロボロと崩くずれ落ちていくのを感じた。

（……）

　あれだけキツイことを言われても怒おこるどころか感謝をしている、さくら。

（まったく理解できん……）

　感謝をしない木佐だった。

「そこでじゃ」

　花吹雪は膝ひざを立てて、木佐ににじり寄った。

「ワシからおぬしに頼たのみがある」

「……な、なんなりと」

「さくらに悪い虫がたからぬようにしてはくれんかのう」

「悪い虫、ですか？」

「不ふ埒らちな男がさくらにまとわりつかぬようにして欲しいのじゃ」

「な……、なんで私が……」

「ん？」

「い、いえ、まとわりつかぬようにと申されましても桃園先生はもう立派な社会人。赤の他人が人付き合いに口出しする訳にはいかないでしょう」

「男が、さくらに近づかぬようにすればよいのじゃろう？」

「はぁ」

「さくらの周りに、あやしげな男が現れたら……」

　斬ざん、と。

　花吹雪は畳たたみに日本刀を突つき立てた。

「ワシの代わりに、斬きれ！」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　絹の引きちぎれるような悲鳴を、木佐はあげた。

「じょ、冗じよう談だんですよね……？」

「安心しろ、この花吹雪、冗談で人を斬ったことはない」

（何をどう安心しろと……）

　思う木佐。嫌いやな汗あせがだらだらと、だらだらと。

「し、しかし、人殺しは……」

「分かっておる」

「教育という、日本の未来を作る仕事をしておる先生の、将来を汚けがすような真似まねはさせられん。それは考えておる」

「そ、そうですよね？」

　木佐は胸を撫なで下ろした。

「万が一の時には──」

　花吹雪は言った。

「代わりにオツトメに出る若い衆がおる」

　と、花吹雪が床しよう机ぎを鳴らすと、部屋中のふすまというふすまが開き、壁かべのような巨きよ漢かんたちが一いつ斉せいに姿を現したのだ。

「先生、ワシらにまかせてください！」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」




　　　　♣




（彼女にもしものことがあれば……、私の命が……）




　ない。




　それが花吹雪から言い含ふくめられていた使命だったのだ。

（何で私がこんなコトをしなくてはならないのだ！）

　思わなくはないが、運命とは理り不ふ尽じんの花言葉だ。

　逃にげれば、自分が殺されるだけ。

　休日のスケジュールが吹ふき飛ぼうと、飛行機代やボートのレンタル代で貯金がなくなろうと、彼女を救出しなければならない。

（しなければならないのだ！）

　木佐は炎ほのおのような決意に燃えていた。

　──そんな先生を見ていると、健太は言わずにはいられなくなる。

「先生、さくら先生との仲、僕は応おう援えんしますから！」

「だから違ちがうっちゅーとるが!!」

























「世に広しといえども、[image: 100]人と一度に結けつ婚こんする男はボクぐらいのものだろうね！」

　レイは上じよう機き嫌げんに微笑ほほえみながら、グラスのワインを傾かたむけた。

　ここは宮きゆう殿でんの中心部。藩はん王おうであるレイの住まいである館やかたの一室だ。

　一室といっても、かなり広い。

　そばにいた第１夫人アルトは、呆あきれたように眉まゆをひそめた。

「確かに、ここまで悪あく趣しゆ味みなコトが出来るのは、陛下ぐらいのものでしょうね」

　アルトがそっぽを向いた先には、[image: 100]人の花はな嫁よめたちがいた。

　死んだような目をして、ぴくりとも動かず椅い子すに座っている。

　物を言わず、彫ちよう像ぞうのように身じろぎもしないのは投薬の初期症しよう状じようだった。

　１人残らず姿勢を正して、誰だれも口を開かずに居並ぶ光景はマネキン工場を思わせる。

　これを素す晴ばらしいと思えるのは、よほど変わった精神の持ち主だと言えるだろう。

「美しいではないか。かつてどのような英えい雄ゆうでも見たことのない光景かと思うと、心が躍おどって仕方がない」

「そうでしょうか？」

　アルトは否定的だった。

「虚むなしい愛を手に入れて、陛下は満足されるのですか？」

「知らないからね、虚しくのない愛なんて」

　レイは首を振ふった。

「こんなコトをしていては、一生手に入りませんよ」

「王おう冠かんをかぶっている限り、それは無理さ」

　両りよう肩かたをすくめて、レイはおどけた。

「ボクはこの島から離はなれることは出来ないし、民たみを見捨てる訳にもいかない。ボクに焦こがれる子がいたとして、彼女が目を奪うばわれたのはボクではなく王冠の輝かがやきだとしても、その子を責める訳にはいかないだろう。けれどボクの心も傷つくように出来ている。人間だからな。お互たがいが幸せになるためには──、期待しないことだ」

　つまりそれが、媚び薬やくだ。

　初めから偽いつわりの愛という事にしておけば、傷つかない。

　そう言って、レイは笑った。

　なんて寂さびしそうな笑えみなのだろう、とアルトは思った。

「わたくしがいるではないですか」

「確かにキミぐらいだな。皮肉が返ってくるぐらいでなければ、愚ぐ痴ちっても退たい屈くつだ」

　ハァ、とアルトはため息をついた。

「陛下は察しの悪い人ですね」

「王様は裸はだかにはなれないよ。王冠を外せば、その者は王ではない」

　あきらめるようにかぶりを振って、レイは言い切った。

「…………」

　アルトは悲しそうにため息をつくしかなかった。

　自分の無力さが恨うらめしかった。

　と。

　遠くから爆ばく発はつ音おんが聞こえた。

　宮殿のどこかで爆ばく弾だんが炸さく裂れつしたのだ。

「無ぶ粋すいな連中が、無む駄だなあがきをしているようだね」

　レイは肩かたをすくめた。

「でも遅おそいよ。彼女たちの心はもう、ボクのものなんだから」

　子供のように無む邪じや気きな笑みを、彼は浮うかべた。

　ナチュラルだからこそ、冷れい酷こくで残ざん酷こくな微笑みを。
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　時間は少し遡さかのぼる。

　健太、木佐、イブキ、そしてメフィが、レイのいるクワン島の宮殿に、たどり着いた所だ。

　浜はま辺べに張り出た岬みさきの岩がん盤ばんをくりぬいて作った人工の入り江えには、万が一の時に王族が脱だつ出しゆつできるよう、船用の分厚いゲートが作られていた。

　その隣となりには道があり、人や車が出入りするための門がある。トラックも通過できるぐらいの幅はばはあるのだが、船門の隣にあるせいで勝手口みたいにこぢんまりと見える。

　岩の陰かげに身を潜ひそめた健太は、そおっとのぞいて、兵士の数を確かく認にんした。

「１、２、３……５人ほど見えます、先生」

　まいったな、と木佐は額に手を当てた。

「警備の厳重な正面門を避さければ、簡単に入れる門が１つぐらいあると思ったが……」

「これが最後の門ですよ、先生」

「ううむ……」

「甘いですわ、アナタたち！」

　びしっ、とイブキが言い放った。

「そんな覚かく悟ごでお姉さまを助け出そうと思ってたなんて、甘すぎますわ！」

「た、確かにキミの言う通りかも……」ぐうの音も出ない、健太。

「ちなみにどれくらい甘いかといいますと、澤さわ田だ屋で売ってる小豆あずきまんぐらい甘い」

「いや、それはよく分かんないし」

「アナタたちそれでも男ですの？　ここは正面突とつ破ぱしかありませんでしょう！」

「どうやってさ!?」

「そうだ、警備をしているのは軍隊だぞ。たった３人で何が出来る！」

　木佐も反論をした。

「では、どこから潜せん入にゆうするのです？　ここが最後なのでしょう？」

「だから、そのための作戦をだなあ……」

「そんな時間はありませんわ」

「今から考えればよいだろう！」

「だってもう、ピン抜ぬいちゃいましたもの」

　イブキの手には、安全ピンの抜かれた手しゆ榴りゆう弾だんが握にぎられていた。

「そんなもんどこから～～～～～～～～～～!?」

　健太が叫さけび、木佐は手榴弾を奪うばって、門に投げつけた。

　ドゴオオオオオオオン。

　門はモノの見事に吹ふき飛んだ。

　ちなみに手榴弾は、イブキが空母に忍しのび込んだ時に拝借したものだった。

　イブキは高らかに言い放った。

「２人とも、今のうちです！」

「何が今のうちだ!!」

　健太も木佐も詰つめ寄った。マユゲをブーメランみたいに吊つり上がらせていた。

「最悪の事態じゃないか！」

「いいではないですか、門が開いたのですから」何の迷いもなく、イブキ。

「中から兵士が出て来てるだろ！」

　びしっと健太が指さした先からは、わらわらとわらわらと兵士たちが。

「それぐらい、アナタたちでなんとか出来るでしょう？」

「出来ないよ!!」

「くそ」

　木佐は飛び出した。

「ここは私に任せて、お前らは逃にげろ！」

　言って、振ふり向いた。

「──って、聞いてないし！」

　２人はとっくに消えていた。
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「せんせ～い！」

　尾おを引くような、健太の悲鳴。

　イブキにずるずると、首根っこをひきずられていた。

「先生が！　先生がぁ!!」

　叫ぶ、木佐の姿が遠ざかっていく。

「逃げなさいって言ってたでしょ」

「言う前から逃げてたじゃないか！」

「大だい丈じよう夫ぶですわ」

　イブキは励はげますように言った。

「ほ、本当？」

「ワタクシたちの命は大丈夫！」

「そりゃ大丈夫だろうさ！」

　するとイブキは健太の肩かたをポン、と叩たたき、天使のような笑えみを浮うかべて言った。

「先生はほっといても死ぬようなタイプではありません」

「適当なこと言わないでよ！」

　イブキは震えだした。

「いつまで過去を引きずってるのです！　未来を直視しなさい!!」

「むちゃくちゃだ！　キミはむちゃくちゃだよ!!」

　するとだ。

　ぱしーん。

　ふくらませた紙風船が割れたような、そんな乾かわいた音を立てて、健太は頰ほおを張られた。

　叩いたのはイブキだった。

「何を言ってるのです？　先生はみんなを救い出したくて犠ぎ牲せいになったんでしょう!!」

「えっ……」

「耳を澄すませてごらんなさい。聞こえてくるでしょう、サイレンの音が。今ので警備の目はあそこに集中しますわ、今のうちに別の門から忍び込むのです！」

「そ、そんなにうまくいくかなあ？」

「何を言ってるのです！　今にもお姉さまたちは変態王の毒どく牙がにかかろうとしているのですよ！　クスリを使って人の心を思い通りにしようだなんて、許せませんわ！」

「そ、そうだね！」

「そのために、アナタの力が必要なのです」

「え、僕が？」

　そうです、と言って、イブキは命じた。

「媚び薬やくの花を栽さい培ばいしているという庭園に、まずはワタクシを連れて行きなさい」

「は、はぁ？　助けに行くんじゃ……？」健太は首を傾かしげた。

「クスリを手に入れてからでないと、お姉さまがワタクシのものにならないではありませんか！」

「な、なにしに来たんだキミは～!!」

　すぐさま健太はイブキから逃げた。逃げるしかなかった。

「ちょっと！　アナタがいないと始まらないのです！　お待ちになりなさ～～～い！」

　どうでもいい逃とう走そう劇が始まっていた。
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　そんな頃ころ、宮きゆう殿でんの一室では──。

「う……うう──ん」

　忍はうっすらと目を開いた。ひたすらに身体からだがだるい。身体が鉄のおもりになったような倦けん怠たい感。どうして巨きよ大だいな部屋にいるのか、自分に何が起こったのか、思い出せない。

「大丈夫ですか？」

　シャイニィがいた。

　膝ひざをついて、ほのかに何かを飲ませていた。

「な……なにを……？」

　忍はズキズキと痛む頭を抱かかえた。中で除じよ夜やの鐘かねを一気に突つかれているみたいに、うるさい。

　見覚えのない部屋、見知らぬ場所にいる自分。ここまでやってきた記き憶おくがない。どこで途と切ぎれたのかとっさに思い出せない。書いたはずの日記を盗ぬすみ読まれたような、そんな居い心ごこ地ちの悪い気分。

「すぐに立ち上がらないでください。痛みはじきに薄うすれますから」

「わ、分かった……」

　重い頭を支えようと、手を動かして──。

　自分が下着姿であることに気付いた。

「なんだこりゃああああああああああああああああああああああああ!!」

　立ち上がって、ずきーん！

　分厚い辞典にブン殴なぐられたような痛みが頭に走って、倒たおれた。

「ですから、すぐに立ち上がってはいけないと……」

「これが驚おどろかずにいられるか！」

　すると、シャイニィはレイのした事を説明した。

「な……なんだって……!!」

　全身をはい上がる悪お寒かんに、忍は両りよう腕うでをぶるぶると震ふるわせて、

「ハッ倒す！」

　ほのかとさくらも意識を取り戻もどすと、忍はレイを捜さがしに行くことを告げた。

「こ……この格好で？」ほのかが聞いた。

　下着姿だった。

「何を着せるつもりだったんだ……？」

　宮殿で見かけた、古今東西色とりどりの美び姫きたちの身につけていたドレスを思い浮うかべ、その中の１人になった自分を想像し、忍はうんざりと視線を室内に泳がせた。

「……なっ」

　その先には、３人分のウェディングドレスがかかっていた。

「着れるか──っ！」

　忍はキレた。

　ぽん、と手を叩たたいて、さくらが言った。

「白峰しのぶさん、よいではないですか。結けつ婚こん式しきが始まるのでしょう？　この衣い装しようを着れば移動も自由になるのではないですか？」

「う……ううむ」忍はまだ、納なつ得とくがいかない様子だ。

「忍ちゃん、とにかく何か着ておこうよ……」

「わ、わかった」

　ほのかに説得され、しぶしぶ忍は頷うなずいた。

　そこへ、

「桃園先生──っ！」

　バン、と扉とびらを蹴け破やぶるようにして日本刀……いや、木佐が現れた。

「大だい丈じよう夫ぶか!?」

　みんなが着き替がえているところだった。

「きゃ─────────────────っ！」
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「す、すまん！」

　木佐はまた痴ち漢かんとなった。
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　先を走るメフィが叫さけんだ。

「こっちからも敵が来るぞ！」

「あああああっ、助けて～っ！」

　よこしまな下心を胸に迫せまるイブキをまいて、健太はなんとか宮殿に潜せん入にゆうすることが出来た。しかし、あっちに行っても兵士、こっちに行っても兵士で、目指す式場の舞ぶ台たいにはまったくたどり着けずにいたのだった。

「何が、警備が手て薄うすになってる、だよ～！」

「これなら、海から入って式場の柱をよじ登ったほうがよかったんじゃないのか？」

「まったくだよ！　僕には登れないけどさ!!」

　あまり身にならない会話をしている間にも、右から左から兵士が現れる。

「逃にげ道ないよ！」

「ちょっと待て！　これはなんだ？」

　メフィは壁かべの隅すみに、人が１人もぐりこめそうな通気口を見つけた。

「この抜ぬけ道、風が通っているぞ。どこかにつながっているんじゃないか？」

「メフィ！　行くしかないよ！」

　健太は通気口のフタを外し、迷わずに飛び込んだ。

　はいずっていくのが精せい一いつ杯ぱいの暗い道を抜けて、抜けて──、出口にたどり着く。

「ん、ここは……」

　そこは来たことがある場所だった。

　中ちゆう華か料理屋さんだ。レイと一いつ緒しよに来た店だ。つまりここは……、

「ハーレム!?」

「あら、マイケルくん！　いらっしゃーい♪」

　見目も麗うるわしいチャイナドレスを身にまとった第14夫人チャオが現れた。

　ちなみにスリーサイズは99─66─99。

「僕はマイケルじゃ……うわっぷ！」

　言うより早く、チャオは健太を抱だきしめた。

「もが……もが……」

　揚よう子す江こうのように悠ゆう久きゆうな胸に健太が埋うずもれている間に、チャオは勝手にオーダーした。

「満漢全席お願ーい！」

　厨ちゆう房ぼうから移動テーブルに載のせられて、全身に中華料理を盛りつけした女の人が運ばれてきた（ちなみに第44夫人です）。

　もちろん裸はだかだ。

「だからそういうのはもういいんだって～っ！」

　そのあと健太は宇宙に連れて行かれ、奉ぶ行ぎよう所しよのお白しら州すでお裁きを受け、ロンドン塔とうの地下でＳＭをたしなみ、インディアンと友だちになった。

　そして荒こう野やには、天使だか悪あく魔まだかコスプレをした奥さんたちがズラリと並び……。

「さあ、ここから善と悪の最終決戦が……」

　マイクを持って語るチャオは、孔く雀じやくの羽根をつけたバニーガール。

「勘かん弁べんしてよ～！」

　健太は悲鳴をあげた。

「行かないでください！　ここからが楽しみなんですから！」

「こんなコトしてる場合じゃないんだよ～っ！」

　追いすがるチャオたちの手を逃のがれ、健太はハーレムを脱だつ出しゆつした。

「……なんなんだ、今のは」メフィは首を捻ひねった。

「陛下に聞いてよ～っ！」

「俺が呆あきれてるのはお前だ。まったく優ゆう柔じゆう不ふ断だんな奴やつだ。かなり無む駄だな時間を食ったぞ」

「ご、ごめん」

　すると、メフィは床ゆかに転がった通気口のフタを見つけた。

「……おい」

「なに？」

「ここってさっきの場所じゃないか？」

「え……」

　健太は青ざめる時間も許されなかった。すぐに兵士たちが姿を現したのだ。

「こちらヤンの７！　さっきの子供と猫を発見！　ただちに集合を願います！」

「こっちだ！　階段がある！」

　メフィはまだ兵士たちが先回りをしていない道を見つけた。

　健太は追って、一緒に階段を駆かけ上った。

　カンカンカンカンカン……。

　二段跳とび、三段跳びで走って、突つき当たりのドアを開く。

　屋上だった。手すりもない真っ平らな屋根が広がった。

　健太は飛び移れる先はないかと、周囲を探さぐった。

　あった。やや低い棟が隣りん接せつしていた。けれども距きよ離りがあった。３メートルは離はなれているだろうか。

　いや、４メートル、５メートルはあるかもしれない……。

　健太は峡きよう谷こくのように開いた底を見下ろしてみた。かなり深い。吹ふき上げてくる風に髪かみの毛が煽あおられて、健太はたじろいだ。高いところは苦手なのだ。

「…………」

　ごくり、と健太は息を吞のんだ。

　背後からは、兵士たちが階段を駆け上る靴くつ音おとが聞こえてきた。

　健太は握にぎる拳こぶしに力を込めた。その様子のただならぬことにメフィは気付いた。

「お前、何を考えてる！」

「飛ぶよ」

　健太は言った。冗じよう談だんではなかった。

　その証しよう拠こに、足が震ふるえていた。

「行けるよ、たぶん……出来る」

「出来るヤツがへっぴり腰ごしか」

「大だい丈じよう夫ぶだよ！」健太は自分に言い聞かせるように叫さけんだ。

「勇気と無む謀ぼうをはき違ちがえるな。出来ないコトをするもんじゃない！」

　メフィは健太のズボンを嚙かんで、行かせまいと引っ張った。

「ダメだ！」

　健太は言った。それはメフィが見た事もないほど果か敢かんな態度だった。

「僕がここであきらめたらダメなんだ！」

　全身を声にして、猛たける。

「僕はいつものえるに助けられてきたから!!」

　両手を強く握りしめて、両足をしっかりと踏ふみしめて、勇気を振ふり絞しぼるようにして、

　健太は叫んだ。

「今度は！　今度こそ僕が！　のえるを助けたいんだ!!」

　メフィはじっと健太を見上げた。

（…………）

　何も言わず、ヒゲを揺ゆらす。

　回れ右をして、何歩か下がり、走り出すと、飛んだ。

　軽々と跳ちよう躍やくして、隣となりの建物へと飛び移る。

　そしていつもの無ぶ愛あい想そな口調で、

「……なんてコトはないな。お前でも飛べるだろう」

「うん！」

　健太は反対側まで戻もどり、一杯に助走距離をとると、駆け出した。

　そして大きなストライドを刻んで、飛ぶ。

　無限に思えるほどの滞空があって──、

　届いた！

　無事に着地したはいいが、健太は全身のバランスを崩くずして転がった。

　だがすぐに立ち上がって駆ける。メフィも後に続いた。

　こちらの建物の階段を降りようとドアを開けた時、健太は一度だけ振り返った。

　兵士たちは向こうの建物にいて、下の階にいる兵士たちをこちらに向かわせようとしているようだった。

（ごめんね、僕の行くのは式場のほうじゃないよ）

　だから、１階には降りない。

　途と中ちゆうの階から中庭に抜ぬけて、媚び薬やくを栽さい培ばいしている庭園に向かうのだ。

「行くよ、メフィ！」

　言って、健太はドアを閉めた。

（もうすぐだ──！）

　健太は走った。はやる気持ちが背中を押しているようだった。

　階段を降り、中庭へつながる廊ろう下かを進む。まっすぐに延びた道に扉とびらが見えた。その扉の向こうが庭園だった。

（解げ毒どく剤ざいが見つかれば、のえるは元に戻せる）

（元気になった、のえるに謝ることが出来る）

（このドアを開けば──！）

　体当たりのような勢いで、健太はドアを開いた。

　そして愕がく然ぜんとなる。

「な…………！」

　健太は信じられない顔をして、息をのんだ。

　庭園が、一面の焼け野原になっていたからだ。

「そ……んな……」

　栓せんを抜いた浮うき輪のように、全身から力が抜けていった。

　へなへなと崩れ落ち、がっくりと膝ひざをつく。

「これじゃ……、のえるは……」

　じわじわと悔くやしさが込み上げてくる。うわずる声は泣いているせいだろうか。

　健太は握にぎりしめた拳こぶしで、土を叩たたいた。

「戻せないじゃないか……！」

　何度も何度も叩いた。

　そこへ、声が。

「何をしているのです？」

　現れたのは、レイの第１夫人アルトだった。

　健太だと分かると、アルトは優やさしげに笑えんだ。

「シャイニィ殿でん下かがすべてを焼き払はらってしまわれました」

「あ……」

　健太は媚薬を処分するというシャイニィの言葉を思い出した。

（シャイニィは僕たちが島に残ってると思っている。だから……）

　シャイニィはよかれと思って、こんなことをしたのだ。

「これを持って行きなさい」

　アルトは薬くすり瓶びんを差し出した。それは手のひらに収まるほどの大きさだった。

　見れば、媚薬の瓶によく似ている。

「解毒薬です。シャイニィ殿下から頂きました」

「本当ですか!?」

　健太は飛びつこうとして、はた、と立ち止まった。

「でも、これは……」

　アルトの分ではないのですかと聞こうすると、アルトは遮さえぎるように首を振ふった。

「わたくしのコトはかまいません」

「でも、これを飲まないと夫人は──」

「優しいのですね、あなたは」

　なぜか、アルトは羨うらやむような目をした。

　それは健太に向けたまなざしなのか、それとものえるに向けたまなざしなのだろうか。

「そんな、僕は優しくなんか……」健太は首を振った。

「どうしても欲しい物でも、わたくしのコトを考えて我が慢まんしようとしているのでしょう？」

「僕は……臆おく病びようなだけです」

　色々なことが胸をよぎり、悔しくなったのか、健太はうつむいた。

「違ちがいます」アルトはきっぱりと言った。

「それがあなたの優しさなのです。もっと自信をお持ちなさい」

　言って、瓶を健太の手に握らせた。

「でも、こんな大切なモノを、申し訳ないです！」

「黙だまって受け取りなさい。彼女を救うにはこれが必要なのでしょう？　申し訳なさがなんです。男の子なら、それぐらいの罪悪感を背負うものですよ」

「は……、はい！」

「もうすぐ式が始まります。のえるさんは式場近くの館やかたにいるはずです」

　健太は大きく頷うなずいて、走り出した。

　解毒薬の入った薬瓶を宝物のように大切に、大切に胸にかき抱いだいて──、

（これを飲ませればのえるは──、のえるは！）

　想おもいに翼つばさが生えて、飛んで行くようだった。
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「いや……その……まあ、なんだ。私はみんなの無事が心配で……」

　みんなが着き替がえ終わるまで、木佐は両手で目を押えていたのだが、誤解されている事がよっぽど耐たえられないのか、饒じよう舌ぜつな校長のようにうだうだと言い訳をした。

「先生、もういいですよ」

　ほのかが言った。

「そ、そうか？」

「じゃっじゃーん！」

　ほのかは言って、木佐の前で忍の美しいドレス姿を見せた。

「こ、こら、やめてって」とにかく恥はずかしがる忍。

「忍ちゃん、よく似合ってるよぅ」

　今の木佐に子供のじゃれあいにつきあってる暇ひまはない。物もの憂うげに手を振って、訊たずねる。

「分かった、分かったから、桃園先生はどこだ？」

「あれ……、いない……」と、ほのか。

「もう、結けつ婚こん式しきに出かけたんじゃ……」と、忍。

「手て遅おくれか────っ！」

　木佐は日本刀を手に、部屋を飛び出そうとした。

「まだベランダにいますわ」と、シャイニィ。

　ズシャアアアアアアアアアア。

　木佐は顔面から盛大にコケた。

「大だい丈じよう夫ぶですか、先生」

「──お前ら、私で遊んでないか？」

　すると、忍は質問で返した。

「先生こそ、どうしてそこまで、さくら先生を心配するの？」

「た、他意はない」

　ぶっきらぼうに言って、立ち上がり、ベランダへ出た。

　ベランダと言っても、教室２つ分はある部屋に隣りん接せつしたベランダだ。

　オープンテラスと言ってもいいぐらいに広いベランダの奥の奥に──、

　彼女がいた。

　見た瞬しゆん間かん、稲いな妻ずまのような痺しびれが木佐の心を走った。

　じっとたたずんで景色を眺ながめている彼女。ふわふわのドレスを身にまとった彼女の優やさしげな顔を見て、木佐は、つぼみが花開く姿を思った。それほどにさくらは可か憐れんで愛らしかった。

　太陽の光を浴びた、純白のドレスがキラキラとまぶしい。

（綺き麗れいだ）

　素す直なおに、そう思った。

（な、何を考えているんだ、私は）

　すぐに首を横に振ふる。

「木佐先生！」

　気付いて、さくらが駆かけ寄ってきた。

　思わず木佐は視線をそらした。自分の感情に照れているのだ。

　そんなことは初めてで、木佐は自分の感情に戸と惑まどった。

「？」

　おかしな木佐の態度に、さくらは首を傾かしげた。

「まったく、手遅れかと思いましたよ……」

「何がです？」

「あ、いやいや、こっちの台詞せりふです」

「どうです？　この衣い装しよう」

　さくらは無む邪じや気きに回って見せた。

　ふわふわとしているドレスの裾すそが空気をはらんで、カーテンのようにたなびいた。

「お似合いですよ」

　……と、言いかけて、木佐は自分が赤くなっていることに気付き、なぜかそれが許せなくなって、心にもない言葉を口にしてしまった。

「結婚前にドレスを着ると、なかなか結婚できないそうですよ」

「それは困ります！」

　全身で主張したさくらの手が、手すりに当たって、

　折れた。

　腐くさっていたのだ。さくらはバランスを崩くずし、手すりと一いつ緒しよに外へと落ちた。

「危ない！」

　木佐は手を伸のばし、さくらをつかんだ。

　そして一緒に落ちた。

「うわあああああああああああああ！」

　運良く、ここは３階で、下にはふかふかの茂しげみがあって、それがクッションになって２人は助かった。２人を見下ろす、ほのかたちもホッと胸をなでおろした。

　忍もホッとしたが、ニヤニヤもして、つぶやいた。

「他意はない……ねえ」
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　椰や子しの木繁しげる小こ径みちを、健太とメフィはひたすらに駆けていた。

　式の始まりは、夕日が海に着いた時。

　ちらりと横目で見た太陽は赤く染まっていたが、まだ水平線とは隙すき間まがあった。

　中庭から式場までは距きよ離りもなく、ほぼ一本道だった。

　だからこそ──。

「ここで張っていれば、アナタを捕つかまえられる確率が大きいという訳ですわ」

　イブキが、いた。

　大きな岩の上に座っていた彼女は、腕うでを組んで、悠ゆう然ぜんと健太を見下ろしている。

　不敵に歪ゆがむまなざしに、健太はこれまでの恐きよう怖ふを思い出した。

　すたん、とイブキは着地して、健太に近づいた。そっと手を伸ばす。

「待ちかねてましたわ」

「ちょ、ちょっとイブキちゃん待って！　今は僕たちで争ってる場合じゃないだろ！」

「何を勘かん違ちがいしていますの？」イブキは指でもう１つの道を指し示した。

「この道を行った先には警備兵が待ちかまえていますわ。行くならばあちらです」

「え……」

　健太が喜ぶ顔を見るのが悔くやしいのか、イブキは不本意そうに頰ほおをふくらませるとプイとそっぽを向いた。

　大人びた口を利きくのに、そういうところが年とし相そう応おうで可愛いな、と健太は思った。

「時間がありませんもの。この際、ワタクシの野望は後回しにいたしますわ」

「あ、ありがとう！」

　ますますイブキは不本意になって、

「いいから、行きますわよ！」

「うん！」

　と、イブキを加えて走り出そうとした時だ。

「侵しん入にゆう者しや、発見！」

　見回りの兵士たちに見つかってしまった。

「うわ、さっそくそっちの道はふさがれちゃったし！」

　健太たちはくるりと背を向けて、来た方向に逆走を始めた。

「追いついたぞ！」

　来た方向からも兵士たちが現れた。

「２人とも、こっちだ」

　メフィが小径をはみ出して、芝生しばふに駆かけ出した。ハーレムドームに隣りん接せつした建物がある。そこからごちゃごちゃとしたハーレムドームに入れば兵士たちをまいてしまえないかという作戦だった。というか今はそれぐらいしか取れる手段がなかった。

　健太たちは建物に逃にげ込んだ。

「って、ここは！」

　そこはレイと来た風呂ふろ場ばだった。女湯しかないお風呂場。

　慌あわてて健太は脱だつ衣い場じようから引き返そうとした。しかし、外には兵士たちが。

「絶体絶命ですわ！」

「ど、どうしよう……」

　イブキに責められて、健太は思わず壁かべに手をついた。

　ぐらりと、身体からだが傾かしいだ。

　壁に手をついたはずなのに、壁がぐるりと回転したのだ。

（回転!?）

　健太は思い出した。

（ここは、ここは──！）

　健太は壁の向こうへ倒たおれ込んだ。もちろんそこには床ゆかがない。

「落～と～し～ア～ナ～だ～っ～た～～～～～～～～～～～！」

　尾おを引くような叫さけび声をもらしながら、健太と、健太を助けようと手をさしのべたイブキは暗くら闇やみの底へ消えて行った。

　ドスン、と大きな尻しり餅もちをついて２人は庭園に飛び出した。

　そこに待ちかまえていたのは、黒くて巨きよ大だいで毛だらけの……。

「リリィ!!」

「ウホ────♥」

　健太はたちまちゴリラのリリィに引きずり倒されて、抱だきつかれて、ナメ倒された。

「……な、何なんですの、これ」

　あぜんとする、イブキ。

　種族の壁をあっさりと越こえた、リリィの愛情表現に息を吞のんだ。

「ぼけっと見てないで助けてよお！」健太が悲鳴をあげた。

「あら？　人間とゴリラ、素す敵てきなカップルではありませんか」

「や～め～て～よ～！」

　するとだ。

　リリィがぴたりと動きを止めたのだ。

「？？？」

　驚おどろいたのは健太のほうだった。

「お、お座り」とか言ってみる。

　するとリリィはちょこんと座り込んだ。

「ま、まさか……」

　健太は、リリィと初めて会った時のアルトの言葉を思い出した。

「そうか！　リリィは人の言葉が分かるんだった！」

　頷うなずく、リリィ。

「リリィ、お願いがあるんだ」

「ウホ」

　リリィは健太とイブキ。そして遅おくれて降りてきたメフィをかつぎあげた。

「式場までお願い！」

「ウホー」

　愛する健太のため、リリィは爆ばく走そうを始めた。

　兵士たちが現れてもひるみなどしない。

　機関車のごとき突とつ進しんで、たちまち彼らを吹ふき飛ばした。

「うわああああああああああああ！」

　響ひびき渡わたる兵士たちの絶ぜつ叫きよう。

　続く兵士たちも、

「射しや撃げき許可願います！」「駄だ目めだ！　リリィ様は陛下の第67夫人だぞ！」

　撃うつことが出来ない。

　兵士たちは蜘蛛くもの子を散らすように道を空けるしかなかった。

　突つき進むゴリラ一行。

　肩かた車ぐるまをされている健太は、嬉うれしくてリリィの頭をなでた。

「すごいよ、リリィ！」

「ウホー」

　喜ぶリリィの目にはハートマークが浮うかんでいた。

（彼女は、何を期待しているのかしら……）

　抱きかかえられているイブキは、この後の健太の運命を思って、合がつ掌しようした。

（ご愁しゆう傷しよう様さま……）
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　黄昏たそがれた空には、１つ、また１つ、星が瞬またたき始めていた。

　太陽が没ぼつすることを待ちきれないように、星々が姿を見せ始めている。

　健太は焦あせった。

　式は太陽が沈しずみ始めた時から始まる。

　そうなってから到着しても、遅おそい。

「リリィ！　頑がん張ばってリリィ！」

「ホォォォォ！」

　彼女は雄お叫たけびで応こたえ、ますます爆走した。

　庭園を飛び出して、中庭をぐるりと周回すると、右手にビーチが見えるようになる。

　水平線に着くか着かないかのところに夕日があった。

　日没まで残された時間はない。

　手を出すことも出来ずただ見過ごすだけの兵士たちを横目に、健太たちは砂すな浜はまに沿って旋せん回かいする道を進んだ。次第に式場となる巨きよ大だいな白い櫓やぐらが姿を現し始めた。

　櫓の周囲には帆ほのような布が幾いく重えにもはためいて、もっと近づかないと中をうかがうことは出来ない。けれど、人のざわめきみたいな音は届いてくる。

　まだ始まっていないと信じて、突き進む。

（あと１分も走れば……！）

　そんな思いが心をよぎった瞬しゆん間かん、前方に兵士が現れた。

　道を塞ふさごうとしているのではない。

　猟りよう銃じゆうを構えているのだ。

「撃つ気!?」

　健太が叫ぶが早いか、兵士は引き金を引いた。

　たった１発だった。

　撃ってすぐに兵士は道の脇わきに退いた。

　銃じゆう弾だんはリリィの腹部に命中した。

　しばらくはリリィも走った。しかし十数秒。彼女は前のめりに倒たおれ込んだ。

「リリィ！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　健太は真っ青な顔で、傷を確かめようとうつ伏ぶせになったリリィの身体からだを起こそうとした。無論、数百キロの巨体がびくともするはずもない。

　健太の後頭部に銃口が突きつけられた。

「ここまでだ、小こ僧ぞう」銃を突きつけた兵士が言った。

「リリィは!?」

「麻ま酔すい弾だんだ。陛下の夫人を殺あやめる訳にはいかないからな」

「くっ……！」

　健太たちはたちまち後ろ手に縛しばられて、足で背中を踏ふみつけられた。

　ぎゅう、と地面にはいつくばる。

「手間をかけおって」

「行かせて！　僕を行かせてください！」「そうです！　ワタクシのお姉さまが変態王のものになっちゃうのですよ！」

「子供は黙だまって見物をしてろ」

　ぐりぐり、とさらに強い力で背中を踏みつけられて、健太は悲鳴をあげた。

　だが、その声も音楽の流れ始めた式場には届かないだろう。

　式場の左右に掲かかげられた帆の隙すき間まから、中の様子が見えた。

　スポットライトを浴びて、花はな嫁よめたちが入場を開始していた。

　１人、２人、３人……ぞろぞろと、何十人も。

　その馬ば鹿か馬鹿しさはさておき、聞こえてくるレイの声は絶好調だった。

「レディース＆ジェントルマン！　ボクの28回目の結けつ婚こん式しきにようこそ！　残念ながら妹のシャイニィの式は少し延期になってしまったけれど、その分、ボクの花嫁たちを祝福して欲しい。世界中から集まってくれた花嫁の数はなんと[image: 100]人だよ！　一度に[image: 100]人の花嫁と結婚する男は歴史をひもといてもボクぐらいなものだろうね。ＨＡＨＡＨＡ！」

　本当に楽しそうな声だった。

　それだけに健太は許せなかった。悔くやしかった。

「みんなに喜んで欲しいコトはそれだけじゃないよ。ついにボクの妃きさきとなるべき女性が見つかったのさ！」

「！」健太とイブキの耳がびくんと反応した。

「紹しよう介かいしよう！　ミスノエル！」

　スポットライトを浴びて、のえるが登場した。

　レイはフランスかぶれなので、もちろんウェディングドレスだった。

　見えたのは帆のゆらめきで生まれた隙間の、ほんの一いつ瞬しゆんだったのだけれど、ライトを浴びながら、純白のドレスを身にまとったのえるは、光の女め神がみもかくやと思わせる輝かがやきを放っていた。

　すると隣となりから強きよう烈れつな歯ぎしりが。

「ゆ、許せませんわ……！」

　イブキがぶるぶると震ふるえていた。

　怒いかりだ。地中深く押し込められているマグマのような怒りだ。

「こうなったら……、お姉さまのトランクから拝借したスイッチで……！」

「スイッチって？」

「空母艦かん隊たいが来た時に、櫓に設置した爆ばく弾だんですわ」

「でも、米軍は帰っちゃったじゃないか」

「まだビーコンは反応しています。米軍は回収しないまま帰ったらしいですわ」

「えーっ！」

「お姉さまが他ほかの男のものになるぐらいなら、いっそみんな……！」

「ちょ、ちょっとイブキちゃん！　それはやりすぎだよ!!」

「悔しいですわ。縛られていてポケットに手が届きません」

「……なんでか捕つかまってることを感謝したくなったよ」

　一瞬、健太はそんな気分になった。

　けれど、レイの言葉がそれを吹ふき飛ばしてくれた。

「ボクが探し求めてきた理想の花嫁。それが彼女だ。しとやかで気品があり、穏おだやかで物静かで落ち着きがある。──そして、なによりも美しい」

「そんなの、のえるでもなんでもないじゃないか！」

　健太は叫さけんだ。

　のえるのいいところが全部なくなっていると思った。

　無口で、おとなしく、人の言うことをなんでも聞くような女の子。

（そんなの、そんなの──、のえるじゃないよ！）

　健太は気付いた。

　自分もレイと同じことを考えていたかもしれない、と。

　気の合うところだけをつまみ食いしたくて、都合の悪いところは変わって欲しいだなんて考えを。

　今ならはっきりと決別できる。

（そうじゃないんだ！）

（僕が会いたいのは、困ったところもたくさんある、ありのままの、のえるなんだ！）

　だが、現実の自分は銃じゆうを持った兵士に踏ふみつけられている。

（もう手て遅おくれなの!?　もう僕が出来るコトは何もないの!?）

　必死に考える健太をよそに式典は進んでゆく……。

「彼女には、代々藩はん王おう家の女王が受け継つぐことになる、この月光の指輪を捧ささげたい」

　おお、と場内からどよめきが聞こえてきた。
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　式場では、今まさにのえるとレイの誓ちかいの儀ぎ式しきが行われようとしていた。

　会場には[image: 100]人の洗脳された花嫁と、招待客たち。

　そしてのえるとレイ。

　レイは指輪を手に取った。

　なぜか月の光にだけ反応して輝く指輪。

　式場から照明が消えて、輝くものは自然の灯あかりだけとなる。

　空には丸々と満ちた月、確かに指輪は月光を受けて、冴さえ冴ざえと光を放った。

　レイの手にあった指輪が、そっとのえるの指にはめられる。

「さあ、これでボクたちは夫婦だよ。みんな、祝福してくれたまえ！」

　場外にいる健太は身動き１つも出来ない状態だった。

　健太にはレイの声が裁判官が下す死し刑けい判決のように聞こえた。

（もうダメなのか……!?）

　その時だ。

「祝福できません」

　現れたのはシャイニィだった。

「どうしたんだい？　ボクが他人のモノになってしまうのが悔くやしい気持ちも分から……」

「世迷い言はたいがいにしてください」

「どうしたんだい？　ボクの幸せを祝えないと言うのかい？」

「お兄さまの一方的な幸せを祝うことなんて出来ません」

「どういうコトだい？」

「こういうコトです」

　と、シャイニィが右手をかざした瞬しゆん間かん、

　ハーレムにいた奥さんたちが一いつ斉せいに会場になだれ込んできた。

　衣い装しようはラストショーのまま。つまりきらびやかなコスプレ集団が。

　ラメをちりばめた古今東西色とりどりのコスチュームは、席に控ひかえる[image: 100]人の花はな嫁よめに勝るとも劣おとらない豪ごう華かさを放っていた。

　しかも激げき怒どのおまけ付き。

「な、何をした!?」

　夫人たちの鬼き気き迫せまる形相にレイはたじろいだ。

「元の姿に戻もどして差し上げただけですわ」

「なんだと」

「兄さまが庭園で怪あやしげなクスリを精製していたのは知っていましたから」

「あ、あれは」

　言い訳をしようとして、レイは絶句した。

　招待客や花嫁たちをかき分けて、ずんずんと迫せまる奥さんたちの怒いかりに恐おそれをなしたのだ。

「シャイニィ！　彼女たちをなだめてやってはくれないか？　けしかけるだけ、けしかけるというのは無責任というものだろう。なぁ、妹よ！」

　するとシャイニィはさらりと言ってのけた。

「夫婦の問題は夫婦で解決されてはどうですか？」

「と、いうことだ。変態王さん」

「げっ、ミスシノブ！」

　拳こぶしをぱきぱきと鳴らしながら、忍。

　媚び薬やくが解けた夫人たちが式場に乗り込もうとしているのを知った彼女は、イの一番に仲間に加わっていたのだ。

「キ、キミにはまだたいしたことには……」

　その言葉に忍はキレた。

　この数日間に味わった、いろんな思いが心の中を一いつ瞬しゆんに駆かけめぐったのだ。

「もう充じゆう分ぶん、顔から火の出るような思いをしてきたのよ！」

　どげし、と蹴けった。

　それが合図となり、夫人たちもこれまでの怒りをレイに叩たたきつけた。

　会場は大混乱の様相を呈ていした。

　暴動に巻き込まれてはゴメンと招待客たちは次々と席を立ち、まだ媚薬の解けてはいない花嫁たちはレイを助けにいけばいいのか、命じられてもいない行動をしてもいいのかわからず右往左往とした。警備の兵士たちが収拾をつけようとするのだが、まさか人間に麻ま酔すい弾だんを撃うつわけにもいかなかった。

「今のうちだ！」

　メフィに耳打ちをされて、健太は自分が自由になっていることに気付いた。

　手を縛しばっていたロープが嚙かみ切られていた。

　踏ふみつけていた兵士はもう会場に突とつ入にゆうしていた。

　というか、式場から逃にげ出してくる人間たちで、健太たちの周辺も大変なことになっていた。

「イブキちゃん！」

　健太はまず隣となりにいたイブキの安全を確かく認にんした。

「ひゃあああああああああああああ」

　先にメフィがロープを切っていたのだろう、彼女は手足こそ自由になっていたものの、押し寄せる人の波にかきまわされて、コマのようにくるくると回っていた。

「アイツのことは俺に任せろ、お前は行け！」と、メフィ。

「頼たのむよ！」

　健太は駆け出した。

　いっぽうイブキは目が回ってフラフラだった。

「ワタクシもお姉さまを……、お姉さまをお助けしなくては……」

　意識朦もう朧ろうなイブキは、訳も分からないままポケットからスイッチを取り出した。

　そしてその起き爆ばく装置のボタンを、

　押した。




　ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドーーーーーーン。




　式場を支える８本の柱が次々と爆発した。

　板張りの床ゆかに亀き裂れつが走る。音を立てて割れ始める。

　舞ぶ台たいは沈ちん没ぼつするタイタニックのような状じよう況きようとなった。

　さすがの夫人たちもレイを殴なぐっている場合ではなくなった。

　のえるはまだ状況が見えていないかのような表情で、舞台に突っ立っていた。

　媚薬のせいか、と忍は思い、のえるの手を引こうとした。

「あなたもぼうっとしてないで！」

　そばにいた夫人の１人に脇わきを抱かかえられ、忍はのえるから引き離はなされてしまった。

　そして、ボロゾーキンのように叩きのめされたレイも立ち上がっていた。

「ボ、ボクも逃げなくては……」

　すると、

「ちょっと待って」

　ぱしーん、と平手打ちの音がした。

　健太は早はや瀬せを遡さかのぼるサケのように人をかきわけ、式場へたどり着いていた。

　ほうほうの体ていで逃げ出すレイがそばを通り過ぎていった。

　見るも無む惨ざんにボコられたレイの頰ほおにはひときわ大きな張り手の跡あとが見えた。

　そんなことを気にしている余よ裕ゆうはなかった。

　レイに見捨てられたのか、のえるはまだ舞台の奥に立っていたからだ。

「待って下さい！」

　飛び出そうとする健太を、シャイニィの腕うでが捕つかまえた。

　もみくちゃになって乱れた服もかまわずに彼女は叫さけんだ。

「危険です！」

「のえるが！　のえるはもっと危険だよ！」

　シャイニィを振ふり切って、健太は走った。

　崩ほう壊かいする氷山にも似た舞台にはもう、健太とのえるの２人しかいなかった。

　近づくと、のえるは靴くつのヒールが割れ目に挟はさまって抜ぬけ出せないでいるのが分かった。

　靴を脱ぬごうにも紐ひもがほどけずにいるのだ。

　バキバキバキ……！

　板の亀裂がのえるまで延びて、彼女の足がすぽんと抜け出した。

　だがそれは同時に底が抜け、のえるが海面に落ちていく瞬しゆん間かんでもあった。

　健太の手は、あと一歩のところで届かない。

「のえる────っ！」

　健太は懸けん命めいに手を伸のばした。

　走っていくそばから、足あし下もとが崩くずれていった。

　割れ目からは、10メートル、いや20メートルはあるだろうか、それぐらい下のところに海が見えた。ちぎれたものから、ばらばらと落ちていった。

　足を滑すべらせれば、自分も同じ運命だ。

　しかし健太はひるまなかった。

（今度は僕が──！）

　脳のう裏りにさまざまな記き憶おくが蘇よみがえってきた。

（僕が──！）

　ジャックされたバスで助けてくれたこと。

（のえるを助ける番なんだ！）

　空中に放り出された自分を助けてくれたこと。

（絶対に助けるんだ！）

　健太は飛んだ。足に力を込めて、自分から海へ飛び込むような勢いで手を伸ばした。

　のえると目が合った。

　きょとんと目を丸くして、自分のことを見ていた。

（そんな──、他人を見るような目で見ないでよ）

　健太はいま自分がしようとしている自殺行こう為いよりも、そのことが悲しかった。

　だから、ひたすらに手を伸ばした。

　のえるに届きたくて──絶対に届かせたくて、手を伸ばした。

　指が、触ふれ合う。

　触れ合おうとして、ほどける。

　もう一度触れ合う。

（離はなすものか！）

　小さくて細くて糸のような指と指がからみあい、からまりあい、しっかりと力を伝え合った。手と手がしっかりと結ばれた。

（届いた！）

　ホッとしたところで、のえるが驚おどろいた顔をしているのに気付く。

　そうだ、僕たちは落ちているのだ。

（しまった……）

　のえるを助けるつもりで来たのに、これでは何の意味もないじゃないか。

　しかも自分から飛び込んで。

　けれど、なぜか後こう悔かいは浮うかんでこなかった。

　みるみる自分たちは加速して、視界いっぱいに海面が迫せまってくる。

（激げき突とつしたらどうなるだろう）

　健太は考えた。

　後悔するだろうと思ったけれど、考えても、やっぱり後悔はなかった。

　運命を共にする。

　よく分からないけれど、そのことに意味があるような気がしたからだ。




　ぱっしゃああああ──ん。




　どさどさと落ちてゆく木材にまぎれて、ひときわ大きな水しぶきが上がった。




　　　　♣




　丸々と満ちた月が、静かに輝かがやいている。

　何事もなかったかのように優やさしく、柔やわらかな光を放って──。

　崩壊した舞ぶ台たいは──、すでに残ざん骸がいが浮かぶだけとなった海は──、粉ふん砕さいされた木材の白い欠片かけらがそこかしこに突つき刺ささったり漂ただよったりしていた。

　コツン。

　木の板が頭に当たって、健太は意識を取り戻もどした。

　立ち上がろうとして、足が付く深さだということを知った。膝ひざまでの深さもない。

　びっくりする。

　学校の屋上よりも高い場所から落ちて、どうして無事なんだろうか。水面に浮かぶ木材がクッションの代わりをしてくれたのだろうか。

（そんなことより！）

　のえるを捜さがした。

　ざばざばと海を蹴け立たてながら、辺りを見回す。

（いた！）

　駆かけ寄った。

　のえるは仰あお向むけになって浮かんでいた。

　見たところ、外傷はなさそうだ。健太は安心した。

　けれど、彼女の目はぼんやりと中空を見つめたままだった。頭かどこかを打ったせいなのかは分からない。媚び薬やくのせいなのかもしれない。

「とにかく、解げ毒どく剤ざいを」

　健太は焦あせるように腰こしに結んでおいた袋ふくろに手をやった。

　割れていた。

　ここに来るまでにぶつけてしまっていたのだ。粉々に割れた瓶びんからは液がしみ出していて、それすら海水と混じって分からなくなっていた。

「そ、そんな……ここまで頑がん張ばったのに……」

　健太はがっくりと膝をついた。

　胸の中が絶望で一いつ杯ぱいになった。

　こんな時に思い浮かぶ言葉は何か。

　よくやった、自分にはこれぐらいのことしか出来ないんだ、仕方ない。

（仕方ない……）

　これまで何回その言葉を使ってきたのだろう？

　嫌いやなことがあった時、我が慢まんした時、諦あきらめた時、

　そんな呪じゆ文もんを唱えて、どれだけ自分をごまかしてきたのだろう？

　健太は首をぶるんぶるんと振ふった。

（嫌だ！　諦めてなんかたまるもんか！）

　健太は歯を食いしばった。

　どうしても取り戻したいものだから！　奪うばい返したいものだから！

「のえる！」

　だから叫さけんだ。

「目を覚ましてよ！　元ののえるに戻ってよ！　バカなことを言って、僕を怒おこらせたり呆あきれさせたりしてよ！　そんなのえるがいいんだ！　だって、だって僕は……！」

　両手でのえるを抱だきかかえて、懸けん命めいに叫んだ。

「だって僕は……のえるのいいところを知ってるから」

「…………」

　のえるはぼんやりとしたまなざしで、健太を見るばかりだ。

「強い心があって、勇気があって、みんなを守りたいって気持ちを誰だれよりも持っていて、その優しさに僕は何度も背中を押されてきたんだ……」

　言いながら、声がうわずってくる。

　泣いているのか、と健太は思った。

　こんなにも無力な自分が悔くやしくて、切なくて、

　だけど胸だけは燃えるように熱くて、自分でも何を言っているのか分からない。

「分かんなかったんだ。そんなのえるがよかったんだ。僕が怒るようなコトしたっていいよ。だから前みたいに戻ってよぉ……」

「……………………」のえるの表情がかすかに変化する。

「前みたいに、マイペースでわがままで自分勝手で人の迷めい惑わくとか考えもしないでいつもいつも好きなように行動しても何が起ころうと驚おどろかなくても動どう揺ようしなくても反省しなくても注意しても僕の言うことを聞かなくても誰の言うことも聞かなくても決まりを守らなくてもルールを大事にしなくても自分の都合で法律を変えようとしても悪ふざけが好きでも金かね儲もうけはもっと好きでも戦車を町中で乗り回そうとしても寝ね相ぞうは悪くても食い意地が張っていても……」

「もういいわよ！　黙だまってればひどいわねえ!!」

　のえるは声を荒あらげた。

「──!?」

　いつものやんちゃなトーンのフレーズに、健太は耳を疑った。

「なに、きょとんとした顔して、あたし、変なこと言った？」

「だって、のえる、クスリを嗅かがされて……、それで結けつ婚こん式しきに」

「クスリなら、とっくに解けてたわよ」

「ええっ!?」

「シャイニィが助けてくれたから」

「じゃ、じゃあ、どうして──？」

　レイとの結婚式に出ようとしたのか。

　さっぱり理解できないでいる健太に、のえるはイタズラっぽく瞳ひとみを輝かがやかせて教えた。

「だって、そんなことされたのよ。舞ぶ台たいの上でヤツをブン殴なぐってやろうと思ったのよ」

「……元に戻ってるね、完全に」

　実際戻ってみると、喜んでいいのかどうか困ってしまう性格だが。

（でも、嬉うれしいや）

　何があってもヘコむどころか、逆に元気になるのが彼女の凄すごいところだ。

　健太は素す直なおにそう思った。

　なにせ自分は、

「そ、そうだったのかぁ」

　へなへなへな。

　安心した途と端たん、思いっきり力が抜ぬけて、尻しりもちをつく始末だから。

（情けない……）

　のえるのバイタリティとは比べモノにならない自分のひ弱さを呪のろわしく思った。

　そんな健太を見て、のえるが心配した。

「ごめんね。まさか健ちゃんが助けに来てくれるだなんて、思わなかったから」

「謝るのは僕のほうだよ」

　健太は、ラブレターを貰もらったのを忘れていたことを口にした。

「ごめんね、本当に……」

「あ、そのコト？　忘れててもいいんじゃない？」

「よくないよ！」

「なんで？」

　不思議そうな顔で、のえるは訊たずねる。

「なんでって……大事なコトじゃないか、約束って」

「そうかな？」

　のえるは唇くちびるに指を当てると、きょとんとした顔で首を傾かしげた。

「そんなの、どうでもいいじゃない」

「なんでさ！」

「だって、健ちゃんは約束を叶かなえてくれたもの」

　のえるは言った。

「え？　約束？」

　今度は健太が首を傾げると、のえるは小さく頷うなずいた。

（え？　え？　え？）

　どんな約束をしてたっけ？

　健太はさっぱり思い出せず、焦あせった。

「ご、ごめん……。また何か忘れてるみたい……」

　ウソをつくことも出来ず、素直に謝った。

　のえるはがっかりすると思った。怒おこるかもとも思った。

　でも、のえるは怒るどころか、ニコっと微笑ほほえんで、

「覚えてないのが健ちゃんのいいところだよ」

　と、言った。

「？？？」

　のえるが何を言っているのかさっぱり分からず、健太はまたまた首をひねった。

（どういうコトなんだろ……？）

　本当に分からない。

（のえるの頭の中はどうなってるんだ……？）

　なんだか振ふり出しに戻った気がした。

（のえるは、僕の何が好きなんだろう？）

　分からなかった……。

　いくら首をひねってみても思い当たらない。

（でも……）

　それは僕がのえるを好きな理由が分からない事と似ているのかもしれない。

　同じなのかもしれない。

　そう思うと、気持ちが通じ合えたような気がして、健太はなぜだか嬉しくなった。

「あ、健ちゃん。流れ星」

　のえるが指さす空に、流星が降っていた。

　いくつも、いくつも。

　空を滑すべり落ちて、海へと消えてゆく。

「見て、健ちゃん」

　のえるが視線で水面を指した。

　空が映っていた。

　満天の空を埋うめ尽つくす星々が、天の川の光の流れが、そこに浮うかんでいた。

「星の海にいるみたい……」

　輝かがやく星々に囲まれて、のえるが浮かんでいる。

　まるで、銀河に漂ただよっているようだ。

　僕もいる──、と健太は思った。

　２人で、星の海に漂っている──、きらきらと輝く星の海を。

　忘れられない夏になる、と健太は思った。

























　そして──。

　レイは、崩ほう壊かいした舞ぶ台たいを見つめながら、ペタンと腰こしを落としていた。

　誰だれもいない。

　傷ついた彼を慰なぐさめる者は誰もいなかった。

　妻たちは逃にげ、招待客は去り、兵士たちも下がらせた廃はい墟きよで呆ぼう然ぜんと、ただ呆然と海を見つめていた。

　そこへ。

「わたくしが言ったでしょう、虚むなしくなるだけですと」

　現れたのは、アルトだった。

　彼女を見て、レイは笑ってみせた。

「ああ、お前の分が残っていたな」

「わたくしの？」

「殴なぐれ。お前も媚び薬やくが解けて殴りに来たのだろう？　これまでの怒いかり、存分に晴らすがいい」

「何をおっしゃるのです？」アルトはきょとんとした顔をする。

「ならば宝石か？　好きなだけ持っていってかまわないぞ、場所は知っているだろう」

「陛下には呆あきれました……」

「それを言うなよ。ボクだって、悪い夢だってことぐらい分かっていたんだ」

　しかしアルトは、ハァ、と深いため息をつくだけだ。

「ほら、キミも早く行かないと、他ほかの者どもにみんな持っていかれてしまうぞ」

「……陛下もいい加減、察しの悪い人ですね」

「何がだ？」

「媚薬を飲んでいて、どうして私は陛下に憎にくまれ口を叩たたき続けてこれたのです？」

「あ──」

　レイはハッとなった。

「いや、それは単にクスリの効きが悪かったのかと……」

「……本当に陛下は、察しの悪い人ですね」

　アルトはもう一度、深いため息をついた。

「そんなクスリを飲まなくても、ずっと前から、わたくしは陛下だけを見ていましたよ」

「………………………………………………」

　レイは言葉を失って、沈ちん黙もくして、沈黙して、沈黙して、

　ぼん！　といきなり火を噴ふくように顔を真っ赤にした。

　デコボコにされた顔ではあったが。

　思わず指をアルトに向けたのだけれど、その指先はぶるぶると震ふるえてしまった。

「……え、あ、いや、その、なんだ、アルト、キミは何を、いや、言わなくていい、混乱する、むしろ理解できない、だから、その、なんだ、その、つまり、その……」

　アルトの言葉をどう受け取っていいものか困り果てて、レイは壊こわれたコンピュータのように意味不明なつぶやきを漏もらした。

　けれど、アルトはまだレイを完全に許している訳ではない。

「陛下、１つだけ質問をさせて下さい」

「な、なんだ？」

「媚薬の効き目が弱いと分かっていたのなら、どうして追加して、もっと強力な媚薬をわたくしに嗅かがせなかったのです？」

「使いすぎると、キミの身体からだを悪くするから……」

「……嬉うれしい」

　アルトの顔に自然と笑えみが浮うかんだ。

　それは声のない、静かな微笑ほほえみだった。

　けれども、レイは胸を突つかれた。

（────！）

　こんな笑顔を、真心からにじみ出るような純じゆん粋すいな笑顔を、自分に向けられたのは初めてだったからだ。

　心の底からわき上がってくる熱い感情に、レイは震えた。

　この気持ちこそが幾いく億の富と引き替かえにしてでも、自分が手に入れたかったモノなのだと分かった。

「ボクは……、ボクは……」

「いいですよ陛下、無理をしなくても」

　優やさしい笑みを浮かべて、アルトは手を差し出した。

　その手を握にぎってよいものかどうか、レイは迷った。

　やっと欲しいモノを見つけたというのに、何もあげられるモノがなかったからだ。

　彼女を手に入れるだけに値あたいする対価を、何も用意できないからだ。

「すまない……、本当に、アルト、月の指輪を渡わたす相手はキミだったのに……」

　ふふ、とアルトは穏おだやかに笑った。

「藩はん女王になり損ねました」

「ボクは馬ば鹿かな男だ……。もう、キミに報むくいてあげられるモノが何もない」

　レイはがっくりと肩かたを落とし、深々とうなだれた。

　そんなレイに、アルトは語りかけた。

「陛下、もう１つだけいいですか？」

「なんだ？」

「藩女王になり損ねたわたくしと、これからも一いつ緒しよにいて下さいますか？」

「な……！」

「そろそろ王おう冠かんも誰だれかが持っていった頃ころでしょう──。新しくやり直す人生は、２人ぐらいがちょうどいいと思いませんか？」




　　　　♣




　明くる８日目──。

　抜ぬけるような青い空、水平線には沸わき立つような入道雲。

　さんさんと燃える日差しを受けて、宝石のように輝かがやく海に誰よりも早く飛び出したのは水着姿に着き替がえたのえるだった。

「さあーて、揉もめ事も片づいたことだし、あたしもバカンス楽しんじゃうわよ～！」

「……そうはいきませんよ、総理」

「げっ、長官!?」

　のえるは振ふり向いて絶句した。

　日本とまったく変わる所のないスーツ姿の北条長官が、いた。

　赤道直下なのに……、砂すな粒つぶも灼やけるビーチなのに……、

　背筋をぴっと伸のばした長官は、国会とか官かん邸ていにいる時と変わらない口調で、一言。

「お迎むかえに参りました」

「何を？」

「総理は早めの夏休みを取ったということで、諸もろ々もろは処理してあります」

「そうなの？」

　のえるは驚おどろいた。てっきり辞表は受理されたものだとばかり思っていたからだ。

「どちらにしろ８月の中なか頃ごろには夏期休きゆう暇かを予定していましたので」

「でも、あたし……」

　のえるは言い淀よどんだ。

　実はのえるも、総理を辞やめると言い出したことは後こう悔かいしていた。

　それを先読みして、長官が夏休みという事にしてくれていたのは正直に嬉しい。

　しかし、一度言ってしまった手前、という矜きよう持じもある。

　中ちゆう途と半はん端ぱという文字は、のえるの辞書には載のっていないのだ。

「これですか？」

　北条長官はスーツの内ポケットから、のえるが書いた辞表を取り出した。

「それよ！」

「訳が分からないモノは、読むに値しませんな」

　そう言って、『痔じ豹ひよう』と書かれた封ふう筒とうを破り捨てた。

「総理はもっと日本語を勉強して下さい」

「長官！」

　のえるは目一いつ杯ぱいの嬉しさを両手に広げて、長官に抱だきついた。

「ホントはちょっと後悔してたのよ。辞めるって言ったこと」

「そうだと思いました」

　長官は苦く笑しようし、空港には帰国便が準備を済ましている事を告げた。

「え、だって、バカンスはこれから……」

「１週間は過ぎましたよ」

「え？」

「もうお忘れになりましたか？　総理の夏期休暇は１週間だと伝えておいたはずですが」

　のえるの顔色がすーっと青ざめた。

「辞める！　やっぱりあたし総理辞める！　総理辞めるの止やめるの止めるわ！」

「辞めるのは、宿題を片付けてからにして下さい」

　長官は目配せをすると、背後に控ひかえていた屈くつ強きようなボディーガードが飛び出した。

　逃にげようとするのえるを捕つかまえ、その両りよう脇わきを抱かかえ上げる。

「帰りましょう、日本には総理に解決して頂きたい問題が山ほどあるのですから」

　フフ、と笑って長官は言い、用意していたリムジンにのえるを放り込んだ。

「あ～た～し～に～も～あ～そ～ば～せ～て～～～～っ！」

　そんな悲鳴を遠く、遠く響ひびかせて、のえるは去っていった。

　残された健太たちは、笑った。

「色々あったが、ともかく一件落着だな」

　やれやれと肩かたをすくめて、木佐が言った。

「お疲つかれ様です」と、さくら。

「まったく、アナタが誘ゆう拐かいされた時は生きた心ここ地ちがしなかった」

「ごめんなさい。木佐先生にはいつもいつも迷めい惑わくのかけっぱなしで……」

「その通りですよ」

　斬きって捨てるように告げる、木佐。

「木佐先生」

「何です？」

　顔を向けた木佐に、何も知らない子供のような目をして、さくらは訊たずねた。

「先生はどうして、私にそこまでして下さるのです？」

（さくらセンセ、まだ分かってなかったの!?）

　健太たちには、そっちの方が衝しよう撃げきだった。

　木佐も動どう揺ようしていた。

「そ、それは……」

　どう返事をすればよいのか分からず、木佐は言葉を濁にごした。

（先生も困ってるよ……）

　健太たちは、木佐の狼ろう狽ばいをそんな風に受け取った。

　しかし、木佐の鼓こ膜まくの奥では──。

　花吹雪の言葉がまざまざと蘇よみがえっていたのだ。




『さくらには秘密じゃからな。もし口を割ることがあれば、おぬしでも──

　斬きる！』

　その時の眼光といったら、鋼鉄をも瞬しゆん時じに貫つらぬく超ちよう高温のレーザービームのようで、

　思いだすだけで、木佐はぶるぶると震ふるえ上がってしまうのだった。

（言えん！　本当の事だけは言えん！）

　甘酸っぱさとはまったく縁えんのないところで、木佐は苦く悩のうしていた。

「木佐先生？」さくらは首を傾かしげた。

「ははは、どうでもよいではありませんか、そんなこと」

「気になります」

　木佐は返事に困り、憎にくまれ口を叩たたいてしまった。

「いじめる相手がいないと、私も退たい屈くつですからな」

「え……、私、いじめられてたんですか？」

「気付いていなかったのですか？」

「はい……」

　さくらはガーン、となっていた。

「複雑です……」

　落ち込む彼女の姿に、木佐は良心のうずきを覚えていた。

　理由もなく傷つけるのは、本意ではないのだ。

（すまない、桃園先生……）

　子供たちからはブーという声があがっていた。

「先生！　素す直なおじゃないよ！」「素直になりなさいよ！」

「だから私に他意はないと最初から言ってるだろうが！」

　そして──。

　みんなとは少し離はなれたところに、シャイニィはいた。

　椰や子しの木の木こ陰かげから、ワイワイとする健太たちの姿を、まぶしそうに見つめていた。

（…………）

　後こう悔かいはない。

　あの時、健太にのえるの気持ちを伝えたことに後悔はないのだけれど──。

　ただ、切なかった。

　健太の幸せと、のえるの無事を喜びたいという気持ちと同じだけ、恋こいを諦あきらめなければならないという思いが入り交じって、みんなの輪の中に入ることが出来なかった。

（きっと笑えない──）

　みんなと一いつ緒しよに喜ぶなんて、無理だ。

　健太の笑え顔がおを見たら、泣いてしまうかもしれない。

　それは見せてはいけない顔だと、シャイニィは思った。

（ケンタに迷惑をかけてしまうから）

（私がいつまでも想おもいを引きずっていたら、ケンタを困らせてしまうから）

　想いは捨てなければいけないと、シャイニィは思ったのだ。

　どうすれば胸に灯ともる炎ほのおを吹ふき消すことが出来るのか、知るはずもなく──。

「あ、シャイニィ──！」

　ぽつんとたたずむ彼女を見つけた健太が、駆かけ寄って来た。

「よかったですね」

　シャイニィは笑んだ。

「うん」

　笑顔を額面通りに受け取って、健太は嬉うれしそうに頷うなずいた。

（本当に、ケンタは疑うことを知らないのですから……）

　込み上げる熱い想いに、シャイニィは目を細めた。

　泣きそうなのは彼のせいなのに、他ほかの誰だれでもない彼のせいなのに、

　その鈍どん感かんさを微笑ほほえましく思う自分に気付いて、分かった。

　自分はどうしようもなく彼の事が好きなのだと。

[image: ]

（……………………）

　シャイニィはもう、涙なみだをこらえることが出来なかった。

「ありがとう」

「え……？」

「シャイニィはいつも、ボクが困ってると助けてくれるよね」

「いえ、私はただ……」

「だからシャイニィが困った時は、真っ先に教えて欲しいんだ」

　健太の顔は真しん剣けんだった。

「次は僕が、シャイニィを助ける番だからさ」

「…………」

　シャイニィは見つめた。約束をする健太の顔をただ見つめた。

「本当に……本当にいいのですね」

　と、つぶやいた時には、健太はみんなに呼ばれて砂すな浜はまを駆け出していた。

　その背中を、シャイニィはこらえることの出来ない嬉しさで見つめていた。

「これからも……、ケンタを困らせてもいいという事ですよね？」

　ニッコリと笑顔を浮うかべ、つぶやく。

「あとで悲鳴をあげても、知りませんから」

　シャイニィは踊おどるような足取りで、砂浜へと走り出した。







　あとがき







　ごめんなさい！




　最近、何をしてるのかわかってない、あすか正太です。

　先日も「ニュータイプ」で「放映中のテレビアニメを全部見る！」という企き画かくにチャレンジしました。90本にも及およぶ番組をリアルタイム（テレビを２台並べて！）で見続けるというバラエティ番組のような企画でした。「ニュータイプ」18年の歴史の中でも４ページにわたって私生活を赤せき裸ら々らに暴ばく露ろされた人間は初めてでしょう。ましてや私室の写真をあんなに載のせられた人間も……。




　まんがの連れん載さいも始めました。




「ひ・め・こ・と」という作品で「コミックガム」に掲けい載さい中ちゆうです。作画は石田あきらさんで、実は前巻の広告ページに載っている『明日の夜明け』のイラストレーターさんなのですね（アレは伏ふく線せんだったのです。気付いた？）。

　昔っから、面おも白しろそうなことに誘さそわれると、脊せき髄ずい反射でハイハーイ！　と手を挙げてしまう人間だったので、あとで時間のやりくりに「うひぃ～！」と転げ回るハメになります。どんなに忙いそがしかろうと面白いモノは面白いので、自分は楽しい時間を過ごせるのですが、待たされる方はたまったものではありませんよね。担当さんとか、校正さんとか、印刷屋さんとか、イラストレーターさんとか、そして読者のみなさんも……。




　ホントにごめんなさい！

（とかいってるそばからアニメの仕事もしてたりするし……）

　なんでもやってみたいんですよね。

　お金持ちになりたい、とか、好きな仕事に就つきたい、とか、夢も色々とあると思うんですけど、自分の場合はというと「体験できることはなんでもしてみたい」んですよね。短い人生の中で、できることはなんでもやってみたい。




　死んでもみたいんです！




　無事で生きて帰れそうもないから、死にはしないけど……。

　だから、そんな自分のワガママで「のえる」の刊行ペースがゆる～くなってしまってることは、ごめんなさい～、って気持ちが半分と、許してえ～、って気持ちが半分です。お待たせしないよう頑がん張ばるので、暖か～い目で見守っていただけると嬉うれしいです。

　一日一日を一生だと思って生きたいのです。

　人生は長いけれど、突とつ然ぜん終わるかもしれないモノだから……。




　だから、みんなもしたいことをして生きよう！

（いいのか？　そんな結論で？）

　──さて、前巻で募ぼ集しゆうしたヒロイン人気投票の結果発表です！

　８位　木佐孝美　　（いきなりこれか！）

　７位　長谷川健太　（ヒ、ヒロインなんすか……？）

　６位　矢追イブキ　（健太や木佐先生に勝ててよかった～）

　５位　白峰忍　　　（票数は少ないですが、毎巻感想くれる人がいます）

　４位　弥生ほのか　（ごめん、いつも貧びん乏ぼうクジを引かせてる俺のせいです……）

　３位　桃園さくら　（先生の出番が増えてるのは人気のせい）

　２位　シャイニィ　（けっこういいところまでのえるを追い上げました）

　１位　折原のえる　（危ないところだった……）

　……とまあ、票数が競せっていたこともあり、４人表紙ということにしてみました。

　次巻からは再び日本に戻もどって、のえるの大暴れが始まります（ネタは秘密です）。

　みんな待っててね！（よろしくおねがいします）。
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総そう理り大だい臣じんのえる！




花はな嫁よめがいっぱい








あすか正しよう太た
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